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¥ 

て
取
扱
う
tJ
の
.
ア
タ
リ

・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
日
本

支
社
は
間
同
月
ト
・
，

nに
記
お

発
表
し
.
世
い
界
的
な
大
ヒ
ッ

ト
機

『
ア
タ
リ

2
6
0
0』

の
日
本
向
け
改
良
販
「
ア
タ

リ

2
8
0
0」
を
定
価
二
万

凶
千
八

6
円
で
、
ま
た
ゲ
ー

ム
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
二
十
五
滋

類
を
四
千
二
百
円
か
ら
六
千

八
有
円
ま
で
の
価
格
で
、
五

月

l
日
に
同
時
草
花
先
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
.
ゲ
ー

ム
カ
|
ト
リ
ヴ
ジ
三
十
五
倍

餓
に
は
『
ヲ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
』

『
パ
ン
ガ

l
ド
』
「
ス
ペ
ー

ス
・
イ
ン
ベ

l
ダ

l
」
な
ど

も
と
も
と
日
本
の

A
M
業
界

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
の
ほ
か

ア
タ
リ
社
開
発
の
『
ア
ス
テ

ロ
イ
ド
L

や
「
セ
ン
チ
ピ
|

ド
」
な
ど
も
あ
る
。
米
国
で

は
す
で
に
約
五
ト
純
類
同
社

か
ら
発
光
さ
れ
て
い
る
が
、

日
本
で
は
第

一
悌
と
し
て
そ

の
半
数
が
発
光
さ
れ
る
ニ
と

に
な
る
。

れ
に
比
べ
て
日
本
で
は
批
H
H

メ
ー
カ
ー
が
小
心
と
な
っ
て

わ
ね
よ
そ
.
・
，
ト

h
h版
U

ハ
ル
し
て

い
る
れ
仰
は
で
、
ま
っ
た
く
未

聞
V

仰
の
分
野
と
さ
れ
て
い
る
。

ζ
れ
ら
し本山
地
用

T
V
ゲ
ー

ム
の
具
体
的
な
商
品
形
態
と

し
て
は
、
①
本
体

(
コ
ン
ソ

ー
ル
)
と
ゲ
|
ム

・
カ
l
ト

リ
ヴ
ジ
か
ら
な
る
ゲ
|
ム
専

用
機
と
.
②
ゲ

l
ム
別
だ
け

で
な
く
キ
ー
ボ
ー
ド
を
持
ち

肉
闘
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
め

る
ホ
ビ

l
川
パ
ソ
コ
ン
の
a

u
m
Mが
あ
る
。
い
ず
れ
も

T

V
モ
ニ
タ
ー
と
般
紙
し
、
操

作
怨
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
操
作

す
る
も
の
で
、
本
体
に
内
蔵

さ
れ
て
い
る

C
P
Uは
八
な

い
し
卜
h

ハ
ピ
ッ

ト
。
ゲ
ー
ム

ソ
フ
ト
は
、
ゲ
|
ム
専
用
機

の
場
合
は

R
O
M
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
式
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ホ

ビ

i
mパ
ソ
コ
ン
め
州場
合
は

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
フ
ロ

ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク、

R
O
M
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
の
:
M州
知
が
あ

る
.
こ
れ
ら
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ

業
務
用
/
家
嵯
附
と
む
世

界
の

T
V
ゲ
ー
ム
の
ト
ッ
フ

級
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
米
川
ア

タ
リ
社

(本
社
カ
リ
フ
場
ル

ニ
ア
州
サ
ニ
l
ベ
イ
ル
.
レ

ィ
モ
ン
ド
・
カ
サ
|
ル
会
長
)

で
は
こ
の
ほ
ど
、
同
社
家
庭

用

T
V
ゲ
ー
ム
を
円
本
で
む

五
月
J
1

日
か
ら
発
売
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ

よ
り
少
し
前
に
紛
パ
ン
ダ
イ

(
本
社
来
日
以
‘
山
川
刊
誠
社
長
)

、む・米
山
他
用

T
V
ゲ
ー
ム
の
低

価
総
機
を
光
光
し
て
お
リ
、

山
手
紙
川
T
V
ゲ
|
ム
市
織
が

い
よ
い
よ
本
仙
開
化
す
る
か
ど

う
か
注

nさ
れ
て
い
る
。

家
庭
川
T
V
ゲ
|
ム
は
米

側
で
発
途
し
て
き
た
尚
品
分

野
で
、
八
二
年
は
と
く
に
ア

タ
リ
社

『
パ
y

ク
マ
ン
」(
ナ

ム
コ
に
よ
る
許
諾
日
間
)
、
コ

レ
コ
社
「
ド
ン
キ

l
コ
ン
グ
」

(任
天
命
に
よ
る
許
諾
口
開
)

な
ど
の
大
ヒ
ヴ
ト
で
、
本
体

が
七

.h
万
台
ほ
ど
出
回
っ
て

い
る
と
さ
れ
る
ぐ
ら
い
大
き

な
市
場
と
な
っ
て
い
る
そ

て
急
速
に
市
場
を
拡
大
し
て

き
た
そ
の
第
一

位
は
ア
タ

リ
祉
で
あ
リ
、
コ
レ
コ
社
や

マ
ッ
テ
ル
社
、
フ
ィ
リ
ッ
プ

ス
祉
が
ア
タ
リ
社
に
泊
る
べ

く
滋
し
い
商
品
展
開
制
闘
争
を

縁
。
広
げ
て
い
る
。
ア
タ
リ

祉
制
訳
家
庭
問

T
V
ゲ
|
ム
は

四
十
七
ヵ
国
で
発
売
さ
れ
て

お
リ
、
問
祉
は
世
界
的
に
み

て
む
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
な
の

で

あ

る

し

か

も
山
本
庭
川

T

V
ゲ
l
ム
に
附
し
日
本
の
山

地
は
‘
米
川
に
次
ぐ
第
-
-
は

の
市
場
が
H
凡
込
ま
れ
て
お
リ

A
f
同
の
日
本
市
場
巡
山
と
な

っ
た
.
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P
C
6
0
0
0な
ど

mの
ゲ

ー
ム
ソ
フ
ト
が
教
と
し
て
は

段
も
多
い

と
見
ら
れ
て
い
る
.

米
凶
で
は
本
体
と
ゲ

l
ム

カ
ー
ト
リ
ヴ
ジ
か
ら
な
る
ゲ

ー
ム
専
用
機
が
中
心
と
な
っ

て
先
達
し
、
と
く
に

T
V
ゲ

ー
ム
の
悦
臨
時
党
著
作
惟
が
事

実
上
隊
・
止
し
た
こ
と
む
幸
い

し
て
ゲ
|
ム
ソ
フ
ト
の
ラ
イ

セ
ン
ス
が
ど
ん
ど
ん
進
行
、

そ
の
た
め
俊
秀
な
ゲ
|
ム
カ

ト
は
本
体
の
メ
ー
カ
ー
か
製

造
販
売
し
て
い
る
場
介
と
、

本
体
メ
ー
カ
ー
以
外
が
開
発

制
点
暗
記
し
て
い
る
場
合
と
一
純

綴
に
分
れ
る
が
、
ホ
ピ
|
パ

ソ
コ
ン
で
は
後
お
の
ケ

l
ス

が
圧
倒
的
に
多
く
‘
日
本
で

は
こ
の
方
面
か
ら
次
第
に
治

世
応
化
し
て
き
た
と
く
に
日

本
福
HA
{
N
E
C
}
の
パ
ソ

コ・
J
P
・F
M
a
u
n
v
n
v
n
v
-
Y
け，
i
'

ズ
は
紋
大
の
シ
ェ
ア
を
持
ち

ー
ト
リ
ッ
ジ
が
総
力
と
な
っ

ア
タ
リ
イ
ン
タ
ー
日
本
支
社
で
は

5
月

刊

日

発

売

へ

「

q
L
o
o
n
u
n
U
」

立
し
た
。
こ
れ
は
す
で
に
日

本
に
あ
る
ア
タ
リ

・
ウ
ァ
ー

イ
ー
ス
ト
社
(
本
社
東
京
、

リ
ピ
ン
ト
ン

・
ハ
イ
ト
μ
円
以
)

と
は
別
に
.
ア
タ
リ
付
制旧
家

庭
問

T
V
ゲ
l
ム
を
集
中
し

ア
タ
リ
社
は
、
同
祉
の
同

際
卒
業
部
門

(
ア
ン
ト
ン

・

ブ
ル

i
ル
社
民
)
の
日
本
で

の
子
会
付
と
し
て
、
ア
タ
リ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル

H
本

支
社

(本
社
以
点
、

k
地
也市

支
悦
H

K
}

を
:
・
u

月
九
日
に
ぷ

柿木真i量.，‘・宛待人

パ
ン
ダ
イ
は
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」

さ
ら
に
セ
ガ
社
も
パ
ソ
コ
ン
発
売

を
侵
害
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ピ
ー
し
た
R
O
M
な
ど
を
臨
時

タ
イ
ト
ー
が
蒙
っ
た
損
害
を
棄
し
、
@
ジ
ャ
ク
ソ
ン
名
で

ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
賠
償
す
る
よ
謝
罪
文
を
各
紙
に
抱
載
し
、

う
求
め
た
も
の
。

@

今

後
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
ず
イ

こ
の
訴
訟
に
関
し
ジ
ャ
ク

ト
l
閥
発
に
よ
る
T
V
ゲ
l

ソ
ン
側
は
当
初
か
ら
和
解
を
ム
を
図
内
外
を
附
わ
ず
無
断

求
め
、
さ
ら
に
策
判
所
側
か
惚
製
(
家
庭
用
な
ど
い
わ
ゆ

ら
の
強
い
勧
告
も
あ
っ
た
こ
る
コ
ン
シ
ュ

ー
マ
l
mも
含

と
か
ら
八
カ
月
ぷ
り
に
法
延
む
)
し
な
い
貯
将
約
す
る

和
解
に
す
イ
ト
l
も
応
じ
た
。
ー
と
い
う
も
の
。

問

n
a一卜
五
日
、

東
京

地

綴

今

川
の
利
併
に
関

L
Yイ

民
事
筋
て
十
九
郎
で
行
な
わ
卜
|
側
で
は
、
法
的
手
続
き

れ
た
法
廷
和
解
の
内
等
は
、
と
し
て
は
で
き
る
限
り
の
こ

主
と
し
て
タ
イ
ト
l
の
主
張
と
を
し
た
つ
も
り
で
あ
る
と

ど
お
り
①

T
V
ゲ
I
ム

機

中

し

、

「
当
社
と
し
て
は
、
今

の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
プ
ロ
グ
ラ

後
も
、
無
断
複
製
者
ば
か
り

ム
の
著
作
権
を
、

ジ

ャ

ク

ソ

で

な
く
、
無
断
後
製
品
の
取

ン
側
が
無
断
で
R
O
M
の
形
彼
い
者
に
対
し
で
も
監
視
を

で
後
製
す
る
な
ど
侵
害
し
た
行
な
い
、
万

一
当
該
違
法
行

事
実
を
認
め
、
②
そ
の
権
利
為
が
行
号
わ
れ
た
場
合
は
、

俊
作
行
為
に
よ
っ
て
タ
イ
ト
今
ま
で
と
は
列
な
る
鎗
力
な

ー
に
う
え
た
釧

3
4屯
制
酬
を
ジ
法
的
手
段
を
と
る
淡
勢
で
い

T
7
ソ
ン
は
タ
イ
ト
i
に

支

る

』

と
相相
当
者
は
結
っ
て
い

払
う
と
と
も
に
、
③
無

断

コ

る

。

判
決
と
し
て
は
昨
十
二
月
六

日
が
初
め
て
)
。

引
続
き
タ
イ
ト
ー
は
、
ジ

ャ
ク
ソ
ン
と
菅
原
武
家
社
長

の
二
名
を
闘
相
手
ど
っ
て
八
月

二
十
三
日
、
損
容
賠
償
鴻
求

の
本
案
訴
訟
を
東
京
地
裁
に

鑓
出
し
た
。
訴
え
に
よ
る
と

山
側
タ
イ
ト

1
(本
社
東
京
、

コ
l
ガ
ン
社
長
)
で
は
こ
の

ほ
ど
、
山
側
ジ
ャ
ク
ソ
ン
(
本

社
東
京
、
管
原
武
章
社
長
)

と
四
月
二
十
五
日
、
東
京
地

方
裁
判
所
に
で
法
廷
和
解
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

タ
イ
ト
ー
で
は
昨
年
四
u円

か
ら
五
月
に
か
け
て
ジ
ャ
ク

ソ
ン
に
対
す
る
仮
処
分
の
法

的
手
続
き
を
進
め
、
さ
ら
に

八
月
以
降
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
相

手
ど

っ
て
民
事
本
家
訴
必
を

進
め
て
き
た
が
、
ジ
ャ
ク
ソ

ン
刷
怖
が
こ
の
訴
訟
で
全
面
的

に
謝
罪
し
て
き
た
こ
と
に
よ

り
、
今
回
の
法
廷
和
解
と
な

っ
た
も
の
。

ま
ず
仮
処
分
手
続
き
に
つ

め
た
も
の
。

昨
年
四
月
-
一卜

一
日
に
東
京
地
裁
に
申
請
、

五
月
二
十
-
日
に
中
消
ど
お

り
仮
処
分
決
定
が
行
な
わ
れ
、

同
二
十
五
日
に
東
京
地
裁
執

行
官
に
よ
り
執
行
さ
れ
た
。

こ
の
仮
処
分
決
定
で
は
、
決

定
理
由
こ
そ
明
示
さ
れ
て
い

い
て
は
、
タ
イ
ト
i
は
同
社

T
V
ゲ
l
ム
機

「
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
l
」
の
無
断
コ
ピ

l
口聞

で
あ
る
「
ス
キ
i
」

P
C
基

板
を
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
製
造
販

売
し
て
お
り
、
こ
れ
は
同
ゲ

ー
ム
機
中
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作
権
と

アミューズメント過惜社

ア
タ
リ
仕
製
品
発
先
に
至

る
ま
で
に
パ
ン
ダ
イ
は
「
イ

ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
」
(
?
ッ

テ
ル
社
製
)
に
絞
き
、

「
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
」
を
一

力
九
千

八

6
門
と
い
う
低
附
怖
で
発

光

L
.
タ
カ
ラ

『
ゲ
!
ム
パ

ソ
コ
ン
L

や
ト
ミ
|
仁
於
1

ひ

?
ヲ
太
」

.
さ
ら
に
は
コ
モ

ド

l
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
社

「マ

ッ
ク
ス

・
マ
シ

l
ン
」
や
チ

ェ
リ
コ
「
ク
リ

エ
イ
ト
ビ
ジ

ョ
ン
」
な
ど
に
対
し
大
胆
な

価
総
銭
争
を
挑
ん
で
い

る
。

こ
う
し
た
価
格
競
争
は
、

一

定
の
低
価
絡
慌
で
必
ら
ず
叫時

発
的
な
ヒ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る

だ
ろ
う
と
の
予
測
が
強
い
た

め
.
絞
ら
注

M
さ
れ
る
必
悶

の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

-
』
れ
ら
泌
と
ん
と
し
て
予

断
の
狩
き
れ
な
い

日
本
の
家

庭
用

T
V
ゲ
l
ム
市
場
に
刈

し
、
セ
ガ
祉
は
昨
年
秋
以
来

検
討
を
進
め
て
き
た
が
‘
米

間
セ
ガ
祉
が
独

8
に
ゲ

l
ム

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
(
ア
タ
リ
社

製
品
川
)
を
今
春
発
光
し
た

の
に
引
絞
さ

.
H
本
の
セ
ガ

社
む
近
く
低
価
的怖
の
ホ
ビ
ー

パ
ソ
コ
ン
を
受
光
す
る
こ
と

に
な
っ
た
・
そ
の
訴
細
は
・
h

川
ニ
卜
五
日
か
ら
開
か
れ
る

マ
イ
コ
ン
シ

ョ
i
(東
京
流

辿
セ
ン
タ
ー
)
で
発
表
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
が
、
ホ
ビ
ー

バ
ソ
コ
ン
に
続
き
ゲ

l
ム
専

用
機
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

A
M
機
、
玩
具
、
家
電
、
コ

ン
ビ

A
lタ
ー
の
各
業
凶作
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
今
後
も

参
入
が
制
次
ぐ
と
見
ら
れ
て

ね
り
、
こ
の
市
場
分
野
の
動

向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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コ
ピ

l
基
板

「
ス
キ
l
」『
ポ

|

夕

|

』

lま

無
断
複
製
H

著
作
権
侵
害

ハ
4
F
0

1
E河
川

内，』真一
v

-
一年
O
一ωn一w

こ
れ
は
、

ジ
ャ
ク

ソ
ン
ら
が

タ
イ
ト
!
の

T
V
ゲ
l
ム
機

「
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
l
」
と
「
ポ

ー
ト
マ
ン
」
の
そ
れ
ぞ
れ
無

断
コ
ピ

i
u
m
で
あ
る
「
ス
キ

l
」
と

「ポ

l
タ
l
」

P
C

犠
板
を
艇
造
販
光
寺
ど
し、

タ
イ
ト
ー
の
こ
れ
ら
製
品
中

の
コ
ン
ピ
且
|
タ
l
プ

ロ
グ

ラ
ム
の
持
作
俗

(複
製
織
)

同
ゲ
l
ム
の
映
画
と
し
て
の

著
作
権
を
侵
害
し
で

い
る
の

で
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
よ
る
こ

の

「
ス
キ
|
」

P
C怨
桜
な

ど
の
製
造
販
光
の
禁
止
を
求

を
い
が
、
主
に

T
V
ゲ
ー
ム

機
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
作

織
を
、
ま
た
T
V
ゲ
l
ム
の

映
画
の
著
作
継
を
中
部
理
由

と
し
て
お
り
、
こ
の
時
点
で

少
な
く
と
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

掛
伯
作
俗
が
ほ
め
ら
れ
た
こ
と

を
示
す
例
則
的
な
も
の
と
な

っ
た
(
問
ぺ
十
附
日
に
ナ
ム

コ
申
請
の
仮
処
分
決
定
も
。

一
回
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
全
面
謝
罪
し
一

一
圃
タ
イ
ト

l
と
法
廷
で
和
解
へ
一



( 2 ) 

コ
ピ
I
対
策
で
部
会
再
編

J
A
M
M
A
第
山
田
理
事
会
で

5
部
会
、

河
-

日
本
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
卜

和
一
マ
シ
ン
工
業
協
会
{
本
部
東

糊
一京
、
中
村
雅
裁
会
長
、

J
A

M
-M
M
A
)
で
は
三
月
二
十
九

第
一
目
、
東
京
・
永
凹
町
の

T
B

-R
ピ
ル
で
第
十
三
回
理
本
会

一を
開
き
、
さ
き
ほ
ど
の
総
会

一に
よ
り
新
役
員
態
勢
と
な
っ

一え
の
を
受
け
て
、
い
わ
ゆ
る

一
「部
会

・
委
員
会
」
を
蒋
編

一し
、
事
業
計
画
を
具
体
化
す

一る
な
ど
を
決
め
た
。

一

こ
の
国
也
事
会
は
、
総
会
で

一役
員
改
選
さ
れ
後
定
期
的
に

一
関
か
れ
る
も
の
と
し
て
は
初

.
一
め
て
の
会
合
。
協
会
活
動
は

シ
一

「部
会

・
委
員
会
」
を
通
じ

〆
一
て
進
め
る
ケ
l
ス
が
多
い
が
、

乙
一
新
役
員
態
勢
で
「
部
会
・
委

マ
一
員
会
」
を
再
編
、
そ
れ
ぞ
れ

h

一
の
器
具
任
者
を
決
め
て
い
く
こ

」
一
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
官
官

一一
織
に
先
立
っ
て
、
オ
ブ
ザ
l

J

一パ
ー
と
し
て
出
席
し
た
山
刷
新

，r
J
日
本
企
簡
の
川
崎
英
吉
川社
長

か
ら
「
I
C
な
ど
半
導
体
部

品
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
、
T

V

モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
部
品
供
給

6
委
員
会
設
置

分
野
で
T

V
ゲ
i
ム
機
の
然
が
あ
り
、
こ
の
点
を
考
借
地
す

断
コ
ピ
ー
を
助
長
し
て
い
る
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
。
そ

者
が
い
る
と
門
ん
ら
れ
る
。
し
し
て
中
村
会
長
の
提
案
に
治

か
も
電
気
用
品
取
締
法
違
反
っ
て
「
部
会

・
委
員
会
」
の

の
縫
い
の
あ
る
扱
い
も
あ
る
。
再
編
が
茸
市
議
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
分
野
に
対
す
る
対
そ
の
結
果
、
従
来
の
「
部

策
が
謬
ま
れ
る
」
と
の
発
言
会

・
委
員
会
」
を
次
の
よ
う

上の写真はJAMMA第13回狸事会のようす(3月29日)

に
編
成
し
直
す
こ
と
に
な
っ
〔
委
員
会
〕
①
務
作
権
中
村
殺
哉
氏
、
副
委
員
長
中

l
品
が
六
千
五
百
二
十
五
台
ど
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
ど

た
。
①
T

V
グ
l
ム
郎
会
と
問
泌
等
対
策
委
員
会
H
委
員
凶
附
級
氏
。

(
一
庖
あ
た
り
約
二
十
九
台
)
お
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
の
ゲ
l
ム
機
械
部
会
長
中
村
雅
哉
氏

(
ナ
ム
コ

)
、

な
お
現
在
、
T

V
ゲ
i
ム
あ
る
と
の
結
果
が
出
た
i
l
'

会
員
の
災
動
に
つ
い
て
は

を
「
ゲ
l
ム
機
部
会
」
に
統
副
委
員
長
上
月
景
正
氏

(コ

の
コ
ピ
i
ャ
ー
と
の
訴
訟
を
と
の
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。
正
会
員
二
社
、
賛
助
会
員
-

合
す
る
、
②
新
た
に
部
品
(
パ
ナ
ミ
工
業
)
、
②
電
取
対
策
進
め
て
い
る
六
社
(
コ
ナ
ミ
こ
れ
ま
で
の
部
会

・
委
員
社
で
社
名
な
い
し
組
織
変
更

l
ツ
)
関
係
の
部
会
を
設
け
委
員
会
H
委
員
長
福
間
哲
失
工
業
、
セ
ガ
社
、
タ
イ
ト
l
、
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
①
デ
が
報
告
さ
れ
た
。
入
会
申
込

る
、
③
不
正
銃
争
防
止
委
員
氏
(
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
)
、

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
、
ナ
ム

コ
、
ィ

ス
ト
リ
ピ
ュ

l
タ
l
部
会
み
一
社
に
つ
い
て
は
保
留
と

会
は
「
著
作
権
問
題
等
対
策
③
税
制
研
究
委
員
会
H
委
員
任
天
堂
)
で
N

著
作
織
委
員
で
、
令
国
規
模
の
市
場
調
査
な
っ
て
い
る
。
ま
た
協
会
事

委
員
会
」
と
改
称
し
、
著
作
公
駒
井
徳
造
氏
(
セ
ガ
社
)
、

A
F
を
発
足
さ
せ
て
い
る
こ
を
含
む
委
託
調
査
を
行
な
い
務
局
強
化
が
新
年
度
事
業
計

権
問
題
特
別
委
員
会
な
ら
び
④
健
全
娯
楽
推
進
委
民
会

u
と
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
を
著
た
い
の
で
予
算
化
す
る
こ
と
回
の
け同
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い

に
そ
の
こ
小
委
員
会
を
吸
収
委
員
長
問
問
利
生
氏
、

φ凶
作
権
問
題
等
対
策
委
員
会
の
が
望
ま
れ
る
こ
と
、
②
電
取
た
が
、
こ
の
ほ
ど
大
学
新
卒

す
る
、
@
新
た
に
部
会
問
越
品
問
題
等
対
策
委
員
会
H
委
下
部
組
織
と
す
る
こ
と
が
象
対
策
委
員
会
で
は
、

-一
般
化
の
男
子
三
名
(
大
谷
省
治
、

等
対
策
委
員
会
(
仮
称
)
を
員
長
森
健
次
郎
氏
(
エ
ス
コ
認
さ
れ
た
。
ま
た
福
岡
刷
会
し
て
い
る
基
板
販
売
を
今
後
加
藤
絡
、
若
林
仰
の
各
氏
)

設
け
る
。
以
上
に
よ
り
、
従
貿
易
)
、
副
委
員
長
川
崎
英
長
は
コ
ピ

1
問
題
に
関
し
て
、
も
前
提
に
す
る
の
か
ど
う
か
を
事
務
局
戦
負
と
し
て
採
用

来
ど
お
り
部
会
は
各
分
野
で
吉
氏
(
新
日
本
企
画
)
。

さ
き
ほ
ど
関
東
地
区
で
私
的
が
談
窓
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
(
正
式
に
は
四
月

一
日
付
)

の
事
業
を
担
当
し
、
委
員
会
〔
符
別
委
員
会
〕

①
シ
実
態
調
査
を
行
な
っ
た
と
こ
③
N
A
O
と
の

「
G
マ
シ
ン
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

は
そ
れ
ぞ
れ
の
議
題
に
対
策
ョ

l
特
別
委
員
会
H
委
員
長
ろ
、
二
百
二
十
九
応
中
コ
ピ
対
策
特
別
合
同
委
員
会
」
な
る
。

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
名
称
、
資
任
者
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

〔
部
会
〕
①
ゲ
l
ム
機

部
会
H
部
会
長
中
西
昭
雄
氏

(
タ
イ
ト
l
)
、
副
都
会
長

奇
弁
峰
男
氏
(
関
西
精
機
製

作
所
)
、
②
小
製
乗
物
部
会

H
部
会
長
矢
野
描
仙
波
氏

(ホ

ー
プ
)
、
③
メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム

部
会

t部
会
長
問
問
利
生
氏

(
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
)
、@
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ

i
タ
i
部

会

H

部
会
長
川
楠
俊
太
郎
氏
(
カ

ワ
ク
ス
)
、
制
部
会
長
木
村

灘
三
氏
(
総
世
間
)
、
⑤
部
品

部
会
U
未
定
。

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

と

し

て

の

指

導

員

の

養
成
講
座
開
設

さ
き
ほ
ど
の
背
少
年
育
成
国

民
会
議
と
の
懇
談
会
(
二
月

工
十
五
日
)
か
ら
生
ま
れ
て

き
た
も
の
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

会
社
名
と
そ
の
所
核
地
、
電

話
番
号
、
そ
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ

ン
で
の
管
理
責
任
者
名
を
大

き
な
文
字
で
明
示
し
て
パ
ネ

ル
化
し
、
こ
れ
を
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
見
や
す
い
と
こ
ろ
に

掲
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
同
例
会
で
は
と
り
あ
え

ず
見
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た

サ
ン
プ
ル
が
披
露
、
検
討
さ

れ
近
日
中
に
組
合
員
に
頒
布

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

'" 

J
O
U
4
月
例
会
で
内
国
氏
提
案

日
本
娯
楽
機
械
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
欄

(事
務
局
東
京
、
相
組

合
員
数
回
十
六
社
、
早
見
儀

伝
聞
一
事
長
、
J
O
U
)
で
は

凶
月
」
l

一
白
、
京
都

・
紙
闘

の

『
畑
中
」
に
て
四
月
例
会

を
開
き
、
今
後
新
た
に
管
理

資
任
者
の
養
成
講
座
開
設
へ

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
く

こ
と
な
ど
を
審
議
し
た
。

早
見
新
理
事
長
と
な
っ
て

凶

バ

ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
の
ッ
ク
ス
な
ど
部
品
の
共
同
総
初
め
て
聞
く
例
会
と
し
て
、

パ
ン
パ

l
の
高
さ
の
差
が
原
入
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
、
冒
頭
早
見
氏
は
自
分
の
オ
ベ

悶
と
な
っ
て
製
品
の
破
捌
を
各
社
が
そ
れ
ぞ
れ
コ
イ
ン
ポ
レ

l
タ
l
創
業
時
代
の
稲
を

生
じ
た
こ
と
を
契
機
に
、
小

ツ
ク
ス
の
仕
械
な
ど
を
次
回
披
露
し
、
同
組
合
が
健
全
な

問

実
物
機
に
お
い
て
可
能
な
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
に
徹
す

J
A
M
M
A
規
絡

(仮

称

)

凶

A
M
機
の
中
で
小
製
る
こ
と
で
今
後
も
発
展
し
て

前

一

J
A
M
M
A
の
小
型
乗
物
メ
ー
カ
ー
八
社
が
出
席
し
て
、
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
乗
物
機
関
係
の
統
計
一
情
報
が
い
く
で
あ
ろ
う
、
と

建

て

[
一部
会
(
矢
野
徳
蔵
部
会
長

・

次
の
と
お
り
岡
部
会
と
し
て
当
面
は
バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
の
ほ
と
ん
ど
な
く
、
市
場
肉
体
た
。
次
に
、
さ
き
ほ
ど
の
総

河

一附
ホ
l
プ
)
で
は
四
月
四
日
、
関
連
す
る
事
項
を
持
ち
寄
り
、
パ
ン
パ
i
の
幅
、
地
上

か

ら

の
把
握
も
困
難
で
あ
る
点
が
会
改
選
に
よ
り
こ
れ
ま
で
役

日

一東
京

・
永
田
町
の
T
B
R
ピ

検

討

を

開

始

し

た

。

の

官

向

さ

、
断
筒
形
状
、
ス
ピ
指
摘
さ
れ
た
が
、
当
簡
は
機
只
を
勤
め
退
任
し
た
前
役
員

崎

一
ル
に
で
第
二
回
会
合
を
側
主
、

山
い
わ
ゆ
る
流
通
価
格

1
ド
や
レ
i
ル
走
行
式
乗
物
子
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

に

対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

日

一バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
l
の
パ
ン
パ
が
製
造
原
価
を
圧
迫
し
て
い
機
用
レ
ー
ル
ゲ
ー
ジ
な
ど
に

一
方
、
小
型
乗
物
機
を
社
会
る
こ
と
に
な
リ
、
加
茂
綾

・

引

一
|
古
川
さ
な
ど
製
品
の
規
俗
化
る
現
状
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
値
つ
い
て
、
各
社
資
料
を
持
ち
一
般
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う

前
理
事
長
、
武
市
和
夫
、
官

8
一を
進
め
る
こ
と
♀
ど
を
検
討
引
率
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
寄
り
検
討
す
る
、
と
し
て
い
必
婆
が
あ
る
と
の
提
案
が
あ
川
圧
明

・
前
期
一幕
、
古
川
総
正

川

し
た
。

る
が
、
各
社
そ
れ
ぞ
れ
の
販
る

(各
社
カ
タ
ロ
グ
は
市
中
務
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ア

ミ

明

・
前
獄
事
に
そ
札
ぞ
れ
感

岡
部
会
の
会
合
は
ほ
ぼ
こ

光
市
中
川明
も
巽
な
る
の
で
、
し
局
に
常
に
能
く
こ
と
に
な
っ
ュ

l
ズ
メ
ン
ト
産
業
出
版
が
謝
状
が
賊
呈
さ
れ
た
。

年
ぶ
り
に
聞
か
れ
た
こ
と
に
ば
ら
く
こ
の
問
題
に
つ
い
て
た
)
。

具
体
的
な
P
R
案
を
作
成
す
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
巻

な
る
。
今
阿
は
小
型
乗
物
機
は
静
観
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

印

る

こ

と

に

な

っ
て

い
る
。
く
環
境
が
近
年
厳
し
く
な
っ

J
A
M
M
A
小
型
乗
物
部
会
が
会
合

規
格
化
な
ど
検
討

バ

ッ

テ

リ

ー
ヵ

l
の
高
低
差
な
く
す

• • 
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第三強僻{担物認可

コシ
TV機など意欲作続々発表

AOE、3月25-27日

春のシカ

ン
一

米
国
の
容
の
A
M
猿
y
ヨ

〆
一
ー
と
し
て
定
時
甘
し
た
第
四
回

:
一
A
O
E
(ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ

ン

一可一
ト

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ズ

・
エ

}晶一
キ
ス
ポ
)
は
三
月
二
十
五
日

J
一か
ら
三
日
間
、
シ
カ
ゴ
の
オ

一一

へ
7
空
港
そ
ば
に
あ
る
オ
ヘ

ニ

-
ア

・
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー
で

ar.-
開
聞
か
れ
、
沈
滞
気
味
の
T
V

ゲ
l
ム
機
市
場
に
新
風
を
吹

き
込
む
べ
く
、
日
米
の
主
な

メ
ー
カ
ー
が
意
欲
的
な
新
製

品
を
次
々
と
発
表
し
た
。
こ

の
中
に
は
日
本
で
来
発
表
の

日
本
製
T

V
ゲ
l
ム
機
も
い

第212号

い
わ
ゆ
る
コ
イ
ン
ボ{) • 

く
つ
か
あ
り
、
日
本
国
内
で
そ
の
ひ
と
つ
。
今
年
は
ピ
治
し
つ
つ
あ
る
も
よ
う
だ
。

の
発
表
が
待
た
れ
る
も
の
も
デ
オ
デ
ィ
ス
ク

(
V
D
)
ゲ

シ

、

平

7

ト
ロ

ニ
ク
ス
社
の

あ

る

。

ー

ム

機

の

年

と

さ

れ

、
い
く
「
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

・
レ

ア
」
は
、

A
O
E
は
米
・業
界
誌
「
プ
っ
か
出
回
聞
が
予
想
さ
れ
て
い
七
日
刀
社
と
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト

レ
イ
メ
ー
タ
ー
」
主
俄
に
よ
た
が
、
ま
ず
シ
、
平
7

ト
ロ

ニ

が

V
D
ゲ
l
ム
機
を
A
O
E

る
も
の
で
、
今
回
の
出
展
社
ク
ス
社
が

「ド
ラ
ゴ
ン
ズ

・

で

出
品
し
な
か
っ
た
た
め
、

は
二
百
八
社
(
前
回
百
四
十
レ
ア
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ
勢
い
こ
の
シ

ョ
ー
で
最
も
注

五
社
)
と
さ
ら
に
ふ
く
れ
上
は
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
の
ピ
デ
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

が
っ
た
。
登
録
入
場
者
は
約
オ
デ
ィ
ス
ク
を
ゲ
l
ム
に
採
な
お

V
O
ゲ
l
ム
機
は
以
上

六
千
人
と
さ
れ
て
お
り
、
実
用
し
た
も
の
。
同
社
は
昨
年
の
ほ
か
ゴ
ッ
ト
リ
l
ブ
社
な

質
上
自
本
の

N
A
O
シ
ョ

l

緩
怠
慈
化
が
伝
え
ら
れ
た
が
、
ど
数
多
く
の
メ
ー
カ
ー
に
よ

の
二
倍
程
度
と
見
ら
れ
る
が
、
強
力
な
資
本
導
入
に
よ
り
復
り
開
発
中
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は

A
M機
市
場
の
低
滞

を
反
映
し
て
や
や
予
想
よ
り

も
入
場
者
が
少
な
か
っ
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

出
展
社
の
ほ
う
は
、
不
況
打

開
の
た
め
次
々
と
新
機
輸
を

打
ち
出
し
た
。

ナ
ム
コ
、
任
天
堂
製
品
な
ど

圏
内
未
発
表
機
も
出
品
さ
れ

日
本
国
内
で
来
発
表
の
日

本
製
T

V
ゲ
ー
ム
機
は
次
の

と
お
り

A
O
E
で
発
表
さ
れ

た
。
ま
ず
ナ
ム
コ
の
「
マ
ァ

ピ
l
」
は
米

・
ミ
ッ
ド
ウ
エ

i
社
か
ら
出
品
。
こ
れ
は
マ

長
崎
県
O
P
組
合
が
県
下
の
ゲ

l
ム
場
で
近
く
実
施

ロH日

長
崎
県
健
全
娯
楽
業
組
合

崎

{平
岩
勲
理
事
長
、
組
合
貝

引
一
数
二
十
六
社
)
で
は
三
月
九

3
一
目
、
長
崎
駅
前
観
光
公
舎
に

8
一
て
臨
時
総
会
を
開
き
、
県
内

日

一
ゲ
|
ム
相
場
の
実
態
調
査
の
実

一
絡
を
決
め
た
ほ
か
背
少
年
育

ベリ
一
成
問
問
題
へ
の
対
応
な
ど
に
つ

れい
一
い
て
討
議
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
は
県
教
育
庁
主
催
の

「背
少
年
の
非
行
防
止
に
つ

い
て
の
慾
談
会
」
(
二
月
三

日
)
に
同
組
合
が
出
席
し
、

そ
の
内
容
を
受
け
て
関
か
れ

た
も
の
で
、
三
月
凶
日
の
理

事
会
で
検
討
さ
れ
た
案
が
諮

ら
れ
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

同
臨
時
総
会
で
決
ま
っ
た
。

@
'
作
山
政
当
局
の
要
望
も
あ

っ
て
組
合
員
と
非
組
合
員
と

を
問
わ
ず
県
下
す
べ
て
の
ゲ

ー
ム
場
の
実
態
剥
授
を
近
々

笑
絡
し
、
改
善
す
べ
き
占
山は

改
善
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
と

あ
わ
せ
て
①
罪
組
合
員
の
組

合

へ
の
加
入
を
促
進
し
、
ま

た
市
著
理
者
の
い
な
い
錦
町
人
れ
る
巡
び
と
な
っ
て
お
り
、

ゲ
|
ム
場
を
な
く
し
て
い
く
。
こ
の
日
に
同
組
合
と
し
て
も

@
日
没
後
に
は
守
ど
も
容
は
な
ん
ら
か
の
協
力
を
し
て
は

帰
宅
さ
せ
る
。
⑤
組
合
員
ロ
し
い
と
県
側
か
ら
繋
舗
が
あ

ケ
に
掲
示
し
管
制
措
責
任
者
を
っ
た
。
こ
れ
に
こ
た
え
る
た

明
示
す
る
た
め
の
拍
組
合
員
証
め
同
組
合
で
は
み
ゲ
|
ム
場

を
作
成
す
る
。
③
自
主
規
制

巡
視
員
e

を
選
出
し
、

『少

や
地
域
社
会
へ
の
刈
応
な
ど
年
の
日
」
に
ゲ

1
ム
坊
を
見

に
つ
い
て
は
、
N
A
O
の
方
て
回
り
健
会
営
業
を
徹
底
し

針
に
協
制
し
て
進
め
て
い
く
。
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
な

こ
の
ほ
か
長
崎
県
で
毎
月
お
五
月
中
旬
に
さ
き
の
，
悠

一
回

『
少
年
の
日
」
を
設
定
談
会
。
が
聞
か
れ
る
予
定
で
、

し
出
円
少
年
育
成
の
た
め
の
い
同
級
A
n
は
そ
の
席
上
、
『
少
年

ろ
い
ろ
な
催
し
を
行
な
っ
て
の
日
」
の
取
り
組
み
方
を
報

い
く
こ
と
が
、
近
々
決
定
さ

告

す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

て
い
る
こ
と
か
ら
、
青
少
年

健
全
育
成
を
含
め
こ
れ
ま
で

い
ろ
い
ろ
と
対
策
が
立
て
ら

れ
て
き
た
が
、

こ
の
例
会
で

は
①
「
管
理
者
パ
、
不
ル
」
な

ど
の
作
成
、
②

「
遊
戯
機
械

管
理
の
た
め
の
青
少
年
指
導

員
制
度
」
の
立
案
が
、
そ
れ

ぞ
れ
検
討
さ
れ
た
。
①
に
つ

い
て
は
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
管
双

賛
任
を
明
示
す
る
も
の
で
、

。
オ

ペ

レ

ー

タ

ー

が

自

ら

率

先

し

青
少
年
の
健
全
育
成
に
当
た
る
。

「
遊
戯
機
械
管
理
の
た
め

の
脊
少
年
指
導
員
制
度
」
に

関
し
て
も
、
国
民
会
議
な
ど

と
の
話
の
中
か
ら
生
ま
れ
て

き
た
も
の
。
各
ロ
ケ

l
シ
ョ

• 

ン
を
管
理
す
る
オ
ペ

レ
ー
タ

ー
自
身
が
単
先
し
て
、
管
少

年
の
非
行
化
防
止
を
含
め
健

全
育
成
に
当
た
る
だ
け
の
能

力
と
賛
任
を
持
つ
よ
う
、
直背

上の写真はJOU4月例会で加茂鐙前理事長 (左)に感謝状を手渡
す早見儀信新理事長

a 

ッ
ピ
ー
が
ネ
コ
の
ニ
ャ
i
ム
ー
ド
フ
ァ
イ
ト
」
の
ほ
か
、
も
あ
る
が
割
愛
す
る
。
T

V

コ
を
追
い
か
け
、
渡
田
閉
鎖
を
ナ
ム
コ
に
よ
る
許
諮
問
問

「ゼ

ゲ

l
ム
以
外
で
は
、
フ
リ
ッ

取
り
返
し
て
い
く
と
い
う
も
ピ
ウ
ス
」
「
ポ
l
ル

・
ポ

ジ

パ

ー
が
オ
l
ソ
ド
ァ
ク
ス
な

の
。
任
天
堂
「
マ
リ
オ

・
プ

シ

ヨ
ン
」
で
人
気
を
集
め
た
。
も
の
に
戻
り
つ
つ
、
性
能
を

ラ
ザ
i
」
は
、
ド
ン
キ
l
コ
ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
社
は

「
マ
ッ

憎
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

ン
グ
で
登
場
し
た
男
性

マ
リ
ピ
l
」
の
ほ
か
、
斜
め
操
作
て
い
る
。
ゴ
ッ
ト
リ
l
プ
社
特
許
庁
に
出
願
さ
れ
た
柏
村

オ
が
兄
弟
で
、
降
客
を
遊
け
悠
式
の
「
ワ
ツ
コ
」、

宇
宙
「
ス
ー
パ

ー

-
オ
ー
ビ

ッ
ト
」
、
許
お
よ
び
実
用
新
案
の
公
告

す
早
く
走
り
な
が
ら
害
虫
を
戦
争
も
の
「
コ
ズ
ミ
ツ
ク

・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
「
タ
イ
ム

・

な
い
し
公
倒
の
れ
刷
新
分
(
悶

駆
除
す
る
も
の
。
コ
ナ
ミ
『
ジ
ク
ル
l
ザ
i
」
な
ど
を
発
表
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
は
す
で
に
月

一
日
以
降
)
は
次
の
と
お

ヤ
イ
ラ
ス
」
は
セ
ン
チ

ュ
リ
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
社
は
「
シ
ニ
日
本
に
も
入
っ
て
き
て
い
る
り
。
今
回
か
ら
適
時
掲
縦
し

|
社
か
ら
山
山
口問
。
こ
れ
は
歯

ス

タ

l
L
、
「
ボ
プ
ス
」
、
が
、

ゴ
ッ
ト
リ
l
プ
社
「
ロ
で
い
く
。
記
事
内
容
は
、
公

街
中
央
が
途
方
と
い
う
遠
近
ゴ
ッ
ト
リ
i
プ
社
は
「
マ
ツ
イ
ヤ
ル

・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
」

、

血
口
/
公
開
の
日
付
、
発

明

/

法
宇
宙
戦
争
ゲ
ー
ム
。
初

出

ド

・
プ
?
早
ツ
ト
」
、
ス
タ
パ

リ
l
社
「
グ
ラ
ン
ド

・
ス
考
案
の
名
称
、
出
願
人
、
公

展
の
テ
l
カ
ン
は
「
ガ
ズ
ラ

l
ン
祉
は
「
メ
イ
ザ
l

・
ブ
ラ
ム
」
が
発
表
さ
れ
た
。
ゥ
告
/
公
開
番
号
、
出
願
番
号

l
」
を
発
表
し
た
。
タ
イ
ト

レ
イ
ザ
l
」
、
シ
ネ
マ
ト
ロ
イ
リ
ア
ム
ズ
社
「
ジ
ャ
ウ
ス
の
順
に
掲
載
。
な
お
⑪
は
前

i
は
ド
ラ
イ
ブ
も
の
の

「
ハ
ニ
ク
ス
社
は
「
コ
ズ
ミ
ァ
ク

・

ト
」
は
二
人
が
向
き
合
っ

て

鐙
審
査
に
係
属
中
の
も
の
、

イ
ウ
ェ

イ

・
レ
l
ス
」

、
セ
カ
ザ
ム
」
と
そ
れ
ぞ
れ
新
製
競
技
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
⑬
は
富
岡
容
器
嗣
求
の
あ
っ
た
も

ガ
社
は

「
テ
ィ
ッ
プ

・
タ
ツ
ロ
聞
を
発
表
し
た
。
な
お
エ
キ
で
の
フ
リ
ッ
パ

l
の
概
念
と
の
を
示
し
て
い
る
。

プ
(
海
外
名
は
コ
ン
ゴ
ポ
ン
シ
デ
ィ
社
は
T
V
ク
イ
ズ
ゲ
い
さ
さ
か
異
な
る
。

〔特
許
出
願
公
告
〕

ゴ
)
」
ま
で
の
出
品
に
と
ど

1
ム
機
「
7
7
ツ

ク

ス

」

を

今

回

A
O
E
に
ア
タ
リ
社

ま
っ
た
。
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
出
品
し
た
。
タ
イ
ト
l
・
7

な
ど
が
初
出
展
し
、
か
な
り
閲
月
十
一
日
付
H

「ピ
ン

は
米
鴎
で
は
初
の
マ

ル
チ
キ

メ
リ
カ
社
は
動
物
闘
を
舞
台
の
新
製
品
が
各
社
か
ら
発
表
ボ
ー
ル
ゲ
l
ム
装
置
」
、
パ

ッ
ト
と

「
パ
I
ニ
ン

・
ラ
パ
に
し
た
「
ズ

l
・
キ
l
パ
l
」
さ
れ
た
た
め
、
A
O
E
が
黍

リ

l

・
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ユ

|
」
ま
で
、
日
本
物
産
は
「
ラ
を
発
表
。
セ
ガ

・
エ
レ
ク
卜

婆
な
容
の
国
際
的
A
M
シ
ヨ
ア
リ
ン
グ
社
(
米
国
)
、
公

ジ
カ
ル

・
ラ
ジ
ア
ル
」
ま
で
、
ロ
ニ
ク
ス
社
(
旧
グ
レ
ム
リ
ー
と
な
っ
た
こ
と
だ
け
は
、
伸
一回
1
8
1
0
1
、
出
願
m
'

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
は

「
ミ
ス
タ
ン
)
は

「
ス
タ
ー

・
ト
レ
ッ
少
な
く
と
も
機
か
と
言
え
る
。

1
7
2
1
9
2
。

ー

・
ド
ゥ
」
の
出
回聞
に
と
ど
ク
」
ま
で
に
と
ど
ま
っ
た
。
〔
本
号
お
め
ん
に

A
O
E

四
月
二
十
三
日
付
H

「ポ

ま
っ
た
。
新
日
本
企
画
の
「
ジ
以
上
の
ほ
か
各
閣
の
メ
l

シ
ョ

ー
の
関
速
記
事
あ
り
〕

l
ル
転
動
ゲ
l
ム
裟
翠
」、

ヨ
イ
フ
ル

・
ロ
l
ド」

は

許

ヵ
ー
に
よ
る
改
造
用
ゲ
i
ム

側

エ

ポ

ッ

ク

社

(東
京
)
、

諸
口
問
「
モ
ン
チ

・
モ

ー

ビ

ル

」

公

告

2
0
6
3
9
、
出
願

%

と
し
て
セ
ン
チ

ュ
リ
l
社
か

'
9
0
2
9
4
。

ら
出
品
さ
れ
た
。
コ
ナ
ミ
エ

業
自
体
は

「
ジ
ユ

ノ
フ
ァ
ー

ス
ト
」
ま
で
の
出
品
に
と
ど

念。つれ~
。

米
国
製
T
V
ゲ
l
ム
で
は

ア
タ
リ
社
が
同
社
新
製
品
「
フ

..!la'll.t i::得七~ A _. 

、生ー
「
み

2

3

・
.
.
 ，
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早見佳代子

特
許
・実
用
新
案

出
願
公
告
・公
開

(4
月
1
日
1
m
日
)

本語
4格T
i的主
iな空
f遊の
十園
ご地

〔特
許
出
願
公
開
}

四
月
一
日
付
U

「立
体
規

テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
装
償
」
、
山
側

ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
(
栃
木
)
、

公
開
5
4
9
7
9
、
出
願
付
加

'
1
5
0
5
8
0
。

四
月
十
二
日
付
H
「
ビ
デ

オ
ゲ
ー
ム
談
後
」

、
州
側
ナ
ナ

オ
(
石
川
)
、
公
開
6
1
7

7
3
、
出
願
m
'
1
5
9
3

必
性
唱
A

。
四
月
十
八
日
付
H

「遊
戯

乗
物
の
立
曲
川
装
出
品
」
、
東
洋

娯
楽
機
側
(
東
京
)
、
公
開

6
5
1
8
5
、
出
願
お

・
1

戸
。
の

L
冒

Z
A
V
R
J
v

。

茨
城
県
日
立
市
に
四
月
五

日
、
県
内
初
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ

ー
ス
タ
ー
な
ど
を
設
置
し
た

本
格
的
遊
闘
地
「
目
立
か
み

ね
レ
ジ
ャ

ー
ラ
ン
ド
」
が
オ

ー
プ
ン
し
た
。

こ
れ
は
畑
町
立
市
公
図
協

会
(
畑
山
本
甲
子
男
会
長
)
が

市
内
山
由
悶
町
の
か
み
ね
公
凶

頂
上
に
建
設
し
た
も
の
で
、

大
人
も
楽
し
め
る
遊
関
地
と

し
て
昨
年
夏
に
計
画
決
定
が

な
さ
れ
た
。
同
ラ
ン
ド
は
市

街
地
と
太
平
洋
を
ニ
ヨ
で
き

る
録
勝
地
で
、
}
則
被
は
約

一

万
二
千
八
百
平
方

μ
。

設
曲
一
品
機
剖
刊
は
コ
ー
ス
人
笠
長

五
百
六
十
幻
で
傾
斜
地
を
生

か
し
両
ス
パ
イ
ラ
ル
方
式
を

採
用
し
た
「
ジ

ェ
ッ
ト

コ
ー

ス
タ
ー
」

(
最
高
時
速
五
↓

J
、
五
両
編
成
二
十
人
乗
り
)

を
目
玉
に
、
ゴ
ー
カ

l
ト
(コ

ー
ス
会
長
二
百
六
十
M
M
)

、

「
街
巡
り
ロ
ケ
ッ
ト
」
「
ロ

ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
」
「
ピ
ッ
ク

リ

ハ
ウ
ス
」
な
ど
大
型
施
設

六
機
殺
が
中
心
と
な
っ
た
機

成
。
そ
の
う
ち
数
機
縁
は
さ

き
ほ
ど
廃
止
さ
れ
た
水
戸
市

の
俗
楽
嗣
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
か

ら
繰
り
受
け
た
も
の
。
な

お

四

月

五

日
付
H
「
メ
ダ
ル

五
日
は
開
会
式
の
後
午
後
か
循
環
式
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
機
」
、

ら
営
業
運
転
が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
遊
図
機
械
紛
(
東
京
)
、

〔実
用
新
案
出
願
公
告
〕 見本と しτ畠示された

r管理者パネルJ(左)とパネル化Lた r管E聖者心得 7ヵ条J(右)

少
年
指
導
の
で
き
る
ペ
レ

l
タ
ー
を
単
寛
成
し
て
い
く
と

い
う
構
恕
で
、
問
例
会
で
は

内
閣
博
理
事
(
鮒
友
栄
)
が

説
明
を
行
な
っ
た
。
具
体
的

に
は
七
月
ご
ろ
、
東
京
で
こ

泊
三
日
程
度
の
養
成
務
座
を

開
き
、
青
少
年
補
導
員
養
成

滞
感
と
ほ
ぼ
閉
じ
+刀
法
で
蝉
晴

朗
自
を
行
な
い
、
こ
れ
に
総
合

員
と
そ
の
ロ
ケ
管
滋
賀
任
者

が
受
議
し
、
終

7
す
れ
ば
修

了
証
を
渡
し
て
い
く
。

「遊

戯
機
械
管
理
の
た
め
の
管
少

年
猪
狩
員
」
は
修
了
証
を
持

つ
も
の
で
、
こ
れ
は
登
録
さ

れ
て
い
く
。
こ
の
制
度
自
体

は
行
政
の
指
導
を
得
て
笑
施

に
移
し
て
い
く
が
、
甘
部
本
的

に
は
業
界
側
の
自
発
的
な

ン

ス
テ
ム
で
あ
り
、
順
調
に
行

け
ば
組
合
以
外
に
も
拡
大
し

て
い
く
。
ま
た
こ
の
方
式
を

実
施
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の

費
用
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、

致
録
料
な
ど
で
ま
か
な
え
る

よ
う
に
し
た
い
ー
ー
と
い
う

の
が
こ
の
段
階
で
の
提
案
。

例
会
で
は
基
本
的
に
こ
の

方
式
を
採
用
す
る
こ
と
が
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
実
施

に
向
け
て
さ
ら
に
検
討
を
重

ね
て
い
く
た
め
の
委
員
会
を

設
け
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

こ
の

「
指
導
員
養
成
の
た
め

の
委
員
会
」
に
は
早
見
儀
信

氏
、
内
岡
崎
同
氏
、
波
間
議
氏
、

古
銭
逮
三
氏
、
原
田
勝
弘
氏

の
五
名
が
委
員
に
遊
ば
れ
た
。

な
お
共
同
購
入
用
と
し
て

い
く
つ
か
の
メ
ー
カ
ー
や
リ

ー
ス
会
社
か
ら
製
品
な
ど
の

説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
中
で

組
合
員
、
飯
島
清
勝
氏
が
テ

ー
ブ
ル
型
T

V
ゲ
l
ム
機
用

操
作
曲
蹄
を
剛
開
発
し
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
た
。

宴
会
で
は
紙
図
の
舞
子
さ

ん
が
も
て
な
す
な
ど
犬
い
に

盛
り
上
が
り
、
翌
日
は
都
を

ど
り
観
賞
っ
き
と
、
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
含
み
の
例
会
と
な

っ
た
。

• 

公
告

1
6
7
9
4
、
出
願
臼

'
1
5
6
0
8
1
。
「
狙
撃

遊
戯
具
に
お
け
る
標
的
の
可

動
機
織
」
、
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク

工
業
側
(
東
京
)
、
公
告
1

6
7
9
9
、
出
願
臼

'
4
1

伎

d
q
d
p
o

。

四
月
寸
八
日
付
H
「
周
遊

乗
物
装
置
」

、
泉
隊
機
工
側

(大
阪
)
、
公
告
1
8
9
5

4
⑭
、
出
願

UA
e
1
3
5
4

P0
0
6

。
〔実
用
新
案
出
願
公
開
〕

四
月

-
日
付
H
「
テ
ー
ブ

ル
型
テ
レ
ピ
ゲ
l
ム
機
」
、

コ
ナ
ミ
工
業
側
(
大
阪
)
、

公
開

4
8
2
8
5⑧
、
出
願

日刊

・
1
4
3
2
2
8
。
「
テ

レ
ビ
ゲ
l
ム
機
」
、

大
m
T
H奴

研
工
業
側
(
岐
阜
)
、
公
開

4
8
2
8
6
、
出
顧
問
岬

'
1

4
4
6
0
8
0

「テ
レ
ピ
ゲ

ー
ム
機
」
、
大
平
技
研
工
業

側
(
岐
阜
)
、
公
開

4
8
2

8
7
、
出
願
日
γ

1
4
5
9

aq

勺。
。
凶
月
八
日
付
H
「
ゴ
ル
フ

用
マ

i
カ
l
の
取
付
装
援
」
、

ジ
ョ
イ
バ

7
ク
レ
ジ
ャ
ー

ω

(東
京
)
、
公
開
5
1
7
5

2
⑬
、
出
版
印

'
1
4
8
9

2
9
。
「
ゴ

ル
フ
遊
戯
装
置
」
、

附
ナ
ム
コ
(
東
京
)
、
公
開

5
1
7
5
6
、
出
願
日

'
1

4
6
0
1
8
。
「
ゲ
ー
ム
装

道
」、

倒
デ
コ

・
シ
ス
テ
ム

(
東
京
)
、
公
開
5
1
7
8

1
、
出
願
日

・
1
4
8
4
6

6
。
「
液
晶
表
示
ゲ
i
ム
装

置
」
、
任
一大
堂
側
(
京
都
)
、

公
開

5
1
7
8
3
、
出
願
m

'
1
4
6
8
9
2
。

「仲間吊

り
コ

ー
ス
ヂ
装
窓
」
、
明
日
嗣

特
殊
産
業
側

(大
阪
)
、
公

開
5
1
7
8
4
、
出
願
%
'

E
A

Aせ
Q
d
1
A
A
V
A

旬。

四
月
二
十
五
日
付
H

「
テ

ー
ブ
ル
裂
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ゲ

ー
ム
裟
鼠
」、

出
削
ヂ
コ

・
シ

ス
テ
ム

(東
京
)
、
公
開
6

l
L
〉

，
〉
》
も
，
、

μ
uη
沢
氏
U

i
L

-
〉

t』

'
d
〈
〈
〈
‘

uμ
断
N

W

'

b

1

J

E

、

必
性

の
6

t
i
v
po

。



( 4) 

「
ガ
ズ
ラ
|
」

を

「
ス
イ
マ

l
」

ス
コ
貿
易

・
必
健
次
郎
社
長

が
、
業
界
に
お
け
る
製
品
流

泊
の
正
常
化
を
め
ざ
し
て
必

り
、
こ
の
な
昧
で
今
印
の
テ

l
カ
ン
ト
刀
式
を
お
く
川
町
制
す

る
、
と
励
ま
し
の
狭
間
世
を
行

、コ
;
。

e
Ad

，
'
J
、

こ
の

nは
約
行
.h
i
々
引
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
な
ど
関
係
者

が
参
集
し
、
同
社
独
・
凶
の
キ

ャ
ビ
ネ
ッ
ト
コ
フ
パ
タ
イ
プ
」

「
ミ
ニ
ラ
パ
」
や
テ
ー
ブ
ル

型
で
、
新
ゲ
ー
ム
の
説
明
を

受
け
た
。

“
司

テ
i
カ
ン
初
の
単
独
展

第三崎郵便物認可ゲームマシン
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カ、ねてより建設中の

本社ビル披露
創業10年のGM商事(東京)

社葬芸接室主3

句除

新
卒土

E
K
)

の
チ
会
社
で
、

物
機
用
タ
イ
マ
ー
、

小刷
百
釆

擬
音
装

よ
き
パ

イ
プ
役
、
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ

ー
タ
ー
と
し
て
業
務

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
諮
っ
た
。

主
お
新
本
社
は
悶
鉄
大
森

駅
か
ら
率
で
五
分
、
京
浜
平

和
島
駅
か
ら
徒
歩
八
分
の
と

こ
ろ
に
あ
り
、
凶
階
建
て
の

ビ
ル
で
建
物
耐
絡
は
約
百
七

イ
二
平
方
ぷ
。
新
本
社
の
所

在
地
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

側
ジ
l
エ
ム
商
事
H
東
京

都
大
同
区
大
泉
北
五
の
九
の

十
三
、
合
七
六
六
l
九
三
三

し
て
リ
l
ス
業
務

(
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
)
を

一
本
校
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
う
ま
く

側
ア
ミ
ュ
ー
ズ
オ
リ
エ
ン

か
み
合
わ
せ
て
進
め
て
き
た
ト
"
東
京
都
箆
鳥
区
北
大
塚

結
果
だ
」
と
述
べ

「今
後
も
こ
の
九
の
十
二
、
合
九

四

O

従
来
の
ト
刀
剣
を
貨
き
、
メ
|
|三
ニ
七
一
、
矢
内
敬
治
社

カ
!
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の
臣
官
(
ア
ミ
ュ
ー
ズ
オ
リ
エ
ン

j
i
l
l
i
i
t
j

ト
紛
か
ら
分
離
独
立
可

担
但
な
ど
で
圧
倒
的
な
市
場
上
白

I

l
l
i
--

-

布
率

(
シ
ェ
ア
)
を
持
つ
メ

(

社

名

変

更

)

l

カ

l
。
四
月
二
」l

一
日
付

で
江
見
社
長
が
取
締
役
会
長
側
サ
ウ
ン
ド
ユ
ニ
ッ

ク
ス

に
な
る
と
と
も
に
、
大
塚
山
川
(
旧

・
カ
シ
マ
ジ

ュ
1
ク
商

務
が
新
た
に
代
表
取
締
役
祉
察
側
)

H
茨
城
県
鹿
島
郡
鹿

長
と
な
っ
た
。

島
町
港
ケ
丘
一
一
四
二
の
六
、

包

(
O
二
九
九
八
)
二
|
六

五
三
五
、
小
林
東
起
社
長
。

同
開
北
陸
レ
ジ
ャ

ー

(旧

・

北
陸
レ
ジ
ャ
ー
閥
単
北
側
)
H

福
井
市
玉
川
町

一
O
九
の
一

、

宮

(
O
七
七
六
)
二
七
l
O

三
三

O
、
大
西
総
済
社
長
。

新
会
社
役
立

日

邦

産

業

名

古

屋

A

M
事
業
部
が
移
転

皇
官az 

書+A'
 

央中のよてに会露披・hvν」
皐

T
-‘，l
 

本事商M
 
G
 

6
匂れず.‘. 

4
6
 

真写

陪
杭
附
抄
に
必
っ
た
小
命
社
長
媛
の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
と

は

「吋
れ
は
例
人
で
創
業
し

も
に
、

当
初
が
こ
れ
ま
で

一

て
か
ら
十
年
、
法
人
と
な
っ

賀
し
て
谷
メ
ー
カ
ー
の
オ
リ

て
五
年
た
ち
、
よ
う
や
く
業
ジ
ナ
ル
製
品
の
販
売
業
務
(
デ

務
拡
張
に
と
も
な
い
白
羽
ピ

ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

1
7
1
}
、

ル
完
成
め
巡
ぴ
と
主
っ
た
。

法
一板
組
み
替
、え
や
修
理
な
ど

こ
れ
は
関
係
お
為
伎
の
ご
支
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
、
そ

，‘z
，、a
z
、，E宝，、a
，、，E，，‘z，、，z
，‘、
，、，E
，，、
，tz
，‘S
E

、，E
2

，、aF.
，区、
，、，‘
2

，、s
z
、dE
Z

，、aF.
，区、，‘z，、az
、，‘，，、

東
亜
自
動
電
機
の
江
見
民
会
長
に

こ
た
家
主
~

E
E
-
-
4
4
A
L
a

一F
F
t
'

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
!
の
メ
|
古
屋
ど
ル

7
F
、
宮

(
O
五

ヵ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

二
)
二
六
三
|

一
二
八

一。

る
日
邦
産
業
側

(本
社
大
阪
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
事
業
部

問
中
議
凶
郎
社
長
)
で
は
、

H
松
川
浩
之
部
長
。

こ
の
ほ
ど
名
首
座
営
業
所
を

移
転
し
た
。
こ
れ
は
従
来
の

事
務
所
が
手
狭
に
な
っ
た
た

め
で
、
凶
月
二
寸
五
日
に
叫
判

事
務
所
へ
移
転
し
て
い

る
。

同
社

・
名
古
屋
営
業
所
に
は

同
社
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

事
業
部
、
企
画
開
発
室
も
併

設
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
所

夜
地
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

名
古
一民
市
中
区
栄
泊
の
二

十
七
の
|

一、
富
士
火
災
名

事警 2?
務察ヰ
官 庁 に
新』わ
:t.e. rt官 fこ
当-I - る

吉野署
三 IJ~ 専
宅 Eヨ乙 門
茂 kJ担
警三o.当

i佐

側
ジ
|
エ
ム
揃
い
や

(本
社

米
京
‘
小
倉
忠
弘
社
長
〉
で

ば
か
ね
て
よ
り
建
設
を
進
め

て
き
た
新
制
凶
が
峰
崎
工
の
巡

び
と
な
り
、
凶
月
十
.
h
H
新

社
震
に
て
般
紙
バ
l
テ
ィ
ー

を
聞
き
、

-
八
日
か
ら
業
務

を
開
紛
し
た
。

竣
工
披
一
銭
会
の
当
日
は
み

い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
新
か
れ
た
同
社
の
取
引

先
な
ど
関
係
省
ら
約
百
台

i

人
が
出
席
。
冒
頭
、
同
H

自
の

小

型
来
物
機
用
タ
イ
マ
ー

小
倉
社
以
が
挨
修
し
た
あ
と
、
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
知

ナ
ム
コ

・
真
鍋
正
常
務
、
山
ら
れ
て
い
る
鮒
東
部
自
動
従

恨
東
京
本
社

・
山
総
本
二
抗
機
製
作
所

(
本
村
大
阪
)
で

長
が
そ
れ
比
ぞ
れ
祝
併
を
述
べ
、

こ
の
ほ
ど
江

見

奥

羽
U
K
が

卜

A

東
商
事

・
山
ド
征
士
社
長
会
長
に
、
大
塚
ゑ
常
務
が
む

が
叱
訴
の出円
以
を
と
っ
て
パ

長
に
な

っ
た
。

ー
テ
ィ
ー
は
な
ご
や
か
に
進
同
社
は
東
似
無
線
電
機
附

め
ら
れ
た
。

(本
日
む
し
人
阪
、
江
見

一
一男
討

答
申
叫
小
斤
保
・
俊
郎
防
犯
誕
の

小
野
啓
次
郎
事
務
官
が
一三
月

-
e

十
八
円
付
で
、
よ
れ
ま
で

の
風
俗
関
係
机
当
を
縦
れ
、

防
犯
細
部
に
お
け
る
専
門
行
と

主
っ
た
。
中
野
氏
は
約
一
.l

年
間
に
わ
た

っ
て
胤
俗
閃
係

を
卯
当
し
た
だ
け
に
こ
の
万

簡
の
権
威
と
さ
札
て
き
て
い

'A
V
e
 後

任
に
は
，
e

一毛
茂
聴
け
部
が

就
任
、

今
後
の
胤
俗
殿
場
の

ゆ
化
に
つ

い
て
行
政
指
碍
を

相
当
し
て
い
く
。

03 (254) 1647 

06 (245) 4155 
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( 6 ) 第三綬郵便物itl!可ゲームマシン

多
く
の
文
学
者
が
そ
の
作

品
に

n
静
か
な
れ
庇
宅
街
'
と

第212号1983年5月15日

噛• 
第三fiE郵便物館、可

左の写真は fキープランド」の庖額のようす。下の写
真はすっきりした内装とレイアウトの同底の底内にで

でを

ゲ ームマシン

向
車
識
な
感
じ
の
同
時
も
紋
様
、
各

機
ポ
ス
タ
ー
や
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
品
の
掲
示
な
ど
装
飾
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
設
山道
機

械
は
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
ー

ム
機
約
四
十
台
を
中
心
に
コ

う
だ
。
鹿
内
は
約
凶
十
河
あ
ッ
ク
ビ
ッ
ト
型
T
V
ゲ
l
ム

り
、
レ

ン
ガ
"
訓
の
つ
い
貨
て
、
機
二
台
、
フ
リ
y

パ
|
五
台

第212号1983~手 5 月 15 日(7) 

し
て
描
い
た
古
川
向
寺
は
今
、

中
央
線
の
官
同
門
寺
駅
を
中
心

に
雨
北
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
衡

が
延
び
、
そ
れ
に
沿
っ
て
夜

の
ネ
オ
ン
衡
が
広
が
る
プ
レ

イ
ゾ

l
ン
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
南
北
に
走
る
繁• 

機械配置を時々少し変更し常連客に新鮮さを与えているrゲームセンデー・スウィング』

で
一
計
約
五
十
台
。
下
平
明
長

は
「
毎
年
そ
う
だ
が
、

一
月

か
ら
三
月
ま
で
の
売
上
げ
は

よ
い
が
、
四
月
以
降
の
見
通

し
が
大
変
難
し
い
。
こ
れ
は

四
月
に
進
学
や
就
臓
が
あ
る

た
め
そ
れ
ま
で
の
佐
官
崩
が
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
、
eb
月
頃
に
な
れ
ば
今

後

一
年
間
の
め
ど
が
お
お
む

ね
立
て
ら
れ
る
」
と
語
る。

「
ジ
ョ

イ
ラ

ン

ド

コ

ウ

エ
ン
ジ
」
は
こ
の
界
隙
で
は

最
大
規
桜
の
約
六
十
坪
の
フ

ロ
ア
。
通
リ
に
商
し
た
部
分

が
会
商
透
明
ガ
ラ
ス
張
り
の

た
め
、
府
内
は
非
常
に
明
る

い
う
え
、
壁
面
が
白
地
に
ブ

ル
ー
の
ラ
イ
ン
の
配
色
に
な

っ
て
い

る
の
で
健
康
的
な
雰

囲
気
。
同
広
の
江
良
市
柏
長
に

よ
る
と
「
外
の
明
る
き
を
大

幅
に
採
り
入
れ
て
い
る
た
め、

鹿
内
照
明
の
度
A
n
が
少
な
く

て
済
み
省
エ
ネ
に
も
な
っ
て

い
る
」
と
い
う
。
ま
た
問
応

長
は
「
ゲ
|
ム
場
の
数
が
期

え
て
も
、
そ
の
仲
間
に
し
か
な

い
特
色
を
出
し
て
各
病
ご
と

に
フ
ァ
ン
を
つ
か
ま
、
え
て
い

け
ば
、
決
定
し
た
巡
営
を
持

ゲームコーナー・ キーフ 杉自並区高月号~t2・
6-2， s336・4377、本社=側キーフ(合判5-8
280) 

キーブランド 高月寺南4-26・15、まま318・133

3、~従=向上。

キンクオフキンク 高同等~t2-22・6、キ廿ニ
ズンビ)IAt!l下、直営=狩上干代予。

ゲームランド・タイガー 活用寺~t3-22・旬、
合336-4371、本柱=側タイトー〈宮264-8611)

ジョイランド ・コウ工ンジ 高円寺南4・6・5、

s318-1394、本主1=飼上。
ゲームセンターUFO 湾内寺1じ3-33・18、
s338・8788、直営=号車何俊一。

ゲームセンター・スウインク 趨向寺南3・58

・3、s315-8741、雇室主吉=スウインク。

ゲームランド チャレンジ 高肉寺南4・25・7、

三幸ピル地下、 宮316・2755、霞営=Ilf山あ峰。

マジ、yクランド高円寺 活向寺筒4・26-15、

s314・0195、本位zクェッション(宣聖母473・3

1-593の
リパティハウス 高月寺南2・22・12、宮312・

5768、直営=鍵旬。

データ (問I
務
衡
を
少
し
東
凶
に
縦
れ
る

と
、
い
く
つ
か
の
古
寺
と
と

も
に
管
な
が
ら
の
家
屋
が
挫

ち
並
び
静
か
な
た
た
ず
ま
い

を
見
せ
て
い
る
。
繁
華
街
は

駅
を
真
ん
中
に
し
て
北
は
早

稲
間
通
り
か
ら
雨
は
背
総
街

道
に
抜
け
る
商
応
衝
で
、
大

衆
的
な
広
が
軒
を
並
べ
活
況

を
田
正
し
て
い
る
。

ゲ
ー
ム
場
に
つ
い
て
は
や

は
り
繁
華
街
に
商
し
て
繭
北

に
細
長
く
散
ら
ば
っ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
間
で
姿
を
拙
倒
し
た

病
も
多
い
が
、
そ
れ
と
ほ
ぼ

同
数
の
山
が
新
規
オ
ー
プ
ン

し
て
お
り
、
全
体
の
ゲ
!
ム

坊
の
数
は
十
締
結
皮
で
推
移

し
て
き
て
い
る
。
地
元
の
あ

る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
と

「
高
円
寺
で
は
十
軒
以
上
怖
唱

え
る
と
ど
う
も
過
当
競
争
容

み
に
な
り
、
閉
加
す
る
ゲ
ー

ム
場
も
出
て
く
る
。
だ
か
ら

十
析
と
い
う
の
が
共
存
共
栄

の
で
き
る
ひ
と
つ
の
目
安
に

ょの写真は地下での運営拡がらもいろいろ
な工夫により活況を量している「ゲームラ

ンド・タイガー』 の庖内のようす。下の写

真は同庖の下平優男鹿長

‘ E圃且~r."0' 
高内寺駅周辺では最大規模で最新後穫をそろえている「ジョ イランド・コウヱンジJ

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

「
ゲ
ー
ム
ラ
ン
ド

・
タ
イ

ガ

|
」
は
駅
前
の
角
地
に
あ

り
立
地
条
件
に
市
中
ま
れ
て
い

る
が
、
地
下
で
の
逮
営
。
容

を
地
下

へ
誘
引
す
る
た
め
、

府
内
の
ゲ
|
ム
-mu
や

B
G
M

争
二
階
広
一
頒
に
側
、え
つ
け
た

ス
ピ
ー
カ
ー
で
流
し
た
り、

人
目
を
引
く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
使
用
す
る
な
ど
の
工

夫
を
し
て
い
る
。
下
平
防
長

が

守地
下
へ
お
り
る
階
段
が

制
A
n
・
仏
く
と
っ
て
ゐ
る
た
め

入
り
や
す
い
雰
閤
気
に
は
な

っ
て
い
る
」
と
括
る
よ
う
に

若
名
た
ち
は
な
ん
の
祇
抗
も

な
く
地
下
へ
お
り
て
く
る
よ

-
.I..L 
3冨

」

c， 

機械類を宮崎庖内全体をクリーンに保つニとで客の爵引を図っτいる rゲーム
コーナー・ キープ』の底内のようす。向底の庖顕には張物機も設鑑されている

統
で
き
る
。
当
別
は
新
機
師
慨

を
笠
宮
川
に
そ
ろ
え
て

い
る
こ

と
が
強
み
」
と
諮
る
。
設
相
凪 ー

' 

• 

台
、
フ
リ
ッ
バ

l
附
台
、
そ
て
お
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
と

の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
数
台
、
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
の
励

計
約
八
イ
台
。

行
だ
け
で
も
容
の
入
り
が
か

「
ゲ
|
ム
コ
ー
ナ
ー

・
キ
な
り
迷
っ
て
く
る
」

、
ま
た

|
プ
」
は
約
四
十
坪
の
フ
ロ

「
こ
の
ご
ろ
は
子
ど
も
の
答

ア
に
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
ー
が
減
っ
た
。
こ
れ
は
点
以
近

ム
機
三
十
六
台
、
コ
ッ
ク
ピ
の
ゲ
|
ム
機
に
は
面
白
い
も

ッ
ト
裂
T
V
ゲ
l
ム
機
一三
台
、
の
が
少
な
く
な
っ
た
』
と
一
昔
一一

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
恕

T
V
ゲ
l

う
・チ
ど
も
が
多
く
い
る
た
め

ム
機
二
台
、
フ
リ
ッ
バ
|
一ニ

で
、
さ
ら
に
内
容
が
大
人
向

台
、
大
砲
メ
ダ
ル
機
二
台

を

け

の

T
V
ゲ
|
ム
機
の
開
発

含
む
メ
ダ
ル
ゲ

i
ム
機
」
ハ
台
、
が
制
相
次
い
で
い
る
こ
と
も
そ

そ
れ
と
応
頭
に
ア
ー
ケ
ー
ド
の
原
悶
の
ひ
と
つ
と
言
え
る
」

ゲ
l
ム
機

プ
台
と
定
誼
型
乗
と
誇
る
。

物
機
-
Z
口
、
計
五
十
数
台
を

『
キ

i
ブ
ラ
ン
ド
」
は
昨

設
山
道
。
ニ
の
界
隈
に
は
釆
物
年
八
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ゲ

幽
慨
を
設
置
し
た
ロ
ケ
が
な
い

|
ム
坊
で
、
約
四
十
鮮
の
フ

た
め
、
問
広
め
前
頭
に
設
巡
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ

し
た
乗
物
機
が
通
り
か
か
る

|
ム
機
約
二
十
台
を
中
心
に
、

親
子
述
れ
に
け
つ
こ
う
人
公
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型

T
V
ゲ
ー

を
呼
ん
で
い
る
。
大
阪
山
公
ム
機
三
台
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト

は
「
遊
び
の
み
を
提
供
す
る

m一T
V
ゲ
|
ム
機
ニ
台
、
フ

ゲ
|
ム
場
に
と
っ
て
唯

一
の
リ
ッ
パ

|
:
一台
、
そ
の
他
ア

サ
ー
ビ
ス
は
.
容
が
気
持
よ

|
ケ
|
ド
機
二
台
、
計
約
四

く
プ
レ
イ
で
き
る
よ
う
配
慮
十
台
を
簡
素
な
レ
イ
ア
ウ
ト

な
お
淘
沫
進
む
ゲ

i
ム
場

台
数
は
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ

ー
ム
機
約
七
十
台
、
コ
y
ク

ビ
ッ

ト
型
T
V
ゲ
|
ム
機
凶

ー

す
る
こ
と
に
あ
る
。
当
応
で

は
と
も
か
く
ゲ

l
ム
機
の
消

掃
を
徹
h

臥
し
常
に
尖
し
く
し

で
設
情
。
府
内
は
赤
と
自
の

ラ
イ
ン
を
採
調
に
、
校
を
緑

色
で
統

一
し
議
ち
着
い
た
ム

ー
ド
に
し
て
し
お
り
、
間
接
照

明
で
や
わ
ら
か
い
明
る
さ
を

出
し
て
い
る
。
巡
営
に
当
た

る
鮒
キ
|
プ
の
ロ
ケ
州

um担

当
者
で
あ
る
知
久
氏
は

『一

ゲ
l
ム
五
J
1

円
に
潟
と
し
て

い
る
胞
も
あ
る
が
、
当
山
は

あ
く
ま
で

一
ゲ
|
ム
有
刊
の

料
金
は
崩
さ
な
い
方
針
。
と

く
に
賃
貸
ロ
ケ
の
場
合
は
術

下
げ
す
る
と
や
っ
て
い
け
な

い
」
と
論
る
。
ま
た
同
氏
は

「そ
の
土
地
柄
に
も
よ
る
が
、

で
き
れ
ば
老
治
男
女
だ
れ
で

も
が
気
較
に
入
れ
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
づ
く
り
を
心
が
け
て

い
る
』
と
も
認
る
。

「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

・
ス

自を基調とした内装で清潔在感じの rリパティハウス』の底内にて

-__ 
} 

挨

t夢

平
素
は
格
別
の
ご
高
配
を
閥
均
り
、
辱
〈
御
礼
申
し
ょ
げ
ま
す
。

さ
て
、
テ
レ
ビ
ゲ

|
ム
機
の
無
断
複
製
品
い
か
、
市

場

に

氾

濫

し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
本
紙
ご
時
間
、
淡
の
山
由
一
様
に
は
、
既
に
、

ご
高
永
の
所

で
あ
り

ま

す
。

こ
れ
は
、

一

部

の

者
いか
、
何
ら
権

利
の
根
拠
も
な
く

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
(
者間
)
ロ叩
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

、

映

像
、

ス
ト
ー
リ
ー
、
商
品
名
等
を
無
断
で
複
製
又
は
改
変
し

て
商
品
化
の

よ
、
販
売
、

設

車
、
輸
出
等
の
不
当
な
営
利
行
為

を
継
続
し
て
き
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
当
社
は
、
自
制
客
の
皆
繰
へ
本
紙
を
通
じ
ま

L
て

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
(
車問
)
口叩
」
を
謹
告
文
に
ょ
っ
、
あ
え
て
、

ご

案
内
申
し
上
げ
、
ま
た
無
断
複
製
品
を
取
っ
扱
う
こ
と
の
な
い

晶
体
、
特
段
の
留
意
を
お
願
い
し
て
参

り

ま
し

た

。

し
か

し

ご

理
解
を
待
ら
れ
な
い

為
、
止
む
な
く
法
的
手
段
に
訴
え
ざ
る
を

得

な
い

と
の
判
断

に
よ
っ
、
昨
年
二
件
、
本
年
も
同
様
二

件

の

判
決
に
よ
る
不
法
行
為
を
立
証

せ
ざ
る
を
待
な
か
っ
た
こ
と
は
、

残

念

に

思

っ
て
居
り
ま
す
。

し
か
し
乍
ら
、
法
的
手
段
を
講
じ
る
こ

と
が
当
社
の
本
奇
心
で

は
な
く
、
何
よ
り

も
無
断
複
製
品
を
取
級
う
行
為

自

体

の
是
非

を
ご
理
解
さ
れ
、

正
当
な
る
取
引
活
動
を
し
て
頂
く
こ
と
が
当

社
の
切
望
す
る
所
で
あ

q
ま
す
。

今

般
、
当
社
が
裁
判
の
過
程
で
、
い或
る
業
者
ど

『
和

解
』

放

し
ま
し
た
こ
と
は
、
当
一祉
の
右
意
図
を
充

分

に
ご
穆
解
頂
い
た

か
ら
で
あ
可
、
今
後
は
、

か
か
る
透
法
行
為
が
発
生
す
る
ニ
と

の
な
い
も
の
と
信
じ
て
ぶ
つ
ま
す
。

尚
、

業

界
の
秩
序
維
持
の
為
に
、
多
数
の
情
級
及
び
h
証
拠
ロ
叩

を
焚
供
し
て
下
さ

い

ま
し
た
各
伐
に
は
、
本
紙
を
通
じ
ま
し
て

辱

〈

御

礼
申

し

上
げ

る
次
第
で
あ
n
y
ま

す
。

ag 
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古代ベルシャを舞台に、

今始まる。
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議

る

。

「

ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー

u
F

「
リ
パ
テ
イ
ハ
ウ
ス
」
は

O
」
は
約
凶
十
呼
の
フ
ロ
ア

昨
年
世
帯
れ
に
オ
ー
プ
ン
し
た
に
テ
ー
ブ
ル
虫
T
V
ゲ
l
ム

昨柄
。
フ
ロ
ア
而
械
は
約
十
五
機
約
.
1
十
台
を
中
心
と
し
て
、

好
と
小
規
棋
だ
が
、
白
を
基
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
刷
出
T
V
ゲ

|

測
と
し
た
府
内
の
配
色
に
な
ム
機
泊
台
、
フ
リ
ッ
パ
|
六

っ
て
お
り
、
落
ち
務
い
た
券
台
、
そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

附
気
で
プ
レ
イ
で
き
る
よ
う
|
ム
機
数
台
、
計
凶

i
数
台

に
し
て
あ
る
。
設
鐙
機
械
は
を
殺
誼
し
て
い
る
。
川
内
は

テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
ー
ム
機
や
や
時
い
照
明
に
な
っ
て
お

↑
十

-
台
、
コ
ッ
ク
ピ
ソ
ト
ヮ
、
伎
が
六
本
立
っ
て
い
る

型
T
V
ゲ
l
ム臨時

一
台

で

会

が

、
機
と
柱
は
明
る
い
オ
レ

ム日が
T

V
ゲ
1
ム
臨
時
。
巡
常
ン
ジ
色
を
悲
識
と
し
た
配
色

に
当
た
る
盟
竹
氏
は

『
配
色
に
し
て
い
る
た
め
、
務
ち
治

と
と
も
に
ゲ

l
ム
脊
を
過
度
い
た
感
じ
に
な
っ
て
い
る
。

に
お
さ
え
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
同
肢
は
侃
宅
途
中
の
サ
ラ
リ

を
流
す
な
ど
し
て
ゆ
っ
く
り

l
マ
ン
や
大
宇
生
が
立
白ち
寄

と
く
つ
ろ
い
で
プ
レ
イ
し
て
リ
、

一
、
ぺ
阿
ゲ
|
ム
を
楽

も
ら
え
る
よ
う
配
慮
し
て
い
し
ん
で
い
く
人
が
多
い
と
の

る
」
と
訴
る
。
ま
た
向
氏
は
こ
と
。

現
在
め
ゲ

l
ム
場
の
動
向
に

『
キ
ン
グ
オ
プ
キ
ン
グ
」

つ
い
て

「全
体
的
に
一骨一一
回
つ
て
は
こ
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
し
た

今
は
ま
だ
過
当
状
態
だ
と
恩
川
で
、
地
下
で
の
い
必
営
。
約

う
の
で
、
今
後
も
淘
汰
さ
れ
+
坪
と
小
規
阪
な
フ
ロ
ア
に

て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
ゲ
テ
ー
ブ

ル
型
T
V
ゲ
|
ム
機

|
ム
業
界
そ
の
も
の
は
す
で

二
十
ご
台
、
コ
ッ
ク
ピ

ッ
ト

に
定
渚
し
た
業
界
な
の
で
、

製
T

V
ゲ
ー
ム
機

-
台
、
ラ

い
い
も
の
だ
け
が
鈍
っ
て

い
パ
タ
イ
プ

T
V
ゲ
|
ム
機
二e

く
こ
と
に
な
ろ
う
』
と
訴
る
。
ム
ロ
が
所
狭
し
と
ぎ
っ
し
り
並

「
マ
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド
高
円
寺
』
の
-世間
フ
ロ
ア
の
よ
う
す

( 8 ) 

アンティ-d少な雰閤気で若者を引きつけている 『ゲームランド ・チャレンジ』
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きh

べ
ら
れ
て
い
る
。
悶
肌
で
は

会
台

-
ゲ
|
ム

ah
十
内
で
営

業。

タ
ー
の
桜
刑
制
な
ど
が
天
井
に

飾
ら
れ
て
い
る
。
約
=
十
坪

の
フ
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
型

T

「
ゲ
|
ム
ラ
ン
ド

・
チ
ャ

V
ゲ
l
ム
機
一一
一十
数
台
、
コ

レ
ン
ジ
」
は
二
月
に
オ
|
ブ

ッ
ク
ビ
ッ
ト
型
T
V
ゲ
|
ム

ン
し
た
ば
か
リ
の
府
で
、
も
機
と
フ
リ
ッ
パ
ー
を
そ
れ
ぞ

と
レ
ス
ト
ラ
ン
だ

っ
た
の
を

九

一
台
、
計
約
四
十
台
設
置
。

ゲ
|
ム
場
に
衣
替
え
し
た
。

日
慨
山
出
拍
H
K
は
「
オ
ー
プ
ン
し

同
市
川
も
地
下
で
の
運
営
だ
が
、
た
ば
か
リ
な
の
で
ま
だ
状
況

前
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
凝
っ
た
が
つ
か
め
な
い
が
、
今
の
と

内
装
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
こ
ろ
前
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
佐
官

少
し
ア
ン
テ
ィ

l
ク
風
の
病
が
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
訪
れ

内
に
な

っ
て

い
る
。
大
き
な
て
く
れ
て
い
る
。
一

度
入
れ

羽
恨
の
扇
風
機
や
へ
リ
コ
プ
ぱ
再
度
来
た
く
な
る
よ
う
な

応
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

と
く
に
ヤ
ン
グ
腐
を
対
象
に

し
て
、
ヤ
ン
グ
向
け
の
装
飾

を
し
音
楽
を
流
し
て
い
る
』

と
治
る
。

「
?
ジ
ゾ
ク
ラ
ン
ド
高
円

寺
」
は

一
階
と
地
下
そ
れ
ぞ

れ
約
十
坪
で
の
巡
営
。
テ
ー

ブ
ル
型
T

V
ゲ
l
ム
機
二
十

万
台
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
型

T

V
ゲ
ー
ム
機

一
台
、
フ
リ
y

パ
l

一ム口
‘
計
二
十
八
ム
ロ
を

設
置
。
問
的
で
は
設
置
機
械

の
ほ
と
ん
ど
が

一
ゲ
l
ム
五

卜
内
で
、
主
に
中
学
生
と
高

校
生
め
客
が
多
い
そ
う
だ
。

高
円
寺
の
各
ゲ
ー
ム
場
は

そ
れ
な
り
に
特
徴
を
持
た
せ

る
べ
く
努
力
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
る
が
、

一
見

客
が
少
な
い
た
め
に
そ
の
努

力
は
主
に
常
連
容
を
つ
な
ぎ

と
め
る
た
め
に
向
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。

4島

ト
ロ
ニ
ク
ス
社
ょ
っ
製
造

・
販
売

・
賃
貸
等
に
関
す
る

全
て
の
権
利
を
独
占
的
に
取
得
致
し
て
お
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
の
機
械
を
無
断
て
模
倣
ま
た
は
、
こ
れ
に

類
似
す
る
商
品
ど
し
て
、
製
造
・
改
造

・
販
売

・
輸
出

こ
れ
ら
の
機
械
を

工
業
所
有
権

ンシ一
ウ
ィ
ン
グ
」
は
繁
華
街
か
ら

一可一
少
し
そ
れ
た
場
所
に
あ
る
た

ふ
一

め
、
容
腐
は
ほ
と
ん
ど
地
応

4
4

一
の
常
速
答
。
約
一狽
に
向
転
車

一一
寝
込
込
が
あ
る
の
で
、
少
し

戸
一
遠
く
か
ら
で
も
自
転
巾
に
来

J
.
一
っ
て
ゲ

l
ム
を
楽
し
み
に
来

一
る
と
い
う
。二一・
4
2

数
停
の
フ

一
ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル

m一を
中
心

一
と
し
た

T
V
ゲ
|
ム
機
の
み

一
一ご

4
数
台
設
積
。
問
活
の
従

一
業
員
は
「
ゲ

l
ム
場
迷
山
管
内
の

一
八
割
ま
で
は
い
い
機
械
を
設

-
滋
す
る
こ
と
で
、
あ
と
は
活

号

一
心
地
を
よ
く
す
る
こ
と
だ
。

2
-
ま
た
他
の
商
売
で
も
言
、
え
る

引
一

こ
と
だ
が
、
庖
内
レ
イ
ア
ウ

第
一

ト
や
設
置
機
様
、
装
飾
な
ど

日
一

を
含
め
て
少
し
ず
つ
変
え
て

5
一
い
き
、
焔
に
新
鮮
味
を
与
え

れ
一

る
こ
と
が
大
争
。
し
か
し
急

配
一

激
に
変
、え
る
と
す
刊
が
縫
れ
て

年
一

し
ま
う
。
不
況
に
な
れ
ば
な

3
る
ほ
ど
ゲ
|
ム
坊
の
数
が
地

唱

え
て
い
く
傾
向
に
あ
る
よ
う

引

だ
が
、
現
校
T
V
ゲ
ー
ム
機

を
完
全
に
償
却
す
る
に
は

三

カ
丹
く
ら
い
か
か
る
の
で

確
か
な
巡
営
理
念
を
持
た
な

‘" い
と
こ
ろ
は
閉
応
に
追
い
込

ま
れ
て
い
る
。
ま
た
修
畑
一
な

ど
の
で
き
る
技
術
者
を
遺
か

な
い
広
は
‘
今
後
は
や

っ
て

い
け
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と

す
る
等
の
行
為
を
す
る
こ
と
及
び
、

使
用
し
て
営
業
す
る
こ
と
は
著
作
権
法
、

法

不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、

弊
社
の
正
当
な

地下の狭い7ロアにぎつLりとTVゲーム機を並べている rキングオブキングJの庖内

権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は、

こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充

分
に
ご
注
意
を
賜
り
、
業
界
の
秩
序
の
維
持、

な
発
展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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介、、
立ー

昭
和
五
十
八
年

~ 

月
株
式
会
社

タ
イ
ト

l

5n~ 

1) 

t・

⑩ 

@ • 

• 

• 

• 

仁

じ

*取り付け金具、10pinソケッl、サ

ービス/
・1プレイ、1-4硬貨の切替え可能

・電子ライター防止機能付時1~IÎffliが

柑iえ、クレジットがOになリゲー

ムオーバーとなる。

・ハ リズTネ防止機能f'J暗i前111自lが消え.
クレジットがOになリゲームオー
パーとなる.

ブザーIOOV1Il(オプション)
・イタズラと同時にブザーがな る。

・取リイ寸IHjc、J量級のピンにソケッ
トできし込めばOK!
(lsi原は100Vを使用、管訟は70ホーン}

")旬、

大阪府東大阪市高井田本通上2

t.'t.-ア 83)63621代 圃

リガネ
・アウト
いたずらされると
画面が消えるグ

11 

口

」ミ~
氷111神社
干ヰ

~三崎郵便物認可

品円三与コ・)レフ

練習場

J、

東急
ストア

減修理・改造に際vcは電気用品取締法を遵守しましょう

ト

-・・・・園、
完全にシャツ

lCOINボード|

rJJl!自h商会l

子ライタ

Lι 

寸

」
「
l
」

ロ

7L 

パスターミナlレ

::U: 

ゲームマシン

仁

円ロン二司
与 t

全国縦断けこム場!レポ

畠ユ
a::::I 

謹

金良

さ一向

座

}¥O)しアーケード待7

弊
祉
が
よ
ぴ
菅
原
武
章
は
、
費
社
が
製
造
販
売
し
た
テ
レ
ビ
型
ゲ
|
ム
マ
シ
ン

「
A
L
P
I
N
E
S
K
I」
お
よ
び
「

P
O
R
T
M
A
N」
と
ま
っ
た
く
同

一
の
晶
画
表
示
を
額
出
さ
せ
る
プ
リ
ン
テ
y
ド
サ
1
キ
y

ト
基
板
お
よ
び
、
こ
れ

に
添
付
さ
れ
る
イ
ン
ス
ト
ラ

7
シ
ヨ
ン
カ
ー
ド
を
製
造
販
売
し
よ
う
と
し
て
、
貴

祉
に
そ
の
許
絡
を
求
め
た
が
そ
の
合
意
が
待
ら
れ
な
い
ま
ま
に
右
基
板
を
製
造
販

売
し
、
黄
山
私
に
対
し
、
多
大
の
御
迷
A

廷
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
謹
ん
で
謝
罪
致
し
ま
す
。

今
後
は
貴
社
に
無
断
で
貸
祉
の
創
作
に
か
か
る
テ
レ
ビ
型
ゲ
|
ム
マ
シ
ン
の
製

造
販
売
を
一
一
切
行
な
わ
な
い
と
と
も
に
、
業
界
の
健
全
な
る
発
展
の
た
め
に
努
カ

す
る
こ
と
を
こ
こ
に
表
明
放
し
ま
す
。
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ゲームマシン (10) 第三崎僻便物U可

敵の攻撃にもめげず宇宙空間に

建設母船
「ナイトスター」デコカセの新ゲーム

D
C
シ
ス
テ
ム
の
T

V
ゲ

ー
ム
カ
セ
ッ

ト
ー
ナ
イ
ト
ス

タ
l
」
が
、
デ
ー
タ
イ
ー
ス

ト
側

(本
社
東
京
.
師
耐
悶
哲

夫
社
長
)
か
ら
附
月
ニ
ト
目

覚
犯
と
な

っ
た
・

g
-
-
O
B
 

DCシステム

rナイ トスター』

こ
れ
は
上
空
や
宇
宙
空
間
紛
を
操
作
し
、
各
プ

ロ
y
ク

で
敵
の
攻
撃
を
避
け
な
が
ら
‘
を
上
方
に
移
動
さ
せ
て
本
体

散
ら
ば
っ
て
い
る
部
品
を
絡
に
は
め
込
ん
で
次
の
ポ
イ
ン

動
し
て
宇
宙
築
地
な
ど
を
完
ト
へ
進
む
。
途
中
で
上
下
と

成
さ
せ
る
と
い
う
ゲ

l
ム
。
友
か
ら
の
敵
の
攻
黙
を
迎
崎
市

ん
し
織
で
十

一
J

パ
タ
ー
ン
あ
る
。
し
て
い
く
と
、
豆
一
が
パ
ッ
ク

各
バ
タ
l
ン
で
で
カ
証
明
、
の
宇
宙
空
間
と
な
り
、
五
つ

宇
宙
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
宇
街
の
プ
ロ
ヴ
ク
に
分
離
し
た
字

ド
ヴ
ク
を
作
る
場
所
が
あ
る
@
山由
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
巡
巡
。

初
め
は
志
の
あ
る
場
刷
で
.
こ
れ
を
は
め
込
ん
で
ま
た
巡

敵

{全
部
で

h
M州
知
)
の
山
叫
ん
で
い
き
.
絞
後
に
J

ブ
ロ

取
を
避
け
あ
る
い
は
ミ
サ
イ

ッ
ク
に
分
か
れ
た
宇
宙
基
地

ル
を
発
射
し
倣
を
惣
似
し
な
を
完
成
さ
せ
る
と
‘
山
子
山
山
M
W

が
ら
進
む
と
、
浴
中
の
常
聞
は
ミ
サ
イ
ル
よ
リ
強
力
な
ピ

に
宇
宙
ド
ヴ
ク
の
本
体
が
あ

l
ム
砲
の
光
射
が
吋
能
に
な

り
、
下
方
に
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク

リ、

明引・

+パ

タ
ー
ン
へ
と
巡

・
二
つ
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
.

む
。
な
お
途
中
で
倣
に
や
ら

レ
パ
!
(
八
方
向
}
で
下
山
れ
て
貸
別
に
潔
う
宇
宙
飛
行

「
ス
テ
ッ
パ

l
L

第212号

足
で
モ
グ
ラ
退
治

1983年5月15日

す
る
と
ボ
ー
ナ
ス
ゲ
ー
ム
と

し
て
さ
ら
に
d

十
秒
短
長
と

な
る
。
ゲ
ー
ム
終

7
後
、
得

点
に
応
じ
て

「必
み
ご
と」

「2
U

う
ち
ょ
っ
と
だ
ネ
」
「
も

手
す
り
っ
き
、

一
回
六
十
秒
で

かうと病原体
タイトーから

カ
だ
め
し
ゲ
|
ム
機
「
ス

ト
ラ
イ
カ

l
」
が
、
側
関
内

続
出
械
製
作
所
(
本
社
京
総
市
、

古
川
増
幅
三
社
長
)
か
ら
閉
月

下
旬
発
売
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
大
き

4
ハ
ン
マ
ー

で
的
を
カ
い
つ
い
叩
く
と
、

テ
コ
の
応
用
で
ロ

l
プ
に
つ

る
さ
れ
た
鉄
裂
の
丞
リ
が
飛

び
上
が
る
と
い
う

L
の
で
.

筑
リ
の
上
%
の
段
A
u
で
力
く

ら
べ
を
す
る
ゲ

l
ム
・

• • 
r，、イウェイレース」自動車で走破する

足
を
使
う
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
の
め
八
か
ら
出
て
く
る
の
ス
テ

|
ム
機
「
ス
テ
y

パ
l
L
が
‘
ヅ
パ

l
君
e

を
口
比
で
踏
ん
で

東
洋
娯
楽
機
鮒

(本
社
東
京
、
い

く
と
い
う
体
力
を
使
う
ゲ

山
岡
俊
夫
祉
長
)
か
ら
内
月

l
ム
段
。
ゲ
ー
ム
は
タ
イ
マ

下
旬
発
売
と
な

っ
た
・

l
制
で
一
回
六
卜
紗
の
附
に

こ
れ
は
五
つ
の
穴
の
あ
る

ス

テ

ッ
パ

|
討
を
ど
れ
だ
け

台
の
上
に
乗
っ
て
左
右
の
手

踏
み
つ
け
る
か
を
銭
・
ヮ
。

す
り
を
持
ち
‘

モ
グ
ラ
退
治
つ
路
む
と

，
点

(
デ
ジ
タ
ル

の
よ
う
に
ラ
ン
ダ
ム
に
五
つ

紅
訓
示
)
、
開
卜
山
…
以
i
i
仙川
山
…

ll1'"'線画l便物認可

山
側
タ
イ
ト

l
(本
社
東
京
、

コ
l

H

H

ン
社
げ
と
か
ら
T
V

ゲ
ー
ム
俄
『
バ
イ
オ
ア
タ
ッ

ク
」
と
「
ハ
イ
ウ
£
イ
レ
|

ゲームマシン第212号1983年5月15日)
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rノ〈イオアタック」、

二ノ、、
-で
を
救
う
と
向
川河内
…
パ
タ

ー
ン
終

f
仙
川
に
守
破
し
た
般

の
数
に
応
じ
て
ボ
ー
ナ
ス
仰

占
…
が
加
算
さ
れ
る
宇
中
山
紛

が・・・
出附崎市附叫
さ
れ
る
と
ゲ
ー

ム
終
了
だ
が.

• 

先
制
川
内
…
以

ト
で
-
出
岡
山
必
加
と
な
る
。

テ
ー
プ
山
中
川
酬
州
U
H
--
「
川
。

カ

ー
ド
ゲ

l
ム
の
一
種
を
T

V
化

" 
大
富
豪
ゲ

I
ム

セ
タ
が
開
発
、

ト
ラ
ン
プ
遊
び
の
ひ
と
つ

を
録
用
し
た
T
V
ゲ
l
ム
緩

「
大
・
話
蒙
L

が
、
側
エ
ス
コ

貿
易
(
本
社
東
京
、
森
健
次

郎
社
長
)
か
ら
二
一
月
中
旬
発

売
と
な
っ
て
い
る
。

こ
札
は
山
間
セ
タ
企
画

(本

社
東
京
、
富
士
本
淳
社
長
)

閥
発
に
よ
る
む
の
で
、
ゲ
ー

ム
内
谷
は
ト
ラ
ン
プ
遊
び
の

骨
太
官
官
京
大
貧
民
・

.
大

-M

様
、
作

ω豪
.
庶
民
(I
と
日
)、

貧
乏
‘
ト
〈
貧
乏
の
・
ハ
ラ
ン
ク

に
分
か
れ
し
〈
白
書
献
に
な
る
ニ

と
を
棉
臨み
'
・
-
句
人
同
時
7
レ

イ
も
で
き
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

持
ち
札
が
相
手
に
見
え
な
い

よ
う

7
1ド
が
つ
い
て
い
る

カ
ー
ド
は

3
が
一
爵
弱
〈

う
-
度
挑
戦
し
て
ネ
」
の
ュ

ラ
ン
ク
の
湾
側
が
あ
る
。
ゲ

ー
ム
の
錐
易
伎
の
車
両
笠
可
能
。

ハ
イ
ス
コ
ア
島
訓
示
む
あ
る

定
幅
削
九
十
五
万
円。

「
ス
ト
ラ
イ
カ
|
」

.. 幻
ま
で
捌
州
出
川
可
能
)
に
泌

す
る
と
ゴ
ン
グ
が
鳴
る
。
一

ゲ
i
ム
で

一例
プ
レ
イ
で
き
.

叩
く
力
に
応
じ
て
紡
来
が
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
て
デ
ジ
タ
ル
表

示
。
ヒ
位
一三
悦
ま
で
の
ハ
イ

ス
コ
司
も
表
示
さ
れ
る
。

受
注
生
産
で
定
価
百
三
十

五
万
円
。

重
り
は
ポ
|
ル
に
沿
っ
て

上
昇
し
(
音
響
効
果
付
き
)
、

零
同
一
部
会
一

・例
幻
か
ら
四

T‘ 

由

。も

‘。
‘1S 

----OB 

• • スト ~ イカー

ステッパー

" 

エ

ス

コ

か

ら

発

売

4
、

5
・
:
日

2
と

強
く
な
り
ジ
ョ
ー
カ
ー
が
最

強
。
初
め
大
筋
奈
は
大
貧
乏

1 

と
カ
l
ド
そ

・枚
.
吋
川
公
と

れ
て
必
は
.
枚
4
9

つ
h

父
検
4
る

が
、
大
仲
M
3
~
と
仲
H
之
は
H
N
ら

札
で
供
品
川
い
札
を
取
ら
れ

る
。
ト
八
代
乏
か
ら
州
に
中
央

部
へ
持
ち
札
か
ら
.
枚
(
い
川

数
札
は

一
伐
に
)
.
的
に山山

た
札
よ
り
俄
い
札
を
切
っ
て

い
く
。
パ
ス
も
で
き
る

待
先
に
持
ち
札
を
九
上
初
切
る

と
あ
が
リ
で
大
古
川
家
と
も
る

あ
が
れ
な
け
れ
ば
ア
ウ
ト
。

ニ
阿
ア
ウ
ト
で
ゲ

l
ム
終
了

μ
淀
川
川
五
十
万
円
。

ナ
ム
コ
の
ハ
ロ

l
キ
テ
ィ
シ
リ
ー
ズ

ー可

マ
イ
ス
ク
l

L 

Jレ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
の
定
置
型
乗
物

側
ナ
ム
コ

{本
社
東
・
川
小
、

中
村
雑
緩
社
長
)
か
ら
完
叩
向

型
乗
物
機
命
ハ

ロ
l
b古
7
ィ。

の
『

?
イ
ス

ク
ー
ル
」
『
マ

イ
ポ

l
ト」

が
一
七
月
下
旬

党
光
と
な
っ

た
日州出同
日仰
と

ら
ん
・
ぶ
ロ
ー

リ
ン
グ
を
九

ト
紗
繰
り
返
す
。-一
人
乗
り
。

い
ず
れ
も
完
備
」
ハ
ト
ペ
万
円
。

な
る
が
、
こ
れ
は
時
速

μ
h.

l

J
J
以
卜
.
の
時
の
み
吋
能
。

燃
料
メ
ー
タ
ー
が
ゼ
ロ
に
な

れ
ば
ア
ウ
ト
だ
が
、
途
中
で

現
わ
れ
る
給
油
専
の
給
油
管

に
市
中
を
つ
け
て
走
れ
ば
燃
料

が
補
給
さ
れ
る
。
ゴ
ー
ル
ま

で
の
距
離

(路
上
に
表
示
)

が
初
以
下
に
主
っ
た
時
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
ジ
ャ
ン
プ

• 

す
れ
ば
、
水
ト
の
長
距
雛
ジ

ャ
ン
プ
と
む
り
対
作
で
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト

〈ボ
タ
ン
)
に
て

沼
地
し
統

一パ

タ
ー
ン
終

f
、

次
の
パ
タ
ー
ン
へ
と
進
む
。

率
二
台
ア
ウ
ト
で
ゲ
|
ム終、

了
だ
が
.

一
定
得
点
以
上
で

市

ム
門
が
追
加
さ
れ
る
。

ロ
ム
キ
y
ト
定
価
五
万
，

-

千
円
。

ホ

ブ
の
も、.'、
J 、、J

7 

11 

で

チ
ビ2

人
用
、

側
ホ
|
プ

(
本
社
工
場
川

崎
.
小
野
山札
山
民
社
H

ど

か

ら

バ
ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
ー
チ
ピ
ッ

コ
タ
|
ポ
』
が
:・

η山中
旬
免

必
と
な
っ
て
い
る
。

-
』
れ
は
タ
ー
ボ
を
テ
!
?

に
し
た
も
の
で
.
は
以
賞
.

亦
の
二
日
制
帽
柑
あ
る
。
作
動
時

間
九
'r
秒

f
ど
も
。
人
来

リ
。
ホ
ー
ン
(
レ
パ

l
操
作
)

半
田
機
械
か
ら
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン

ゴ
リ
ラ
と
5
回
戦

パイオアタ yク

景
品
ゲ

l
ム

ゴ
リ
ラ
と
じ
ゃ
ん
け
ん
を

す
る
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ
ン

「
じ

ゃ
ん
け
ん
ポ
ン
ゴ
」
が
.
下

回
機
械
器
具
紛

(本
社
・
向
館

市
、
半
凶
ト
ミ
社
長
)
か
ら

・
六
月
中
旬
党
h
Aん
と
な
っ
た
@

こ
れ
は
酬
明
貨
投
入
後
ゴ
リ

ラ
め
れ
予
が
い
っ
た
ん
輿
に

入
っ
て
隠
れ
.
フ
レ
イ
ヤ
ー

が
グ

l
‘
チ

ョ
キ
‘
パ

l
い

ず
れ
か
の
ボ
タ
ン
を
刷
押
す
と
‘

そ
の
前
後
に
隠
れ
て
い
た
ゴ

J¥主
関ン;

!?i 
で2
0日、

< 

開
H

か
ら
脱
山
す
る
と

一パ

タ

ー
ン
終
了
し
‘
次
の
山
崎
将
の

治
療
へ
と
向
か
う
シ

ヴ
プ

が
出
掛
荷
の
ど
の
部
分
に
い
る

か
は
、
一
向
耐
お
側
に
図
示
さ

れ
て
い
る
。
繁
に
ぶ
つ
か
っ

た
り
パ
イ
繭
に
や
ら
れ
る
と

ア
ウ
ト
。

y
ッ
プ
が
:
一機
ア

ウ
ト
で
ゲ
|
ム
終
了
だ
が
、

ご
疋
得
点
以
上
で

一一
段
追
加

さ
れ
る
。
ロ
ム
キ
ッ
ト
定
価

五
万
-
-
子
問
。

次
に

「
ハ
イ
ウ

ェ
イ
レ
ー

ス
」
だ
が
、
こ
れ
は
在
お
方

向
レ
バ
ー
と
ボ
タ
ン
・
4

つ
(
ジ

ャ
ン
プ
と
ブ
レ
ー
キ

・
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
}
で
単
を
操
作
し
、

他
市
唱
を
追
い
抽
唱
し
て
ハ
イ
ウ

£
イ
を
定
行
す
る
ゲ

l
ム・

ス
」
が
阿
川
山中川町
発

必

と

な

を
す
る
パ
イ
術
作
パ
イ
キ
ン
両
前
は
海
俗
沿
い
や
山
の

っ
た
・

ダ
|
仰
を
峨
搬
し
な
が
ら
胤
山
中
を
走
る
ハ
イ
ウ

£
イ
で
.

ニ
れ
は
・
噌
雌
同
M

仰
と
も

R
O
併
の
泊
路
を
巡
ん
で
い
く
と
‘
ド
滞
に
ス
ピ
ー
ド
{
叫
吋
泌
}

M
キ
ッ
ト
似
υ
%
で
、
川
社
T

病
以
休
の
い
る
心
臓
に
消
く
と
燃
終
メ
ー
タ
ー
の
表
示
が

V
ゲ
l
ム
け
嶋
似
の

R
O
M
交
の
で
パ
イ
附
の
終
世
帯
を
避
け
・
あ
る
・
他
性
や
プ
ロ
ッ
ク
な

抽
慨
に
よ
リ
同
ゲ

l
ム
に
す
る

州
州
布
上
の
病
原
体
を
磁
場
・
ど
の
隊
符
物
の
後
方
に
米
た

ニ
と
が
で
き
る
も
の
。

心
臓
を
山
山
て
川
び
胤
管
内
部
時
、
そ
れ
ら
を
ジ
ャ
ン
プ
ポ

ま
ず
「
バ
イ
オ
ア
タ
ッ
ク
」
を
通
っ
て
一
一
森
円
の
紛
原
体
タ
ン
で
飛
び
掛
障
す
と
得
点
に

は
串
や
お
の
血
管
の
中
に
入
り
の
い
る
m
M
へ
と
進
み
、
問
機

病
原
体
を
破
喫
す
る
ゲ
ー
ム
に
病
原
体
を
破
崎
明
。
ニ
れ
で

で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
は、
z
ク
ロ
任
務
は
終
わ
り
山山
口
の
白
へ

化
し
た
シ
ッ
プ
を
八
方
向
レ
と
急
ぎ
、
迷
路
状
の
毛
細
血

パ
!
と
ポ
タ
ン
に
よ
り
操
作
。

シ
ッ
プ
は
注
射
穏
に
よ
リ

怠
お
の
血
管
に
入
り
、

脚仰時
帆

，、イウzイレ-"司、.
司‘ー

、、

「
じ
ゃ
ん
け
ん
ポ
ン
ゴ
」

リ
ラ
の
お
千
が
(
グ
|、

チ

ヨ
寺
、
パ

ー
の
ど
れ
か
で
)

コ
タ
ー
ボ

メ
ロ
デ
ィ

と

ホ
ー

ン

っ

き

と
メ
ロ
デ
ィ
ー
っ
き
。

定
価
例
卜

・U
H
川
・

山
山
て
く
る
。

一
f
l
ム
で
r
h

回
挑
戦
。
一
三
凶
以
上
勝
っ
と

円以回
附
が
払
山
山
さ
れ
る

(臨
時
数

に
応
ヒ
て
異
な
る
栄
口
問
払
山
山

し
も
り
能
だ
が
、
プ
ラ
イ
ズ

?
γ
ン
な
の
で
行
政
指
摘
吋
の

純
関
内
で
仙札
制
で
き
る
e

)

定
川川
ムハ
卜
万
円
。

に注."
腰を掘臨めてからでは遅いのです

ギッタリヲ

大宮司E

ジョイスティッフ
(新茶初ジエラコン深用〉

しSーア

4・

‘唱r地

、，

自

44 
ワ

..，. 

ジ

シ
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板i草 :18-

レ"ー:LS・1
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ブルー

ピアノタッチ操作盤
スビーカー上部取付

ハローキティのマイスクール
チピッコタ僻ボ

@ @ @ 

peOker-I用
~7'⑤~のROM

書き込み、ワンタッチ

アダプター

じ。んけんボンゴ

イタズラされ§と冒冒クリアf
子ライター・ハリガネ完全シャッ卜アウ

Lスーパースナイバー】l
①電亭ライター防止機能'

画面をクリアL、クレジッドO'と

な旬、ブザー@断続きで知らせま す.

②糸釣 ・針金防止機能/

画面~クリア L 、 クレジ y ト ・ 0 ・と

なり.ブザーe 続音で知らせ草す.
①スピーヵー音でガンガン警報〆

A書簡子"をスピーカーに接続する

と、 ブザー音の代 りにスピーカーよ

り "ファンファン音"を出せます。

④匂灘、W'時のクレジ yトよ勾等

の トラブルは皆無です。

aコイン紋数の切換え可能
1-3枚の硬貨・1プレイの切換えが、

ディ yプスイ yチで鈎単にでき草す. 事-¥-111..: l-τもOK
テープルの温~網聾t，簡単

11I，1.;v.1 + 匡~+ .:1:7i +匠E益田
3人-OK 倉庫の盤E量t.1人で。κ

定価98.0冊川 J! "i"茸必.~e.!:'.t幡市 69 ， 8帥1'1 2段繍みでスペース広々

株式会 II 船iも."i!，侮鍬1，柚11111，1，削46058 
名古騒.Iiヲピ(11，(;1(白町島閉山畑1386・3 TF.I. 052-801・・ 321 9 中部高事

株式会社セイミ
( 18位名 三初エレ 7 トロニクス株式会社)

均宝蝶戸田市文字養吉本3481・1n(O叫4)幻・52∞
テレッ?^ 2723073 媛込銀行三和銀行高島平支庖普通口座1305・7

ツ• 自}反乱クト口二クス練)G雪大級市東淀川区上務庄3・14.11 

まず、お電話して下さい

06(326)6700 
〈振込先〉住友銀行庄内支后晶エム・アイ・ピーeZlZS24関西相互銀行上新庄支広棋ヱふ・アイ・ピ-eIZl6Z32

f量殺の筏術とアフターサービスが曾慢の会社ですF

M.I.P 練式会社
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と
日
本
の
娯
楽
機
産
業
の
歩
み
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，t
、

娯
楽
を
単
な
る
〈
あ
そ
び
V

や
〈
余
暇
利
用
〉
と
と
ら
、
え

る
の
で
は
な
く
、
内
出
的
な
.

た
と
え
ば
〈
糾
明
神
的
な
開
放
〉

〈
訓
刊
の
品
川
淵
〉
〈
州
制
迫
力
へ

の
刺
激
〉
と
い
っ
た
領
域
ま

で
包
含
す
べ
き
む
の
と
し
て

考
え
て

L
い
い
の
で
は
む
い

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

〈
娯
楽
〉
と
は
、
本
米
、

楽
し
み
、
な
ぐ
さ
み
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
を
綾
供
す
る

の
が
、
娯
楽
産
業
に
な
る
わ

昭
和
豆
年
六
月
上
野
松
坂
鹿
屋
上
に
む
の
吋
る
写
真
から
。
嘉一

一r納

め
た
自
動
お
み
く
じ
機
を
前
に
し
て
。
右
よ
リ
三人
目
が
遺
藤
嘉

一。

左
は
し
の
男
性
は
松
板
農
の
斎
藤
庶
務
部
長
。

け
だ
が
、現
代
に
お
け
る
〈
娯

楽
v

の
縦
念
は
も
っ
と
即
物

的
で
あ
る
。
利
郎
的
と
で
も

い
え
ば
い
い
の
か
。

いまビデオゲームは未知の領域へ

レーザー・ビデオディスクがゲームを変えた

ライブな臨場感とあくまでもリアルな映像がプレイヤーを興奮のるつ(;rへ

UFOの襲来・アステロイドの大群・巨大なブラック・ホールーー

さまざまな危機を脱して宇宙飴はミステリアスな惑星に遭遇

壮大なスケールで措いたレーザー ・ビデオディスク・ゲーム

か
。
も
っ
と
突
き
つ
め
て
い

う
と
、
県
山
市
産
業
は
米
米
永

却
に
仲
町
く
む
の
と
し
て
、
子

ど
も
た
句
の
〈
忽
像
力
v

を

アップライト 9イプもあリます。

DK強

全国のロケーションで

あっという問にトップの座へ /

抜群の高収益/

LL 

葉
狩
折
口

(題
字
-

H

忠
商
時
務

一
}

育
く
む
こ
と
に
仲
間
力
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
ぷ
味
て
、
釈
迦

に
説
法
で
は
な
い
が
、
ホ
刷
業

と
し
て
の
〈
殿
山
市
〉
の
あ
リ

レ
刀
を
い
ま
度
考
え
抗
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
主
い
か
。

進
藤
嘉

.
の
人
生
は
、
我

々
に
〈
娯
楽
〉
と
は
何
か
を

考
え
さ
せ
、
そ
し
て
本
米
的

な
政
淡
の
あ
り
卜H
を
ボ
唆
し

た
も
の
と
し
て
受
け
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

7
。

自
動
木
馬
を
考
案

宝
塚
新
出
泉
に
設
出
血
さ
れ

て
い
た
ア
ヒ
ル
削
阜
の
乗
り
物

を
見
て
戎

一
は
、

L
っ
と
H

本
人
の
感
性
に
合
っ
た
ら
の

に
し
よ
う
と
考
え
た
。
ま
ず

背
か
ら
よ
を
木
彫
り
て
内
に

似
せ
た
。
そ
し
て
白
峰
、
い

わ
ゆ
る
メ
カ
の
部
分
を
鋳
物

で
つ
く
り
、
二
銭
を
入
れ
る

と

一
分
間
自
動
的
に
品
川
〈
装

訟
を
取
り
付
け
た
。

従
来
‘
そ
の
乗
り
物
は
係

員
が
叫
吋
討
を
見
討
っ
て
屯
滅

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
使

m

し
て
い
た
も
の
で
、
そ
れ
を

自
動
式
に
し
た
の
が
第

一
の

功
縦
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

殺
が
附
に
お
け
る
白
動
木
馬

の
縫
俄
で
あ
る
。

本
陣
内
は
一山
洋
に
古
く
か
・句

ー
• 

新発売 ?? 
ゲームコーナーをいろどる楽しさ

いっぱいのプライズ・ゲームアンパイアの声がひび〈

本格的な野嫁ビデオゲーム

好評発売中ノ

ゐ
る
も
の
で
、
そ
の
ル

l
y

は
〈
ト
ロ
ヤ
の
木
町
内
V

の
伝

説
に
尚
米
す
る
。

そ
し
て
十
ヒ
刊
紀
半
ば
に

は
、
ロ
y
キ
ン
グ

・
ホ
ー
ス

(
半
片
形
あ
る
い
は
ポ

1
ト

形
の
綿
れ
る
ム
け
の

l
に
、
陣
内

の
鋭
部
の
飾
リ
を
つ
け
、
鞍

を
設
け
た
も
の
で
、
子
ど

L

が
微
に
ま
た
が
っ
て
時
間
リ
耐捌

か
し
て
遊
ん
だ
)
が
イ
ギ
リ

ス
で
誕
生
。
そ
の
後
、
ま
ら
主

〈
、
py
山貯
の
わ
く
の
繰
り
れ

の
上
に
黙
の
全
身
を
作
っ
て

載
せ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
馬

の
問
削
仰
が
戸J
形
の
わ
く
を
踏

ま
え
て
い
る
紛
巧
志
木
馬
が

作
ら
れ
‘
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
上

流
家
経
に
普
及
し
は
じ
め
た
。

そ
れ
が
商
品
と
し
て
売
り
出

さ
れ
た
の
は
十
九
州
刊
紀
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

系

，
が
宝
塚
新
以
泉
で
初

め
て
見
た
ア
ヒ
ル
削
阜
の
来
り

物
は
ド
イ
ツ
制
点
だ

っ
た
。
当

時

{昭
和
三
年
)
の
同
協
'
H戒

に
は
、
現
砲
で
い
う
大
型
機

は
飛
行
搭

f
ら
い
し
か
な
く
、

そ
れ
も
輸
入
物
で
あ
っ
た
。

自
動
，敗
北
川
機
を
考
裟
し
た

務

}
に
と
っ
て
、
{
示
塚
新
泌

氏
は
知
的
好
奇
心
や
、
創
造

力
を
刺
激
す
る
絡
好
の
幼
と

な
っ
た
。
そ
こ
に
は
力
試
し

際
、
の
ぞ
き
写
真
、
主
遊
び

出
問
、
香
水
噴
霧
機

ご

銭

を

入
れ
る
と
女
制
U

の
乳
房
か
ら

え
H

水
が
シ
ュ
ッ
と
出
る
仕
か

け
に
な
っ
て
い
た
}
な
ど
、

自
販
機
の
延
H
K
線
|
一
に
あ
る

機
械
が
訟
誼
さ
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

務

一
は
、
こ
う
し
た
小
型

機
を
前
に
し
て
、
ま
さ
に
自

分
が
探
し
求
め
て
い
た
世
界

は
「
こ
れ
だ
グ
」
と
思
っ
た

に
途
い
な
い
。

昭如
刊
一一
-年
に
、
側
日
本
自

動
機
娯
楽
機
製
作
所
を
訟
ぃ斗

し
、
事
実
上
、
遠
藤
商
会
を

発
展
解
消
さ
せ
て
い
る
。

そ
の
社
名
に
務

-
の
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ

rflri1.#，，:，I~ 
ri1r1I1rt:1 
1，，:，1'" 

;五::iZL¥pp
odtPLru} 

る
ま
ず
，
日
本
'
の
部
分
だ

が
、
{民
塚
新
制
川
向
胤
の
機
械
は
、

ほ
と
ん
ど
が
西
洋
か
ら
の
愉

人
に
よ
る
も
の
で
、
国
問
、
洋
に

対
す
る
日
本
幸
弘
殺
し
た
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
リ
、

「岡

洋
で
は
こ
ん
な
モ
/
を
開
発

し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
な
ら

H
本
で
そ
れ
以
上
の
モ
ノ
を

考
案
し
て
み
せ
る
」
と
い
う

決
怠
が
そ
こ
に
に
じ
み
出
て

い
る
。
，
自
動
機
"
を
社
名
に
加

え
た
の
は
、
わ
が
国
で
初
め

て
の
術
生
ゴ
ム
自
動
販
究
機

と
楽
チ
白
刷
版
必
出
慨
を
開
発

し
た
自
負
と
、
そ
の
技
術
ノ

ウ
ハ
ウ
を
娯
楽
機
械
の
分
野

に
中
か
し
た
い
と
い
う
考
え

か
ら
で
あ
ろ
‘
ヲ
。

H

娯
楽
ω

と
い
う
号
一回一策
は

当
時
ま
ど
般
的
な
晋
一回一策
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
宝

塚
新
温
泉
の
遊
投
機
を
輸
人

数
暗
闘
し
て
い
た
の
が
千
代
悶

娯
楽
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
娯

楽
の
部
分
を
取
り
入
れ
た
。

刷開
H
本
自
動
機
娯
楽
機
制
点

作
所
|
|
長
っ
た
ら
し
く
て

L
3

1

‘

I
F
v
f

、

認
日
も
よ
く
な
V

村
名
た
カ

嘉

一
の
娯
楽
に
か
け
る
糾
刑
執
…

が
伝
わ
っ
て
く
る
命
名
で
あ

。
る

関
西
の
遊
園
地

嘉

一
い
が
本
絡
的
に
娯
楽
産

業
に
収
リ
組
み
始
め
た
昭
和

初
期
、
関
西
で
は
す
で
に
い

く
つ
か
の
遊
同
地
、
娯
楽
場

が
誕
や
し
、
営
業
を
開
始
し

て
い
た
。
明
治
凶
十
四
年
に

附
設
し
た
宝
塚
新
温
泉
以
前

で
は
、
間
四
十
二
年
ひ
ら
か

た
バ
|
夕
、
四
|

一
年
玉
手

山
遊
閑
地
、
大
一止
に
入
っ
て

十
台
年
あ
や
め
池
遊
凶
地、

昭
和
七
年
甲
子
関
娯
楽
幼
(
の

ち
の
阪
神
パ
ー
ク
)
と
、
帥杭

し
たら
っ
と
も
、
当
時
の
遊
幽

地
は
、
大
都
市
を
中
心
と
す

0・• 
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る
私
鉄
が
、
そ
の
沿
線
の
聞
の
後
の
人
生
に
大
き
な
彩
終

発
と
昨
木
容
の
滋
欽
を
目
的
と
を
い今
、
え
た
者
が
い
た
。

し
て
遊
戯
地
設
、
機
械
な
ど
昭
和
五
年
末
の
ζ

と
で
あ

を
設
備
し
た
ら
の
で
、
遊
凶
る
。
東
京
か
ら
松
川庄
の
佐
久

地
は
-
一次
的
な
存
k
t
で
し
か
間
食
堂
課
長
が
大
阪

・
市
の

な
か
っ
た
。

臼
本
自
動
機
娯
楽
機
製
作
所

た
と
え
ば
阪
急
沿
線
の
支
を
訪
ね
て
米
た
。

明暗
新
山
内
棋
が
一
千
名
収
容
で
「
あ
な
た
の
評
判
は
あ
ち

さ
る
大
期
石
の
浴
場
が
允
り
ら
こ
ち
ら
で
耳
に
し
て
お
り

む
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
他
ま
す
。
菓
子
向
動
販
先
出
慨
を

の
遊
間
地
も
大
な
り
小
な
り
開
発
さ
れ
て
、
今
度
は
宝
塚

似
た
し
の
で
あ
っ
た
。

て
自
動
木
鳴
を
考
案
さ
れ
た

「
当
遊
悶
地
は
近
鉄
治

線

と

か
。
来
点
で
む
ず
い
分
訓

の
あ
や
め
池
釈
に
あ
る
の
で

判
に
な
っ
て
い
ま
す
よ
。

す
が
、
あ
や
め
池
と
い
う
大
笑
は
私
ど
も
校
長
で
む
-

き
な
池
が
あ
リ
ま
許
可
、
百
一
米
年
(
附
初
人
年

)
i
一
月

月
六
月
に
め
ゆ
る
と
符
蒲
が
池
に
淡
箪
松
田
鹿
を
開
山
い
た
し

の
ま
わ
り
を
閤
む
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
ニ
の
七
階
を
ス
ポ

て
花
を
咲
か
せ
る
の
で
、
そ

|
ツ
ラ
ン
ド
と
名
づ
け
、

ん

れ
を
家
族
ぐ
る
み
で
見
に
米
大
遊
戯
場
に
し
た
い
と
考
え

ら
れ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
あ
な
た

ら
出
発
点
は
観
光
客
の
誘
致
、
の
お
知
恵
を
お
借
り
し
た
い

そ
れ
に
よ
る
巡
賃
収
入
の
憎
の
で
す
が
:・

」

加
と
い
う
点
に
あ
り
ま
し
た
。
佐
久
間
謀
長
の
話
し
は
、

た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
弱
い
の
嘉

一
に
と
っ
て
ま
た
と
な
い

て
、
年
を
ほ
杵
，て
ゐ什
踊
憎
め
遊
戯
商
談
で
あ
っ
た
。
浅
葱
絞
口
控

除
や
附
常
設
備
を
・4
入
し
、

の

オ

ー
プ

ン
に
ゐ
わ
せ
て
遊

い
わ
ゆ
る
遊
闘
地
と
し
て
の
戯
場
を
開
設
す
る
、
そ
二
に

体
裁
を
戦
え
て
き
ま
し
た
」
設
資
す
る
遊
戯
機
の
設
定
か

(
あ
や
め
池
遊
刷
地
事
務
所
)
ら
納
ぬ
ま
で
す
べ
て
孫

一
に

と
い
っ
た
よ
う
に
で
あ
る
。
任
せ
た
い
と
い
う
内
谷
だ
っ

本
塚
新
川
川山
県
に
向
動
木
馬
た
。

や
力
試
し
機
、
お
み
く
じ
機
ち
な
み
に
わ
が
闘
の
百
貨

を
納
入
し
た
孫

し
と
、
円
本
出
に
お
い
て
遊
戯
場
を
、
そ

自
動
機
娯
策
機
製
作
所
の
名
れ
も

一
大
娯
楽
施
設
を
つ
く

前
は
、
除
々
に
遊
闘
地
や
娯
っ
た
の
は
ニ
の
浅
ホ
松
屋
が

楽
場
関
係
者
に
広
が
り
つ
つ
最
初
で
あ
る
。

あ
っ
た
。

当

時
す
で
に
上
野
の
絞
坂

こ
の
時
期
に
わ
が
国
大
型
屈
に
お
み
く
じ
機
れ
か
ど
を
納

遊
戯
機
憾
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
め
て
い
た
務

}
は
、
メ
ン
テ

あ
る
土
井
万
歳

(故
人

・
土
ナ
ン
ス
や
営
業
で
た
び
た
び

井
文
化
運
動
機
製
作
所
社
長
、
ト
京
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
。

攻
関
丙
娯
楽

・
土
井
品
開
業
)
だ
か
ら
淡
水
松
口
座
の
ス
ポ

と
知
り
合
い

‘
速
く
林
闘
に

|
ツ
ラ
ン
ド
を
足
が
か
り
に

ま
で
木
馬
や
力
試
し
機
を
輸
東
京
へ
本
絡
的
に
進
出
で
き

出
す
る
の
だ
が
、
土
井
万
蔵
る
こ
の
訴
し
は
願
っ
て
も
な

と
誠

一
の
、
業
界

一大
巨
人
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
が
、

の
交
遊
に
つ
い
て
は
後
章
に
た
っ
た
一
つ
%
に
な
る
占
、が

b

F

}
'
:

。

》フ

:
。

d
n
オ
3
d
f、
L

J

d

'

人

そ
れ
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
」
と
い
う
企
画
に
関
わ

る
も
の
で
、
そ
の
対
象
を
大

人
に
澄
い
て
い
る
点
で
あ
っ

浅
草
松
屋
の
商
談

も
う
ひ
と
り
‘
孫

一
の
そ室麻

正畿圏入H/・r
スベシャJ/.#-ーナス付/
ゲーム車走行OK/
チヨットマッテあり/

四人打

民王の:フ:のつ
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た
。
し
か
も
。
ス
ポ
ー
ツ
u

の
総
点
か
ら
、
遊
糾
刷
機
そ
の

も
の
よ
リ
身
体
を
動
か
す
ゲ

i
ム
中
心
に
企
画
が
す
す
め

ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
子
ど
も
を
対
象

に
し
た
遊
戯
機
を
開
発
し
て

き
た
務

一
に
と
っ
て
、
大
人

は
未
知
の
分
野
で
あ
る
。
彼

ら
が
嘉

一
の
提
供
し
た
娯
楽

機
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
反

応
を
示
す
か
、
ま
た
山
間
売
と

し
て
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る

の
か
ど
う
か
、
ま
っ
た
く
見

当
も
つ
か
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。し
か
し
、
松
屋
の
出
し
た

条
件
は
、
納
め
た
遊
戯
機
は

す
べ
て
買
取
り
と
い
う
破
格

の
も
の
で
、
政相

一
は
、
松
屋

が
そ
こ
ま
で
カ
を
注
ぐ
な
ら

ば
と
引
き
受
け
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
納
入
機
械
の
選
定

作
業
に
入
っ
た
。

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
、
カ

試
し
機
、
ポ
ー
リ
ン
グ
、
か

ん
し
ゃ
く
玉
(
ブ
リ
キ
カ
ン

に
、
ポ
ー
ル
形
の
土
穏
を
投

げ
て
命
中
さ
せ
る
遊
び
)
、

自
転
車
競
争
(
ペ
ダ
ル
を
こ

ぐ
と
、
そ
の
距
離
が
前一
聞
の

パ
ネ
ル
に
表
示
さ
れ
る
)
、

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
競
校
(
オ
ー

ル
を
こ
ぐ
と
、
そ
の
距
雌械が

前
向
の
パ
ネ
ル
に
表
示
さ
れ

る
)
、
半
弓
射
懲
榔
閥
、
引
力

討
、
力
量
計
(
パ

ン
チ
ン
グ

バ
ッ
グ
)
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
遊
戯

機
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
の

で
あ
る
。

(文
中
、
す
べ
て
敬
称
は

略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま

た
本
文
に
使
用
し
た
資
料
、

引
用
文
献
は
ま
と
め
て
完
結

時
に
表
記
す
る
も
の
で
あ
る

な
お
、
本
述
裁
に
関
す
る

ご
立
見
や
ご
感
想
、
当
時吋の

資
料
、
統
宮
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ア
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン

ト
通
信
社
編
集
部
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い

)
~ 
e 
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T
A
t
-

自
動
機
械
産
業
の
大
会
社

の
多
く
は
、
実
に
さ
さ
や
か

な
形
で
ス
タ
ー
ト
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

最
大
か
つ
最
震
姿
な
会
叫
伎
の

ひ
と
つ
で
あ
る
ホ
ピ
ア

・
オ

ト
マ
テ
ン
討
も
例
外
で
は
な

く
、
最
初
は
ご
く
小
さ
な
つ

つ
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

同
社
は

一
九
五

一
年
、
ポ

2
7
・
ウ
テ

1
ズ
氏
と
ブ
ル

l
ゲ
ル

2
-
マ
ン
失
人
と
が
ロ
ッ
テ
ル
ダ

引
一

ム
で
、
ご
く
さ
さ
や
か
な
形

第
一
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ロ

l
-
ッ
テ
ル
ダ
ム
は
繁
栄
中
の
大

丸山一
都
市
で
、
重
要
な
港
で
も
あ

げ
一
る
こ
と
か
ら
、
オ
ベ
レ

l
シ

Eτ
ン
に
は
絶
好
の
条
件
を
備

年
一
え
て
い
ま
す
。

3

創
業
当
時
に
オ
ベ
レ
ー
ト

巾泊

し
た
の
は
(
も
ち
ろ
ん
エ
レ

わ

メ
カ
の
)
ピ
ン
ボ
|
ル
、
ジ

ュ
l
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
、
い
ず

れ
も
当
時
は
と
て
も
珍
重
さ

れ
、
人
気
を
博
し
ま
し
た
。

• ~ 

HOBEAネ土

メアリー・オープンショー

き
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
美

し
い
プ
ル
|
ゲ
ル
マ
ン
失
人

が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
つ
い

最
近
も
、
失
人
は
創
業
当
時

の
こ
と
や
、
い
か
に
オ
ペ
レ

ー
シ

ョ
ン
を
伸
ば
し
て
き
た

か
な
ど
、
ま
た
話
し
て
く
れ

歩

AFtu
ゎ~
。

一
九
点
八
年
、
ホ
ピ
ア
社

は
機
械
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
み

|
ト
も
開
始
し
ま
し
た
。
ブ

ル
ー
ゲ
ル
マ
ン
失
人
に
よ
る

と
、
自
動
機
械
品
開
業
は
急
速

な
先
肢
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た

の
で
す
。
新
し
い
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
数
多
く
生
ま
れ
、

こ
の
二
人
の
議
役
は
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
同
級
機
械
の
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ

ョ
ン
で
大

き
な
利
益
が
見
込
め
る
と
考

え
ま
し
た
。
同
社
が
最
初
級

っ
た
も
の
の
ひ
と
つ
は
シ

l

パ
l
グ
社
製
品
で
し
た
が
、

後
に
ロ
ッ
ク
オ

l
ラ
社
製
品

が
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ
り
ま

し
た
。
今
日
ま
で
同
社
は
オ

ラ
ン
ダ
に
お
け
る
ロ
ッ
ク
オ

ー
ラ
社
製
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク

ス
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ

ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も

残
念
な
こ
と
に
、
ジ
ュ

ー
ク

ボ
ッ
ク
ス
は
同
社
が
扱
い
始

め
た
当
時
ほ
ど
今
で
は
人
気

が
あ
り
ま
せ
ん
。

D
B
兼
業
の

O
P

現
在
ホ
ビ
ア
社
は
他
の
い

く
つ
か
の
メ
ー
カ
ー
の
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ

i
タ
ー
で
も
あ

り
ま
す
。
オ
ラ
ン
ダ
会
土
に

お
け
る
ゴ
ッ

ト
リ

l
ブ
社
製

米
関
テ
キ
サ
ス
州
メ
ス
キ
い
』
と
す
る
メ
ス
キ

l
ト
市

|
ト
市
で
、
数
年
前
に
「
保

条
例
は
法
的
に
無
効
で
あ
る

談
者
同
伴
で
な
い
十
七
歳
来
と
の
判
断
を
示
し
、
こ
の
訴

満
の
者
に
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
訟
事
件
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ

ム
機
で
プ
レ
イ
さ
せ
て
は
な
た
。

ら
な
い
」
と
す
る
条
例
が

制

ア

ラ

ジ

ン

ズ

・
キ
ヤ

y
ス

定
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
粂

ル
社
は
全
米
に
ア
ー
ケ
ー
ド

例
は
無
効
と
さ
れ
、
事

実

上

ゲ
|
ム
機
を
展
開
し
て
い
る

撤
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
手
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
会
社
の

こ
れ
は
パ
リ
|
社

(本
社

ひ
と
つ
で
、
パ

リ

l
社
の
子

シ
カ
ゴ
、
ミ
ュ

l
レ
l
ン
会

会

社

。
訴
は

一
九
七
五
年
ま

長
)
が
こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に
で
き
か
の
ぼ
る
。
同
年
、
メ

し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
る
ス
キ
l
ト
市
内
の

シ
ョ
ッ
ピ

と
逮
邦
第
五
巡
回
控
訴
裁
判

ン
グ
セ
ン
タ
ー

(S
C
)
『
タ

所
は
三
月
三
十
一
日
、
ア

ラ

ウ

ン

・イ
ー
ス
ト
・
モ
l
ル
」

ジ
ン
ズ
・キ
ヤ
ツ

ス
ル
社
{
本
に
ア
ラ
ジ
ン
ズ
・

キ
ヤ

ツ
ス

社
シ
カ
ゴ
)
対
メ
ス
キ
ー
ト
ル
社
が
入
唐
計
画
を
立
て
た
。

市
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
対
し
メ
ス
キ
ー
ト
市

「親
ま
た
は
法
的
保
護
者
に
は
あ
ら
ゆ
る
妨
害
行
動
を
閲

伴
わ
れ
て
い
な
い
十
七
歳
未
始
し
た
が
、
市
側
の
妨
答
行

満
の
者
に
硬
貨
作
動
式
ア
ミ
動
に
対
し
て
七
七
年
ア
ラ
ジ

ム
|
ズ
メ
ン
卜

・
ゲ
|
ム
機
ン
ズ

・
キ
ャ
ッ
ス
ル
社
は
裁

で
プ
レ
イ
さ
せ
て
は
な
ら
な
判
に
訴
、
ぇ
、
述
邦
地
裁
で
勝

ヨーロッパ通信員

オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
次
第

に
規
絞
を
大
き
く
し
、
し
か

も
成
功
し
て
い
き
ま
し
た
。

い
つ
も
最
大
限
の
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
た
こ
と
が
、
同
祉
の

成
長
の
大
き
な
支
、
え
に
な
り

ま
し
た
。
な
お
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
と
そ
の
周
辺
の
人
口
密
集

地
域
を
中
心
と
す
る
、
今
日

の
ホ
ピ
ア
社
の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
最
大

か
つ
最
重
姿
な
ひ
と
つ
で
す
。

私
は
数
年
に
わ
た
っ
て
定

期
的
に
ホ
ビ
ア
祉
を
訪
れ
て

~ 
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米

〆
ス
キ
ー
卜
市
条
例
問
題
が
つ
い
に
結
着

ち
、
こ
の
問
題
は
解
し
た
か

に
見
え
た
。
し
か
し
市
側
は

次
に
、
保
税
者
同
伴
の
な
い

未
成
年
者
に
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

ー
ム
を
さ
せ
る
こ
と
を
祭
じ

る
条
例
を
州
制
定
し
て
、
ア
ラ

ジ
ン
ズ

・
キ
ャ
ッ
ス

ル
祉
は

同
条
例
の
無
効
を
主
張
し
て

再
び
裁
判
所
で
争
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ア
ラ

ジ
ン
ズ

・
キ
ヤ
ツ
ス
ル
社
側

が
ダ
ラ
ス
の
連
邦
地
裁
、
ニ

ブ
ル
i
ゲ
ル
マ

ン
夫
人
は
、

A

M
機
の
中
で

T
V
ゲ

l
ム

機
が
い
ぜ
ん
と
し
て
大
き
主

人
気
を
待
て
い
る
、
と
誇
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
人
気
が
将

来
い
つ
ま
で
続
く
の
か
見
当

も
つ
か
な
い
、
ま
た
放
も
人

気
の
あ
る
ゲ

l
ム
機
は
す
ぐ

他
の
同
様
の
も
の
に
と
っ
て

代
わ
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
の

こ
と
で
す
。

-
般
に
、
人
気

と
い
う
の
は
短
命
な
も
の
で

す
。
フ
リ
ッ
パ

ー
が
将
来
人

口
州
、
(
イ
タ
リ
ア
の
)
ザ
ッ
う
。
ホ
ビ
ア
社
は
こ
の
悶
で
気
を
回
復
す
る
だ
ろ
う
と
失

カ
リ
ア
社
製
品
、
そ
し
て
た
と
て
も
重
姿
な
デ
ィ
ス
ト
リ

人

は

考

え
て
い
ま
す
。

ぶ
ん
最
も
重
要
な
こ
と
で
し
ビ
ュ

l
タ
ー
で
す
が
、
オ
ペ
こ
の
産
業
に
と
っ
て
何
よ

ょ
う
が
炎

・
ェ
i
ス
社
製
品
レ

l
シ
ヨ
ン
総
門
が
伺
祉
の

り
も
必
南
京
な
の
は
、
絶
、
え
ず

の
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ィ
ス
ト
リ

中

心

的
業
務
で
あ
り
、
今
後
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

ビ
ュ
ー
タ
ー
で
す
。

エ
ー
ス
も
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
は
雪
国
て
く
る
こ
と
で
す
が
、
今
の

社
は
英
国
で
ギ
ャ
ン
ブ
ル
機

っ
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
新
し
い
も
の
は
何
ひ

を
製
造
し
て
い
る
こ
と
が
よ
し
か
し
、
最
近
一
訪
問
し
た
と
つ
な
い
、
と
夫
人
は
語
り

〈
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
の
ブ
ル

i
ゲ
ル
マ
ン
失
人
ま
す
。
本
当
に
新
し
い
も
の

こ
の
記
事
を
符
い
て
い
る
と
の
話
は
、
主
に
ホ
ビ
ア
羽
を
長
い
間
見
た
こ
と
が
な
い

現
時
点
で
は
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル

の
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
|
シ

ョ

と

の

こ
と
で
す
。
夫
人
は
、

機
に
関
す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
法
ン
部
門
に
つ
い
て
で
し
た
。
プ
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
ニ
層

律
は
均

一
日
伎
を
欠
い
て
お
り
、
「
ア
イ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
は

都
市
に
よ
っ
て
ギ
ャ
ン
ブ
ル
弱
く
な
り
、
メ
ー
カ
ー
が
直

機
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
認
按
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
販
売
す

め
ら
れ
て
い
た
り
、
い
な
か
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
、

と

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
一回一う
人
が
い
ま
す
。
で
も
そ

し
目
下
の
と
こ
ろ
、
新

し

い

う

い
う
こ
と
は
絶
対
な
い
で

法
律
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
し
よ
う
、
と
夫
人
は
思
っ
て

こ
れ
が
最
終
的
に
成
立
す
れ
い
ま
す
。
失
人
は
、
と
て
も

ぱ
、
オ
ラ
ン
ダ
に
と
て
も
い
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
ア
フ

い
法
律
が
出
来
る
こ
と
に
な

タ
i
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
質
の

り
、
オ
ラ
ン
ダ
中
ど
こ
で
も
よ
い
、
信
頼
の
国
道
け
る
デ
イ

粂
件
つ
き
の
現
金
ペ
イ
ア
ウ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
が
常
に

ト
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

必
要
と
さ
れ
る
と
思
っ
て
い

す
。
従
っ
て
ホ
ビ
ア
社
に
と
ま
す
。
夫
人
の
感
じ
で
は
、

っ
て
、
エ
ー
ス
社
が
オ
ペ
レ
メ
ー
カ
ー
が
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

|
シ
ョ
ン
と
販
売
の
両
方
に
み

|
タ
ー
の
仕
事
に
と
り
か

お
い
て
大
変
重
要
だ
、
と
い
か
つ
て
も
、
彼
絡
す
ぎ
た
り

う
こ
と
が
お
わ
か
り
で
し
ょ
敏
速
さ
に
欠
け
す
さ
た
り
す

• 
d 
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• 

• 
ュ
l
オ
ー
リ
ン
ズ
の
連
邦
第

五
巡
回
控
訴
裁
で
そ
れ
ぞ
れ

勝
訴
(
八

O
年
)
。
さ
ら
に

「
地
方
自
治
体
は
未
成
年
者

に
本
来
銃一
体
固
な
ア
ー
ケ
ー
ド

ゲ
|
ム
を
殺
止
す
る
権
利
を

有
す
る
か
否
か
」
を
合
衆
国

慾
法
と
州
慾
法
で
争
う
こ
と

に
な
り
、
述
邦
最
高
裁
で
審

理
さ
れ
た
が
、
結
局
連
邦
最

高
裁
は
八
ニ
年
二
月
、
こ
の

事
件
を
綾
部
俳
裁
判
所
に
差
し

戻
し
た
。
-
』
の
，
差
し
戻
し
e

は
控
訴
裁
が
、
合
衆
国
と
州

の
各
懲
法
の
逃
い
を
十
分
考

慮
し
て
い
な
い
な
ど
を
理
由

と
す
る
も
の
で
、
災
阻
聞
は
ア

ラ
ジ
ン
ズ
・
キ
ヤ
ツ

ス
ル
社

に
有
利
な
判
断
で
あ
る
が
、

手
続
き
上
拾
訴
裁
に
再
び
判

断
を
す
る
よ
う
指
示
し
た
も

の
。今
回
の
投
訴
裁
判
所
の
判

決
は
、
従
っ
て
こ
の
訴
訟
背
中

件
に

一
応
終
止
符
を
打
つ
も

の
。
少
な
く
と
も
、
保
綴
者

同
伴
の
未
成
年
者
に
ア
ー
ケ

ー
ド
ゲ
|
ム
機
で
遊
ば
せ
る

こ
と
を
耕
一閉じ
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
実
際

メ
ス
キ
|
ト
市
内
の
問
題
の

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

l
ム
携
は
平

常
ど
お
り
営
業
さ
れ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
遊
ぴ

場
と
な
っ
て
い

る
。

ー
が
、
と
て
も
品
よ
く
内
装

さ
れ
て
い

る
シ

ョ
ー
ル
ー
ム

で
、
さ
ま

Y
ま
な
機
械
が
秘

類
別
に
ま
と
め
て
設
蛍
さ
れ

て
い
ま
す
。
事
務
所
は
全
部

こ
の
ピ
ル
の
内
側
を
巡
る
ギ

さ
ら
に
技
術
商
に
関
し
て
ヤ
ラ
リ

l
〔中
二
階
〕
に
あ

プ
ル
|
ゲ

ル
マ
ン
失
人
は
、

り
、
階
段
を
昇
っ
て
上
が
っ

こ
の
産
業
の
技
術
而
に
従
事
て
行
き
ま
す
。

し
て
い

る
人
は
だ
れ
で
も
、

ブ

ル

|
ゲ
ル

マ
ン
夫
人
は

側
絡
の
引
下
げ
を
目
標
に
す
興
味
深
い
こ
の
時
の
揺
を
、

べ
き
だ
と
思
う
、
と
誇
っ
て
最
近
の
策
気
後
退
の
話
題
で

い
ま
す
。
夫
人
の
考
え
で
は
、
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
夫
人

機
械
の
価
格
は
古
川
す
ぎ
る
し
は
、
自
動
機
械
産
業
が
景
気

そ
れ
を
引
下
げ
る
基
本
的
作
後
退
の
彩
燃
を
受
け
る
の
は

業
の
で
き
る
の
は
技
術
者
た

一
容
最
後
で
、

一
番
最
初
に

ち
な
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
耐脱
出
す
る
産
業
の

い
つ
も
と
同
様
、
ブ

ル
|

ひ

と

つ
だ
ろ
う
、
と
思
っ

て

ゲ
ル
マ
ン
夫
人
は
今
回
も
ホ
い
ま
す
。
産
業
の
歴
史
は
、

ピ
ア
社
の
広
大
な
シ

ョ
ー
ル

景
気
後
退
の
影
停
を
受
け
る

l
ム
に
案
内
し
て
く
れ
ま
し

の
が
散
後
に
な
る
産
業
が
、

た
。
間
社
の
あ
る
大
き
な
ピ
そ
こ
か
ら
脱
け
出
す
の
も

-

ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
ロ

ッ
テ
ル
容
早
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
、

ダ
ム
の
中
心
地
に
あ
り
、
か
と
失
人
は
諮
っ
て
い
ま
す
。

つ
て
は
金
属
加
工
工
場
で
し

た
。
現
在
は

一
階
会
フ
ロ
ア

る
だ
け
で
す
。
夫
人
の
説
明

に
よ
る
と
、
現
在
良
質
の
デ

ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ

l
は、

高
度
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
号
、
え

る
だ
け
の
あ
ら
ゆ
る
先
進
技

術
設
備
を
持
っ
て
い
る
の
で

す
。

たゆまぬ努力で
正しい
コースを

私たちはギャンブル機や

無断コピー機のない

健全なAM着陸界を

めざしています。

望
ま
れ
る
新
規
性

ζo 

4こ三3

以
上
あ
る
パ
イ
レ
ベ
ル
式
フ

リ
ツ
パ
ー
に
つ

い
て
、
基
本

的
に
は
気
に
入
っ
て
は
い
る

が
、
技
術
力
が
そ
れ
を
十
分

生
か
せ
き
れ
な
い
段
階
で
世

に
出
て
し
ま
っ
て
い
る
、
と

感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
将

来
パ
イ
レ
ベ
ル
式
が
も
っ
と

十
分
に
開
発
さ
れ
る
の
を
望

ん
で
い
る
、
と
夫
人
は
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

不
況
か
ら
の
脱
出

テオ
ンラ
社ン
のダ
本の
社郡
外市
観
口
、ノ

ア
JC 

ヂ
ム
の
中

'1.: :: 
地.ー
にー

あ
る
ホ
ピ
ア

オ

ト
マ

ー
• 

す
き
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は真写

造
可
能
な
本
体
セ
ッ

ト

n

コ

ン
バ
ー
タ

・
ゲ

l
ム
ω

が
ま

す
ま
す
評
価
さ
れ
る
こ
と
を

倣
潟
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
好
収
益

を
も
た
ら
す
新
ゲ

l
ム
を
次

々
と
開
発
、
供
給
す
る
こ
と

を
約
束
し
て
い
る
。

一
方
テ

l
タ
イ
ー
ス
ト

I

N
C社
(
日
本
の
デ
ー
タ
イ
タ
|
に
強
調
す
る
と
と
も
に
、
る
。
挨
拶
に
は
デ
ー
タ
イ
|

l
ス
ト
の
子
会
社
)
は
三
月

従

来

の

T
V
ゲ
|
ム
を

デ

コ

ス

ト
の
福
田
社
長
が
立
ち
、

二
十
五
日
、
同
線
に
デ
ィ
ス
カ
セ
ッ
ト
式
に
変
換
で
き
る

D
X
'
ー
の
発
表
に
は
現
地

ト
リ
ビ
ュ

i
タ
|
会
合

を

開

(

日
本
で
君
、
つ
)
「
マ
ル
チ

法
人
の
ロ
イ
ド
常
務
ら
が
当

き
、
8

改
造
ゲ

l
ム
。
に
傾

キ
ッ
ト
」
を
米
国
市
場
に
向
た
っ
た
。

き
つ
つ
あ
る
米
岡
市
場
で
こ

け

新

発

売
す
る
こ
と
を
明
ら

米
闘
で
は
メ
ー
カ
ー
、
デ

の
と
こ
ろ
高
い
評
価
を
受
け
か
に
し
た
。

「
マ
ル
チ
キ
y

イ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
タ
l
、
ォ

続
け
て
い
る
デ
コ
カ
セ
ッ

ト

ト

」
は
米
国
で
は

「
D
X
t
ベ
レ

l
タ
!
と
い
う
関
係
が

シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
を
、

-

ユ
ニ
ッ
ト
」
の
名
称
で
発
怒
っ
て
お
り
、
日
本
の
よ
う

改
め
て
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l

売
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
こ
れ
ら
の
兼
業
業
者
は
ほ

・+・・・+-e-Av---e-h・+---e・+-e---+・+・+・+-e・e-+・+・+・+---e・e・-

セ 3
T ガ E
V _L. 
改不可 l
造..ー機

需 レ に
要t.. 0 

努ア2
2コ?
善社

今
容
シ
カ
ゴ
で
聞
か
れ
た

T
V
ゲ
|
ム
機

「
ア
ス
ト
ロ

A
O
E
シ
ョ
ー
を
機
に
、
米
ン
ベ
ル
ト
」
に
つ
い
て
、
米

国
の
セ
ガ
社
、
デ

i
タ
イ

1
悶
で
は
昨
年
十
一
月
の

A

M

ス
ト
社
は
そ
れ
ぞ
れ
デ
ィ
ス

O
A
で
発
表
し
た
の
に
、
こ

ト
リ
ビ
ュ

l
タ
i
会
合
を
閉
め

A
O
E
で
出
品
し
な
か
っ

き
、
セ
ガ
社
は
米
国
市
場
へ
た
の
は
、
十
分
な
出
荷
態
勢

「
ア
ス
ト
ロ
ン
ベ
ル
ト
」
を

が

滋

う
ま
で
シ

ョ
ー
に
も
出

出
荷
す
る
に
mm
し
て
似
重
に

。
回附
す
べ
き
で
な
い
と
の
考
え

行
な
う
な
ど
説
明
し
、

デ

ー

で

あ
る
と
説
明
し
、

日
本
で

タ
イ
ー
ス
ト
社
は
い
よ
い
よ
は
出
荷
で
き
る
段
階
に
入
つ

米
闇
市
場
に
向
け
デ

コ
カ
セ

て
い
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

ッ
ト
周

マ
ル
チ
キ
ッ

ト
の
本
同
社
と
し
て
は
、
レ
ー
ザ
ー

-

絡
供
給
を
開
始
す
る
な
ど
発

デ
ィ
ス
ク
自
体
が
交
換
可
能

表
し
た
。

で
あ
り
、
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を

セ
ガ
抵
(
こ
の
場
合
米

・

十
分
生
か
せ
る
形
で
市
場
に

A
O
E
M
Mで
発
表
さ
れ
た

セ
ガ
社
と
セ
ガ

・
エ
レ
ク
ト
臨
み
た
い

i
!と
し
て
い
る
。
米
国
製
A

M
出
慨
を
い
く
つ
か

ロ
ニ
ク
ス
社
)
の
デ
ィ
ス
ト
そ
し
て
米
岡
市
場
で

T
V

紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
ス
タ
ー

リ
ビ

ュ
ー

タ

|
会
合
は
三
月

ゲ

l
ム
機

(本
体
)
の
販
売

ン

社
製

T
V
ゲ
|
ム
機

「メ

二
十
四
日
、

A
O
E
シ
ョ
ー

が
磁
織
に
低
下
し
て
い
る
点
イ
ザ

i
・
プ
レ
イ
ザ

l
」
。

会
場
近
く
で
聞
か
れ
、
ま
ず

に
触
れ
、
ロ

l
ゼ
ン
会
長
は
こ
れ
は
ガ
ン
ゲ

i
ム
機
の
形

デ
ビ
ッ
ド

・
ロ
l
ゼ
ン
会

-K

「今
後
十
二
カ
月
聞
は
改
造
式
で
、
の
ぞ
き
込
み
な
が
ら
、

が

「現
在
米
国
A

M
機
市
場
キ
ッ
ト
に
対
す
る
世
間
要
が
仰
ボ
タ
ン
っ
き

ハ
ン
ド
ル
を
柑
悼

の
景
気
は
ド
ン
底
に
あ
る
。

び
統
け
、
今
後
二
年
間
は
改
作
し
て
い
く
も
の
。
内
谷
は

し
か
し
少
し
の
関
辛
抱
す
れ
逃
可
能
な
(
コ
ン
パ
ー
テ
ィ

宇

宙

戦
争
も
の
で
、
中
央
の

ば
必
ら
ず
不
況
を
克
服
で
き

ブ
ル

)
T
V
ゲ
l
ム
が
こ
の

基

地

を

侵
略
者
か
ら
守
る
べ

る
は
ず
だ
」
と
諮
り
か
け
、

市
場
を
支
配
す
る
こ
と
に
な

始
ま
っ
た
。
ロ
l
ゼ
ン
会
長

る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
同
社

は
、
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
が
前
か
ら
進
め
て
い
る
、
改

米
国
の
新
製
ロ
∞

G rand Slam (自剖IyMidway) 

Mazer Blazer (51.rn) 

く
光
線
銃
で
迎
殺
す
る
。

セ
ン
チ
ュ
リ

l
社
製
T
V

ゲ
1
ム
機

「
ジ
ャ
イ
ラ
ス
」

ち
宇
宙
戦
争
も
の
。
円
本
の

途
方
で
、
そ
こ
か
ら
手
前
に

向
っ
て
攻
め
て
く
る
異
星
人

を
迎
舵帯
す
る
。

パ
リ
|
社
製
フ
リ
ッ
バ

l

「グ
ラ
ン
ド

・
ス
ラ
ム
」
は

米
プ
ロ
野
球
を

テ

!
?
と
す

る

-
i四
人
用
。
二
人
な
い

し
朗
人
で
使
用
し
た
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
戦
ス
コ
ア
が

パ
ッ
ク
ガ
ラ
ス
下
都
中
央
に

出
て
き
て
、
競
技
す
る
こ
と

に
も
な
る
。
パ
リ
l
・
ミ
ッ

ド
ウ

エ
|
社
と
し
て
は
久
し

ぶ
り
の
本
格
フ
リ
y

パ
l
。

コ
ナ
ミ
工
業
に
よ
り
製
造
許

絡
さ
れ
て
お
リ
、
日
本
よ
り

米
国
で
先
に
公
開
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
回
耐
中
央
ほ
どGyruss (Centuri) 
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唱

。

3
M
w
r
俗
芸

で'

司

と
ん
ど
い
な
い
。
デ
コ
カ
セ

ヴ
ト
方
式
は
、

T
V
ゲ
l
ム

本
体
が
好
調
に
売
れ
て
い
る

聞
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

i
タ

ー
に
親
し
ま
れ
ず
、
米
国
で

は
伸
び
悩
ん
だ
ま
ま
だ
っ
た

が
、
米
国

T
V
ゲ
l
ム
機
市

場
が

ρ

改
造
プ
|
ム
U

に
走

り
だ
し
た
と
た
ん
急
激
に
議

南
京
が
伸
び
出
し
た
。
多
く
の

デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
ュ

l
タ
ー
は

今
デ
コ
カ
セ
ッ
ト
方
式
を
最

も
高
〈
評
価
し
て
い
る
と
お

わ
れ
て
い
る
。

米・セガ社の子会社

センター」を

タイムアウトが買収

「セガ・

米
国
セ
庁
社
(
本
社
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
、
ロ
ー
ゼ
ン
会
長
)

が
三
月
十
六
日
付
で
、
子
会

社
の
「
セ
ガ

・
セ
ン
タ
ー」

を
、
タ
イ
ム
ア
ウ
ト

・
フ
ァ

ミ
リ
ー
-
フ
ァ
ン
セ
ン
タ
ー

ズ
社
(
本
社
パ

l
ジ
ニ
ア
州

マ
ナ
サ
ス
、
ポ
ノ
モ
会
長
)

に
売
却
し
た
。

セ
が

・
セ
ン
タ
ー
は
十
三

カ
所
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム

坊
を
凶
海
岸

一
僚
に
持
っ
て

い
る
。
一

方
タ
イ
ム
ア
ウ
ト

社
は
東
部
を
中
心
に
七
十

一

カ
所
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

i
ム

場
を
持
っ
て

い
る
。
今
回
の

買
収
に
よ
リ
タ
イ
ム
ア
ウ
ト

社
は
米
国
十
六
州
と
ワ
シ
ン

ト
ン

D
C、
プ
エ
ル
ト
リ
コ

に
わ
た
り
八
イ
限
ヵ
所
の
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
場
を
持
つ

大
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
会
社
と
な

っ
た
。
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昨
年
九
月
二
十
七
日
の
東
京
地
裁
判
収
録
し
た
が
、
証
拠
関
係
は
す
べ
て
省

決
に
次
い
で
、

T
Vグ
l
ム
の
映
像
と

略

し

た

。

『判
決
理
由
」
中

(
:

)

変
化
の
態
織
が
不
正
競
争
防
止
法
第

一

と
あ
る
の
は
省
略
簡
所
を
示
す
。

条
第
一
項
第
一

号
に
定
め
る
「
他
人
の

こ
の
事
件
は、

昭
和
五
十
四
年
例
筋

商
品
た
る
こ
と
を
示
す
表
示
」
に
当
た

三
四
三
四
号
不
正
競
争
防
止
法
等
栄一
止

る
と
し
て
、
鎖
似
品
を
製
造
販
売
な
ど
等
務
求
事
件
。
原
告
は
鮒
タ
イ
ト

l
、

し
た
被
告
に
扱
害
賠
償
を
命
じ
た
三
月

被
告
は
側
フ
ジ
コ
ロ
ム
破
産
管
財
人
の

三
十
日
の
大
阪
地
裁
判
決
の
詳
細
。
こ

山
元
兵
士
と
胸
ワ
ー
ル
ド
ベ
ン
デ
ィ
ン

れ
ま
で
と
同
様

「当
事
者
の
主
絞
」
も

グ

の

ニ
名。

、ap
孟，、aて
d
，、.、
a
e
a
v

、
4

・Re
e
a
'3
・Fh
，‘，
Raea
，、.edP3.
，、4・P3
・弘通，、
ag'ta'
弘通，泊
-z
，、a
E
，、a
・にaF
通，
、.ミa
ξ
a
ミap
孟，、
a
z
a
，、，

四
七
年
一

O
月

-
六
日
に
、
被
告
ワ
ー

ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
昭
和
五
三
年
七

月
四
円
に
そ
れ
ぞ
れ
設
立
さ
れ
、
と
も

に
各
種
娯
楽
機
械
の
製
造

・
販
売

・
貸

付
等
を
目
的
と
す
る
会
社
で
あ
る
。

2

被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

及
び
破
産
省
フ
ジ
コ
ロ
ム
は
、
昭
和
五

三
年

二

月
ト
有
頃
か
ら
商
品
名
を
『
ワ

i
ル
ド

・
イ
ン
ベ

l
ダ
|
」
と
す
る
別

紙
第
五
目
録
記
絞
め
テ
レ
ビ
型
ゲ

l
ム

マ
シ
ン
(
以
下
「
被
比
四
世
間
口
問
」
と
い
う
)

を
共
同
し
て
製
造
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般

市
場
に
販
売
又
は
賃
貸
し
て
い
る
。

三

不
正
競
争
防
止
法
関
係

ー

原
告
商
品
の
機
成

ハ
円
原
告
尚
同聞
は
、
マ
イ
ク
ロ

・
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

-
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
影
像
蒋
生
装
鐙
に
よ
っ
て
、
そ
の
受

像
機
に
映
し
出
さ
れ
る
彩
像
を
主
体
と

し
て
、
遊
戯
者
が
一
{
M

唱の
操
作
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
遊
戯
す
る
テ
レ
ビ
型
と

称
せ
ら
れ
る
ゲ

l
ム
マ
シ
ン
の
一
種
で
、

こ
の
よ
う
な
テ
レ
ど
型
ゲ

l
ム
マ
シ
ン

は
昭
初
間
八
年
七
月
頃
か
ら
我
が
図
に

お
い
て
製
造
発
売
さ
れ
、
現
在
ゲ
|
ム

マ
シ
ン
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
受
像
機
に
映
し
出
さ
れ
る
影
像
、
そ

の
変
化
の
態
様
及
び
遊
戯
方
法
は
、
商

品
の
生
命
と
も
い
う
べ
き
重
要
性
を
有

し
、
そ
の
構
成
田
宮
紫
と
し
て
特
徴
づ
け

ら
れ
る
も
の
で
、
右
臨
桝
成
要
素
に
よ
っ

て
こ
れ
ら
機
械
の
個
別
憶
が
識
別
さ
れ

る
。口
近
時
宇
宙
に
対
す
る
人
類
の
関

心
は
、
単
な
る
字
倒
的
分
野
に
と
ど
ま

ら
ず
、
文
学

・
映
箇
あ
る
い
は
雑
誌

・

テ
レ
ビ
等
に
お
い
て
顕
著
に
認
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
原
告
商
品
は
、
こ

の
社
会
的
関
心
を
甘
酢
礎
と
し
て
、
人
類

の
生
活
劇
た
る
地
球
を
含
む
宇
宙
空
間

へ
侵
入
す
る
笠
細
心
上
の
生
物
を
イ
ン
ベ

|

ダ

|
(侵
入
者
)
と
し
て
表
現
し
た

別
紙
第
四
目
録
付
な
い
し
凶
の
各

ω、
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者
の
主
張

請
求
の
原
因

一
l

原
告
は
、
昭
初
二
八
年
八
月

二
四
日
設
立
さ
れ
た
各
般
娯
楽
機
械
の

輸
出
入

・
製
造

・
販
売

・
賃
貸
等
を
目

的
と
す
る
会
社
で
、
昭
和
五
三
年
四
月

一
日
現
在
、
払
込
資
本
金
山
四
五

O
O方

向
、
従
業
員
約
一

0
0
0
名
、
日
本
国

内
に
お
け
る
営
業
所
及
、
ひ
出
張
所
合
計

七

O
か
所
、
昭
和
五
二
年
に
わ
お
け
る
年

商
約

一
二
八
億
円
、
昭
和
五
三
年
に
お

け
る
年
間
約
二
九
三
位
向
の
規
模
を
有

し
て
営
業
を
行
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
娯
楽
機
械
で
あ
る
ゲ
ー
ム

マ
シ
ン
の
開
発

・
企
画

・
設
計

・
施
工

及
び
そ
の
製
造
は
、
原
告
及
び
原
告
会

判
官
の
代
表
者
側
人
が
そ
の
資
本
の
全
額

を
出
資
し
た
訴
外
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
工
業

株
式
会
社
(
以
下
「
訴
外
バ

ン
フ
イ

y

ク
工
業
」
と
い
う
)
に
お
い
て
行
わ
れ
、

訴
外
バ
シ
フ
イ

y
ク
工
業
の
開
発
製
造

し
た
製
品
は
、
す
べ
て
原
告
の
商
品
と

し
て
「
タ
イ
ト
|」

の
名
を
冠
し
て
日

本
国
内、

同
外
へ
販
売
さ
れ
て
い
る
。

2

原
告
は
、
昭
和
五
三
年
七
月
以

降
、
別
紙
第
一

、
第
二
目
録
記
載
の
テ

レ
ビ
型
ゲ
|
ム
マ
シ
ン
(
商
品
名
「
ス

ペ
ー
ス

・
イ
ン
ベ

|

ダ

|
」
、
以
下
「
原

告
商
品
」
と
い
う
)
を
、
悶
内
七

O
か

所
に
所
在
す
る
営
業
所
及
び
出
張
所
並

び
に
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

(
卸
売
業
者
)
を

介
し
て
、
ゲ
ー
ム
場
・
喫
茶
広
そ
の
他

の
需
要
者
に
販
売
又
は
賃
貸
し
、
あ
る

い
は
、
悶
内
各
所
に
所
在
す
る
尿
管
の

直
営
す
る
ゲ
|
ム
品
切
に
お
い
て
一
般
の

入
場
者
の
使
用
の
た
め
に
展
示
し
て
い

1
v
。
l 

破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
は
昭
和

同
被
告
尚
回
聞
の
前
記
構
成
を
原
告
商
品

の
そ
れ
と
対
比
す
る
と
、
外
形
的
形
態

が
類
似
し
て
い
る
上
に
、
受
像
機
に
映

し
出
さ
れ
る

『被
告
商
品
の
影
像
」
が

「
原
告
商
品
の
影
像
」
と
、

倒

n
の
形

態

・
配
列

・
変
化
の
態
様
に
お
い
て
問

一
あ
る
い
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
遊
戯
方
法
が
原
告
商

品
の
そ
れ
と
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
の
被

告
商
品
の
製
造

・
販
売

・
賃
貸
行
為
に

よ
っ
て
、
彼
血
口
商
品
が
原
告
商
品
で
あ

る
か
の
よ
う
な
誤
認
混
同
を
需
要
者
及

び
遊
戯
者
に
生
じ
き
せ
て
い
る
。

5

被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

般
車
脱
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
の
資
任

被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
川崎

患
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
は
、
被
北
口
商
品
の
制
割

道

・
販
売

・
賃
貸
行
為
に
よ
っ
て
、
需

要
者
及
び
遊
戯
者
を
し
て
被
告
商
品
が

原
告
世
間
口
聞
で
あ
る
か
の
よ
う
な
混
同
を

生
ぜ
し
め
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
叉
は

過
失
に
よ
り
知
ら
な
い
で
、
右
行
為
を

し
て
保
管
の
営
業
上
の
利
益
を
答
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
不
正
競
争
防
止
法

」
条
の
二
、

一
条

一
項
亡
す
に
基
づ
き
、

逮
侍
し
て
原
告
に
対
し
、
右
行
為
に
よ

り
原
告
が
蒙
っ
た
後
記
級
生
骨
を
賠
償
す

べ
き
義
務
が
あ
る
。

問
著
作
権
法
関
係

ー

イ
ン
ベ

l
ダ
ー
の
著
作
物
性

ハ
門
原
告
商
品
の
受
像
機
に
映
し
出

さ
れ
る
彬
像
は
、
別
紙
第
三
目
録
ハ
円

・

口
記
載
の
「
原
告
商
品
の
彩
像
」
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
影
像
は
、

別
紙
第
四
自
録
付
な
い
し
白
の
各

ω・

ω明
記
絞
め
「
嵐
官
商
品
の
原
岡
」
を
原

告
商
品
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

-
シ
ス
テ

ム
の
記
憶
装
鐙
に
情
報
と
し
て
記
憶
さ

せ
、
こ
れ
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
映
し
出
さ
れ
る
も
の
で
、
そ

の
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
原
告
陶
口
附
は
、
マ
イ
ク

ロ
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
影
像
再
生
装
置
に
よ
っ
て
そ

の
影
像
機
に
映
し
出
さ
れ
る
彩
像
を
主

体
と
し
、
遊
戯
品
引
の
線
作
に
よ
っ
て
遊

戯
す
る
ゲ

l
ム
マ
シ
ン
で
あ
る
が
.
こ

の
コ
ン
ピ

A
lタ
i
・
シ
ス
テ
ム
は
、

L
S
I串晶
子
で
構
成
さ
れ
る

C
P
U
(中

央
演
算
裟
遺
)
を
中
心
と
し
、
数
側
の

ー-
ー

L
S
I串
晶
子
に
よ
る
記
銘
装
置
そ
の
他

に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
受
像

機
の
影
像
及
び
そ
の
変
化
の
形
態
は
、

す
べ
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
従
っ
て
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
-
シ
ス
テ

ム
の
記
依
装
置
た
る
六
似
の

R
O
M
(リ

ー
ド

オ
ン
リ
ー

・
メ
モ
リ
ー
)
に
電

子
的
に
絡
納
き
札
、
電
源
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

c
p
Uが
R
O

M
に
絡
納
さ
れ
た
情
報
を
読
み
順
次
命

令
を
実
行
す
る
よ
う
訟
引
訂
さ
れ
て
い
る
n

R
O
M
か
ら
読
み
出
さ
れ
た
命
令
及
び

情
報
は
デ
ー
タ

バ

ス

を
経
由
し
て
C

P
U
内
の
レ
ジ
ス
タ
へ
入
り
、
そ
こ
で

命
令
に
従
っ
た
処
理
が
な
さ
れ
た
後
、

一
時
的
記
憶
装
置
た
る

R
A
M
(ラ
ン

ダ
ム
ア
ク
セ
ス

・
メ
モ
リ
ー
)
に
格

納
さ
れ
、
こ
の

R
A
M
に
格
納
さ
れ
た

情
報
が
デ
ー
タ
並
直
列
変
換
畿
を
経
由

し
て
、
受
像
機
の
ス
ク
リ
ー
ン
蘭
上
に

お
い
て
影
像
と
し
て
鱗
成
さ
れ
る
。

口
「
原
告
商
品
の
原
画
」
の
イ
ン

ベ
|
ダ
ー
は
、
前
記
の
と
お
り
宇
宙
に

対
す
る
社
会
的
関
心
を
碁
礎
と
し
て
、

人
類
の
生
活
闘
た
る
地
臨
時
を
含
む
宇
宙

空
間
へ
侵
入
す
る
空
想
上
の
生
物
イ
ン

ベ
i
ダ
l
(侵
入
者
)
と
し
て
創
作
し
、

絵
嗣
化
し
た
も
の
で
、
著
作
者
の
思
想

感
情
を
表
現
し
た
著
作
権
後
上
の
絵
画

た
る
箸
作
物
に
当
た
る
。

し
か
も
、
原
告
商
品
の
受
像
機
に
映

し
出
さ
れ
る

「
イ
ン
ベ

l
ダ
|
」
、

ビ

ー
ム
砲
、
ビ

l
ム
鶴
港
地
、

U
-
F

O
抽
出
可
の
影
像
の
述
統
変
化
の
状
況
は
別

冊
ハ
門
説
明
魯
上
殺
に
記
載
の
と
お
り
で

あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
著
作
品惜法一

-条
三

項
に
規
定
す
る
映
画
の
効
巣
に
類
似
す

る
視
覚
的
効
栄
を
生
じ
き
せ
る
方
法
に

よ
る
表
現
に
後
当
し
、
か
つ
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て

R
O
M
へ
の
収
録
に
よ
り
こ

れ
が
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

映
画
の
者
作
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

回

右

の

著

作
物
と
し
て
の
絵
薗
あ

る
い

は
映
画
と
し
て
の
イ
ン
ベ

l
ダ
ー

は
、
昭
和
五
三
年
六
月

二
ハ
日
、
原
告

の
本
府
所
在
地
た
る
タ
イ
ト
|
ビ
ル

一

階
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
た
新
制
点
目
開

発
表
会
に
お
い
て
、
原
血
ロ
商
品
を
出
一反

し
、
そ
の
受
像
機
に
映
し
出
さ
れ
る
イ

ン
ベ

l
ダ
ー
の
影
像
を
参
会
者
に
提
示

し
た

こ
と
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
。

2
.
著
作
総
の
係
属

例
記
載
の
原
画
{
以
下
「
原
告
鶴
口
聞
の

原
画
」
と
い
う
)
に
纂
づ
く
別
紙
第
一ご

目
録
ハ
円
及
び
口
記
織
の
影
像
(
以
下
「
原

告
商
品
の
彩
像
」
と
い
う
)
を
主
体
と

し
、
こ
れ
を
受
像
機
商
上
に
五
段
一

一

列
に
配
置
し
、
ジ
グ
ザ
グ
コ

l
ス
を
た

ど
り
な
が
ら
進
攻
し
て
く
る
イ
ン
ベ

ー

ダ
!
の
発
射
す
る
ミ
サ
イ
ル
を
逃
け
つ

つ
、
そ
の
前
面
の
ビ

l
ム
砲
基
地
と
し

て
の
四
基
の
パ
リ
ヤ
の
後
方
に
位
汚
す

る
ビ
ー
ム
砲
に
よ
っ
て
、
遊
戯
者
が
イ

ン
ベ

i
ダ

l
及
び
そ
の
後
方
に
時
々
出

現
し
受
像
機
前
上
を
横
断
通
過
す
る

U

F
Oを
爆
破

・
消
滅
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
得
点
を
競
う
ゲ

i
ム
マ
シ
ン
で
、

そ
の
詳
細
は
別
冊
付
説
明
設
上
段
に
記

載
の
と
お
り
で
あ
る
。
右
の
よ
う
な
遊

戯
方
法
及
び
受
像
機
に
映
し
出
さ
れ
る

影
像

・
そ
の
変
化
の
陥
邸
機
は
、
従
前
の

テ
レ
ビ
型
ゲ

i
ム
マ
シ
ン
に
皆
無
の
特

株
性
と
新
規
牲
を
備
え
て
お
り
、
不
正

銃
争
防
止
法
て
粂
一
項
一
号
に
お
け
る

出
所
表
示
の
機
能
を
有
す
る
。

2

原
告
商
品
の
周
知
性

ハ
門
原
告
商
品
は
、
訴
外
バ
シ
フ
ィ

y
ク
工
業
が
昭
和
五
二
年
一
一
月
そ
の

開
発
に
着
手
し
、
昭
和
五
三
年
六
月

一

三
臼
に
完
成
さ
れ
、
同
月

}
六
日
に
原

告
屑
省
本
庖
所
花
地
タ
イ
ト

1
ピ
ル

一

階
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
同
月
二

三
日
に
大
阪
市
中
之
島
所
旋
国
際
貿
易

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
た
原
告
の
新
製
品
発
表
会
に
出
展

さ
れ
、
そ
の
後
同
年
七
月
以
降
、
全
国

に
所
在
す
る
ゲ

l
ム
場
施
設
、
喫
茶
唐

そ
の
他
に
設
置
さ
れ
、
あ
る
い
は
原
告

の
也
営
ゲ
ー
ム
場
に
お
い
て
使
用
さ
れ

て
き
た
。ω
原
告
商
品
は
、
右
新
製
品
発
表

会
に
参
会
し
た
東
京
に
お
け
る
約
五
五

O
名
の
、
大
阪
に
お
け
る
約
四

O
O名

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
及
び
ゲ
|
ム
場

・
喫

茶
応
部
苛
め
経
営
者
、
そ
の
他
ゲ

l
ム
マ

シ
ン
の
需
婆
者
を
、
王
と
す
る
業
界
関
係

者
の
絶
賛
を
浴
び
、
そ
の
特
殊
性

・
新

規
伎
は
業
界
の
話
題
と
な
り
、
そ
の
後

昭
和
五
三
年
中
に
国
内
会
械
に
頒
布
さ

れ
て
い
る
業
界
誌
等
に
わね
い
て
原
告
の

新
製
品
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に

こ
れ
に
呼
応
し
て
原
告
に
お
い
て
も
有

業
界
誌
等
へ
広
告
を
掲
殺
し
、
更
に
同

年
七
月
か
ら
伺
年
末
ま
で
の
問
、
原
告

衛
白
川
の
パ
ン
フ
レ
ヴ
ト
合
計
約
四
万
枚

イ
ン
ベ
|
ダ
ー
の
絵
画
及
び
こ
れ
に

基
づ
く
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
著
作
権
は
、
訴
外
パ
シ
フ
イ

y
ク
工

業
が
宥
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
原
告
は
、

昭
和
五
三
年
七
月
三
一

日
訴
外
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
工
業
か
ら
省
者
作
権
の
譲
渡
を

受
け
た
。

3

被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

破
践
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
の
著
作
権
-侵
害
行

九
V

リ''命

ハ門

被
告
出
問
問
聞
は
、
原
告
出
間
口
聞
と
問

機
マ
イ
ク
ロ

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
た
彩
像
一内
生
装
遣
に

よ
っ
て
、
そ
の
受
倣
機
に
映
し
出
さ
れ

る
影
像
を
、
ま
休
と
し
、
遊
戯
者
の
操
作

に
よ
っ
て
遊
戯
す
る
ゲ

l
ム
マ
シ
ン
で

あ
り
、
耐
世
間
回
附
の
記
憶
装
置
た
る
R
O

M
に
絡
約
さ
れ
る
情
報
は
、
命
令
に
関

す
る
情
報
及
び
影
像
に
関
す
る
情
報
を

含
み
、
い
ず
れ
の
情
報
も
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
理
解
し
う
る
一
六
進
数
の
機
械

語
に
よ
っ
て
絡
納
さ
れ
て
い
る
。

ω
原
告
商
品
の
影
山
明
に
関
す
る
情

報
の

一
部
を
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
可
視
的
に
表
現
す

る
と
別
紙
第
七
目
録
付
記
級
の
と
お
り

で
、
被
告
商
品
の
そ
れ
は
岡
目
録
口
記

載
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
被
告
商
品
の

影
像
は
噌
}
れ
を
A
n
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
そ
の
受
像
機
に
映
し
出
さ
れ
る
の
で
、

映
像
化
さ
れ
る
際
の
形
態
は
同
目
録
由

記
載
の
も
の
と
な
る
。

回
右
の
よ
う
に
版
簡
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
情
報
と

し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
、
こ
れ
を
そ
の

記
憶
装
震
に
格
納
す
る
行
為
は
、
音
楽

著
作
物
を
レ
コ
ー
ド
又
は
磁
気
テ

i
プ

へ
録
音
す
る
行
為
と
法
的
評
価
に
お
い

て
同
等
で
あ
っ
て
、
複
製
に
つ
い
て
定

義
す
る
箸
作
権
法
二
条

一
項
一
五
号
の

「
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
有
形
的
に
再

製
す
る
」
こ
と
に
該
当
す
る
新
作
物
の

被
製
行
為
で
あ
る
。
そ
し
て
、

「同
m
t
口

市問
問聞
の
原
画
」
を
変
形
し
て
別
紙
第
七

目
的
時
ハ
門
記
載
の
と
お
り
可
制
倒
的
に
表
現

さ
れ
て
い
る
「
原
告
商
品
の
影
像
」
に

関
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
部
は
、
車
制作
権
法
ニ
条

一
。敬一

一

号
の
二
次
的
捗
制作
物
に
該
当
し
、
こ
れ

に
よ
っ
て
将
製
さ
れ
る
原
告
商
品
の
影

像
は
緩
製
さ
れ
た
著
作
物
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

仰

「

被

告

尚

同
聞
の
影
像
」
が
ー、
l語、

を
原
告
営
業
所
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
介

し
て
会
問
の
ゲ
!
ム
場

・
喫
茶
脂
そ
の

他
ゲ
|
ム
マ

シ
ン
の
需
要
者
に
配
布
し

た
。
ω
昭
和
五
三
年
一

O
月
一一ご
日
(
日

開
明
日
)
午
後
四
時
か
ら
放
映
さ
れ
た
東

京
ロ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
「
ビ
ジ
ネ
ス

・
ナ

ウ
』
と
題
す
る
一ニ

O
分
の
テ
レ
ビ
4

骨
組

に
お
い
て
、
ゲ
ー
ム
マ
シ
ン
の
訟
遣
さ

れ
て
い
る
喫
茶
庖
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
「
現

往
人
気
の
あ
る
7

シ
ン
は
イ
ン
ベ
|
ダ

ー
で
あ
る
」
旨
発
言
し
て
い
る
が
、
右

は
、
テ
レ
ビ
型
ゲ

l
ム
マ
シ
ン
の
需
要

者
の
附
で
の
原
告
尚
口
附
の
好
評
さ
を
端

的
に
物
詩
っ
て
い
る
。

酬
明
右
ハ
円
な
い
し
白
記
載
の
新
製
品

発
表
会
、
業
界
誌
等
に
よ
る
紹
介
及
び

広
伝
行
為
#
此
ぴ
に
前
記
め
よ
う
な
特
殊

伯

・
新
規
牲
に
よ
り
、
昭
和
五
三
年

一

O
月
中
に
は
、
イ
ン
ベ

|
ダ
ー
の
影
像

を
主
体
と
す
る
彩
像
及
び
そ
の
変
化
並

ぴ
に
遊
戯
方
法
は
、
原
告
の
商
品
で
あ

る
こ
と
を
示
す
表
示
と
し
て
、
ゲ
ー
ム

場

・
喫
茶
病
等
の
経
営
者
を
含
む
ゲ
ー

ム
マ
シ
ン
関
係
業
者

・
-
般
一
部
副
官
者
に

広
く
総
殺
さ
れ
る
に
歪
っ
た
。

3

被
告
世
間
間
聞
の
織
成

被
告
商
品
の
外
形
的
形
態
は
、
別
紙

第
五
日
銀
記
織
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、

止
蘭
に
長
方
形
の
原
板
ガ
ラ
ス
が
以
ら

れ
、
二
本
の
脚
柱
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
る
か
ら
、
喫
茶
庖
等
で
顧
客
に
飲

食
物
を
供
す
る
た
め
に
使
期
さ
れ
る
テ

ー
ブ
ル
と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
厚
板
ガ
ラ
ス
而
の
下
部
は
、

マ
イ
ク
ロ

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

・
シ
ス

テ
ム
の
機
総
及
ぴ
受
像
機
を
収
納
す
る

た
め
の
ボ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
い
て
、
同

ボ
ッ
ク
ス
の
両
側
而
の
左
側
に
コ
イ
ン

投
入
孔
、
中
央
部
に
遊
戯
の
た
め
の
操

作
袋
世
が
そ
れ
ぞ
れ
訟
け
ら
れ
、
同
ボ

ッ
ク
ス
の
よ
部
は
、
前
記
厚
板
ガ
ラ
ス

に
按
し
、
岡
県
板
ガ
ラ
ス
の
中
央
部
に
お

い
て
受
像
機
の
受
像
商
が
上
方
に
向
け

叫起
債
さ
れ
、
ま
た
そ
の
受
像
前
の
両
側

に
遊
び
方
の
説
明
舎
が
置
か
れ
て
い
る
。

被
告
陶
ロ
聞
の
桃
成
は
、
そ
の
受
像
機

に
映
し
出
さ
れ
る
別
紙
第
六
日
録
料
及

び

ω記
載
の
彩
像
(
以
下
「
被
血
門
商
品

の
郎
防
品開
」
と
い
う
)
を
主
体
と
し
、
そ

の
詳
細
は
別
冊
付
税
明
書
下
段
に
記
載

の
と
お
り
で
あ
る
。

原
告
浦
口
聞
と
被
告
尚
白
川
と
の
出

4 

• 

血
口
断
固
聞
の
影
像
」
を
模
倣
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
彩
像
自
体
か
ら
明
ら
か
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
.
前
記
の
と
お
り
原

告
商
品
の

R
O
M
に
絡
納
さ
れ
て
い
る

影
像
に
関
す
る
情
報
の
一
縦
で
あ
る
別

紙
第
七
目
録
付
記
載
の
も
の
と
彼
告
商

品
の
問
機
の
情
報
の
一
部
で
あ
る
同
目

録
日
記
載
の
も
の
を
比
較
対
照
す
る
こ

と
に
よ
り

一
一
層
明
ら
か
で
あ
る。

更
に
、
被
告
尚
回
聞
の
受
像
機
函
上
に

お
け
る
「
イ
ン
ベ

l
ダ
|
」
そ
の
他
の

彬
像
の
述
絞
変
化
の
状
況
は
、
別
冊
ハ門

説
明
書
下
段
に
記
載
の
と
お
り
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
問
説
明
答
上
段
に
記
載

の
原
告
商
品
の
そ
れ
に
飴
似
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
被
管
商
品
の
製
造
に

際
し
、
同
説
明
書
下
段
の
影
像
を
映
し

出
す
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
被
告
尚
回
聞

の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
-
シ
ス
テ
ム
の

R

O
M
に
収
録
し
た
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン

デ
ィ
ン
グ
及
び
破
縁
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
の

行
為
は
、
原
告
が
著
作
品
慨
を
有
す
る
絵

商
と
し
て
の
「
イ
ン
ベ

l
ダ
l
」
す
な

わ
ち
「
原
告
商
品
の
原
画
L

及
び
第
二

次
的
著
作
物
た
る
別
紙
第
七
目
録
ハ
門
記

載
の
「
イ
ン
ベ
|

ダ

|
』
並
び
に
映
画

の
後
鈍
行
為
に
当
た
る
か
ら
、
著
作
権

法
二

一
条
に
基
づ
き
原
告
が
専
有
す
る

著
作
物
複
製
闘
の
侵
害
行
為
で
あ
り、

一史
に
、
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
に
よ
る
級
品
口
商
品

の
販
売
文
は
賃
貸
行
為
は
著
作
権
を
侵

害
す
る
行
為
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
物

を
情
を
知
っ
て
頒
布
す
る
行
為
と
し
て
、

同
法
一
一

三
条
一
頃
二
号
に
該
当
す
る

途
法
な
行
為
で
あ
る
。

4

右
の
と
お
り
、
被
告
ワ
ー
ル
ド

ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム

は
.
共
同
し
て
故
意
又
は
逃
失
に
よ
り

原
告
の
有
す
る

『
イ
ン
ベ
|
ダ
|
」
の

絵
聞
及
び
映
磁
の
著
作
権
を
侵
害
し
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
述
帯
し
て
原
告
に

対
し
、
有
不
法
行
為
に
よ
っ
て
原
告
が

蝿
家
っ
た
後
記
州
問
答
を
賠
償
す
る
義
務
が

み
の
'
告
。
五
損
依
田

被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
破

産
省
フ
ジ
コ
ロ
ム
は
、
共
同
し
て
昭
和

五
三
年
一
一
月
上
旬
か
ら
昭
和
五
凶
年

五
月
末
ま
で
の
闘
に
被
告
商
品
を
六

O

O
O台
製
造
し
、
こ
れ
を
販
売
文
は
賃

貸
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

γ
A口
当
た
り
二

(
同
め
ん
に
続
く
)

-ミッドウヱ一社製品

・基板修理・パリ一社全製品
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砲

で
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，，‘、

万
五

O
O
O
阿
の
利
滋
を
得
た
。

と
こ
ろ
で
、
著
作
稼
法
一

一
四
条
一

項
の
損
害
の
師
舶
の
維
定
に
側
聞
す
る
規
定

は
、
不
正
綬
争
防
止
法
違
反
行
為
に
よ

る
損
害
一に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
か
ら
、
前
記
期
附
内
に
お
け
る

被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
破
産

者
フ
ジ
コ
ロ
ム
の
不
正
競
争
防
止
法
及

び
著
作
権
法
途
反
行
為
に
よ
る
原
告
の

損
害
の
蛸
酬
は
、
合
計
二
億
五

O
O
O万

円
と
推
定
さ
れ
る
。

六
そ
う
す
る
と
、
被
告
ワ
ー
ル
ド

ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム

は
、
不
正
競
争
防
止
法
途
反
又
は
務
作

権
法
途
反
の
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
原

告
に
対
し
、
各
自
、
損
害
賠
償
金

一
億

h
O
O
O万
問
及
ぴ
こ
れ
に
対
す
る
不

法
行
為
自
の
後
で
あ
る
昭
和
五
四
年
六

月

一
日
か
ら
支
払
ず
み
ま
で
、
民
沖
田
所

定
年
五
分
の
州
制
合
に
よ
る
遅
延
州
問
答
金

を
支
払
う
べ
き
義
務
が
あ
る
。

し
か
し
て
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
は
、

大
阪
地
方
裁
判
所
昭
和
五
七
年
同
第
七

五
号
級
品
臨
事
件
に
つ
い
て
、
同
裁
判
所

に
お
い
て
問
年
三
月
二
五
日
午
後

一
時

破
厳
宣
告
を
受
け
、
被
告
山
元
民
士
が

そ
の
破
産
管
財
人
に
選
任
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
原
告
は
、
同
破
厳
事
件
に
お
い

て
右
娘
答
賠
償
金
、
遷
延
損
害
金
を
破

産
僚
機
と
し
て
岡
崎
出
た
と
こ
ろ
、
同
年

五
月
z
二

日
の
償
協
憎
調
査
制
則
自
に
お
い

て
、
被
告
山
元
馬
県
士
は
原
告
の
右
届
出

の
破
産
俄
権
全
額
に
つ
き
異
議
を
述
べ

た
七

よ

っ

て

、
原
告
は
、
被
告
山
元

棋
士
と
の
関
係
に
お
い
て
、
前
記
破
産

事
件
に
お
い
て
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム

に
対
す
る
原
告
の
破
産
償
絡
が
一
億
五

0
0
0万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
昭
和

五
四
年
六
月
一
日
か
ら
破
産
者
フ
ジ
コ

ロ
ム
が
破
産
主
告
を
受
け
た
自
の
前
日

で
あ
る
昭
和
五
七
年
三
年
二
四
日
ま
で

年
五
分
の
制
令
に
よ
る
金
員
で
あ
る
こ

と
の
機
定
を
求
め
、
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
対
し
て
、

一
億
五

O
O

O
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
前
同
昭
和

五
凶
年
六
月
一
日
か
ら
支
払
、
す
み
ま
で

年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
の
支
払
を

求
め
る
。請

求
原
因
に
対
す
る
認
否

被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

愛すべき正統マージャン

ハー卜に迫るPLAYと

1-2位にはボーナスの楽しみ。

時
間
求
原
因

一
の
事
実
は
不
知
。

2

同
ニ
ー
の
う
ち
被
告
ワ
ー
ル
ド

ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
昭
和
五
三
年
七
月
四

日
に
設
立
さ
れ
、
各
純
娯
楽
機
械
の
製

造

・
販
売
等
を
目
的
と
す
る
会
社
で
あ

る
こ
と
は
認
め
、
そ
の
余
の
事
実
は
不

h
淵

同
2
の
う
ち
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ

ィ
ン
グ
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
が
昭
和

玉
三
年

一
一
月
上
旬
頃
か
ら
被
告
商
品

を
共
同
し
て
製
逃
し
た
こ
と
は
否
認
し
、

被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
そ
の

阿
明
か
ら
被
告
商
品
を
一
般
市
場
に
販
売
・

賃
貸
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
る
。
被
告

商
品
は
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

が
製
造
し
た
も
の
で
あ
る
。

3

同
三
1
ハ
門
は
争
う
、
同

ωの
う

ち

『
原
告
商
品
の
原
画
」
が
イ
ン
ベ
ー

ダ
ー
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

不
知
、
そ
の
余
は
争
う
。
原
告
・
愉
悶
聞
の

ゲ
ー
ム
マ
シ
ン
と
し
て
の
詳
細
は
別
冊

口
淡
明
容
上
段
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
時ニ
2
付
な
い
し
切
の
事
笑
は
不
知
、

同
仰
の
う
ち
昭
和
五
三
年
一

O
月
中
に
、

イ
ン
ベ

l
ダ

l
の
影
像
を
主
体
と
す
る

彬
像
及
び
そ
の
変
化
並
び
に
遊
戯
方
法

が
原
告
の
商
品
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表

示
と
し
て
、
ゲ
ー
ム
場

・
喫
茶
砧
等
の

経
営
者
を
含
む
ゲ

l
ム
マ
シ
ン
関
係
業

者
、
一
般
需
要
者
に
広
く
認
識
さ
れ
る

に
至
っ
た
こ
と
は
否
認
し
、
そ
の
余
の

事
実
は
不
知
。

同
士
一3
の
う
ち
被
告
商
品
の
外
形
的

形
態
が
原
告
主
濃
の
と
お
り
で
あ
る
こ

と
、
被
告
商
品
の
構
成
が
そ
の
受
像
機

に
映
し
出
さ
れ
る
「
彼
告
商
品
の
影
像
」

を
主
体
と
し
て
い
る
こ
と
は
認
め
、
そ

の
余
の
事
笑
は
否
認
す
る
。
彼
此
口
翻
回聞

の
鱗
成
の
詳
細
は
別
冊

ω説
明
容
下
段

記
織
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
三
4
の
事
笑
は
否
認
す
る
。

同
三
5
は
争
う
。

4

同
四

l
H
の
う
ち
原
告
商
品
の

受
像
機
に
映
し
出
さ
れ
る
影
像
が
「
原

告
商
品
の
彬
像
」
の
と
お
り
で
あ
り
、

原
告
商
品
が
マ
イ
ク
ロ

・
コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
ー

・
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
彩
像
両

生
装
蛍
に
よ
っ
て
そ
の
受
像
機
に
映
し

出
さ
れ
る
影
像
を
主
体
と
し
、
遊
戯
者

の
操
作
に
よ
っ
て
遊
戯
す
る
ゲ
|
ム
マ

シ
ン
で
あ
り
、
こ
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
-

シ
ス
テ
ム
が

L
S
I素
子
で
椛
成
さ
れ

る
C
P
U
(
中
央
淡
算
裟
盤
)
を
中
心

1 

• 
ー

.. : :.. 
: ~ 

と
し
、
数
似
の

L
5
1繁
子
に
よ
る
記

憶
装
訟
そ
の
他
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
認
め
、

「
原
告
商
品
の
影
像
」

が
「
原
告
糊
口
聞
の
原
幽
」
を
原
告
商
品

の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

-
シ
ス
テ
ム
の
記

憶
装
置
に
情
報
と
し
て
記
憶
さ
せ
、
こ

れ
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
映
し
出
さ
れ
る
こ
と
は
不
知
、
そ
の

余
の
市
中
笑
は
否
認
す
る
。
間
口
は
争
フ
。

同
日
の
事
実
は
不
知
。

同
四
2
の
事
突
は
不
知
。

同
四

3
ハ
門
の
う
ち
被
告
商
品
が
町
立
口

商
品
と
問
機
マ
イ
ク
ロ

・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
・
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
影
像
再

生
装
置
に
よ
っ
て
、
そ
の
受
像
機
に
映

し
出
さ
れ
る
影
像
を
、
五
休
と
し
、
遊
戯

者
の
操
作
に
よ
っ
て
遊
戯
す
る
ゲ
|
ム

マ
シ
ン
で
あ
る
こ
と
は
認
め
、
そ
の
余

の
事
実
は
再
認
す
る
。
同
口
回
仰
は
争

、qJ
。問
問
4
は
争
う
。

5

間
五
の
う
ち
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ

ン
デ
ィ
ン
グ
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
が

共
同
し
て
製
造
し
た
と
の
点
、
製
造

・

版

光

賃

貸

数
回
航
が
六

0
0
0ム
口
で
あ

る
と
の
点
は
否
認
し
、

}
ム
口
当
た
り
二

万
五

O
O
O一円
の
利
益
を
待
た
と
の
点

は
認
め
、
そ
の
余
は
争
う
。

6

伺
ム
ハ
は
争
う
。

同
七
は
争
、
っ
。

後
告
山
元
指
棋
士

制附
求
原
悶

-
の
市
中
笑
は
不
知
。

同
ニ
ー
の
っ
ち
破
産
者
フ
ジ
コ

1二 72 
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園
圃

K

ロ
ム
が
昭
和
四
七
年

一
O
月一

六
日
訟

立
さ
れ
た
こ
と
は
否
認
し
、
破
産
者
フ

ジ
コ
ロ
ム
が
各
級
娯
楽
機
械
の
製
造

・

販
売
等
を
目
的
と
す
る
会
砲
で
あ
る
こ

と
は
忽
め
、
そ
の
余
の
本
笑
は
不
知
。

同
二
2
の
う
ち
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
が
昭

和
五
三
年
一

一
月
上
旬
頃
か
ら
被
告
商

品
を
共
同
し
て
製
造
し
、
そ
れ
ぞ
れ

一

般
市
場
に
賃
貸
し
て
い
る
こ
と
は
否
認

し
、
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
が
そ
の
悶
明
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
被
告
鶴
岡
聞
を

一
般
市
場
に
販
売

し
て
い
た
こ
と
は
認
め
る
。
但
し
破
産

省
フ
ジ
コ
ロ
ム
は
、
現
在
は
販
売
し
て

い
な
い
。

3

間
三
1
ハ
門
の
う
ち
原
告
商
品
が

マ
イ
ク
ロ

・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
影
像
再
生
装
訟
に
よ

っ
て
、
そ
の
受
像
機
に
映
し
出
さ
れ
る

彫
像
を
主
体
と
し
て
、
遊
戯
者
が
ご
}
庄

の
操
作
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遊
戯
す

る
テ
レ
ビ
型
と
称
せ
ら
れ
る
ゲ

l
ム
?

シ
ン
の

一
一
様
で
あ
る
こ
と
は
不
知
、
そ

の
余
は
争
う
。
同
口
の
う
ち
原
告
主
張

の
遊
蛾
方
法
及
び
受
像
機
に
映
し
出
さ

れ
る
影
像
、
そ
の
変
化
の
態
様
が
、
従

前
の
テ
レ
ビ
型
ゲ

l
ム
マ
シ
ン
に
皆
然

の
特
係
性
と
新
規
性
を
備
え
て
い
る
と

の
点
、
不
正
競
争
防
止
法
一
条

一
項
一

号
に
お
け
る
出
所
表
示
の
機
器
陀
を
省
す

る
と
の
点
は
争
い

、
そ
の
余
の
事
突
は

不
知
。
原
告
出
問
ロ
聞
の
ゲ
|
ム
?
シ
ン
と

し
て
の
詳
細
は
、
別
冊
口
説
明
答
上
段

記
織
の
と
お
り
で
あ
る
。

同
三

2
H
な
い
し
凶
の
事
笑
は
不
知
、

同
個
の
事
笑
は
否
認
す
る
。

同
三
3
の
う
ち
被
告
商
品
の
外
形
的

形
態
が
阪
管
主
張
の
と
お
り
の
も
の
で

あ
る
こ
と
は
認
め
、
そ
の
余
の
事
実
は

否
認
す
る
。
被
告
商
品
の
構
成
の
鮮
細

は
別
冊
口
説
明
響
下
段
記
載
の
と
お
り

で
あ
る
。

同
一ニ
4
の
事
実
は
否
認
す
る
。

向
三

5
は
争
う
。

4

同
四

1
ハ
門
の
事
笑
は
不
知
、
附

口
は
争
う
、
問
自
の
事
笑
は
否
認
す
る
。

問
問
2
の
士
事
尖
は
不
知
。

同
国
3
ハ円
、
口
の
事
笑
は
不
知
、
同

ω、
仰
は
争
7
.

同
凶
4
は
各
う
。

5

同
五
の
う
ち
被
告
ワ
ー
ル
ド
ベ

(初
め
ん
に
綴
〈
)
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守

ゲームマシン
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第212号

ーズメン

1983年5月15日

ユ旬、、

(21) 

ア
ン
デ
ィ
ン
グ
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
が

呉
同
し
て
製
造
し
た
こ
と
、
製
造

・
販

売

・
賃
貸
数
量
が
六

O
O
O台
で
あ
る

こ
と
は
否
認
し
、

一
台
当
た
り
ニ
万
五

0
0
0円
の
利
益
を
得
た
こ
と
は
認
め
、

そ
の
余
は
争
う
。
破
産
者
フ
ッ
コ
ロ
ム

が
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら

仕
入
れ
販
売
し
た
被
管
商
品
は
、
昭
和

五
三
年
一

}
月
六
日
か
ら
同
月
二
凶
日

ま
で
の
間
に
合
計
二
一
一
台
の
み
で
あ

る。
6

問
中ハ
の
7
ち
、
そ
の
主
張
の
と

お
り
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
が
破
厳
宣

告
を
受
け
、
被
告
山
元
棋
士
が
破
産
管

財
人
に
選
任
さ
れ
た
こ
と
、
原
告
が
破

産
僚
椛
の
届
出
を
し
、
同
被
告
が
異
議

を
述
べ
た
こ
と
は
認
め
、
そ
の
余
は
争

、q
，。7 

同
七
は
争
う
。

被
告
ら
の
主
張

不
正
競
争
防
止
法
関
係

-

原

告
商
品
の
出
所
表
示
機
能
の

不
存
夜
パ
門
原
告
が
原
告
商
品
に
つ
き
出
所

表
示
機
能
を
布
す
る
と
主
張
す
る
も
の

の
う
ち
、
形
態
の
変
化
は
単
に
ゲ
|
ム

?
シ
ン
め
遊
び
に
必
要
な
彩
像
の
変
化

で
あ
り、

遊
戯
の
方
法
も
各
議

マ
イ
コ

ン
・
ゲ
ー
ム
機
の
一
部
を
変
化
さ
せ
た

に
す
宮
、
な
い
か
ら
、
ホ
問
回
聞
の
山
山
所
表
示

と
な
リ
う
る
ほ
ど
の
特
殊
性
を
有
し
な

口
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
は
、
原
告
が
原
血
口

商
品
を
発
表
し
た
と
主
張
す
る
昭
和
五

三
年
六
月
、
販
売
し
た
と
主
張
す
る
同

年
七
月
の
一
工
、
聞
か
月
後
の
問
年

-o

月
一
八
日
に
被
告
簡
白
川
を
発
表
し
、
同

年

-
τ月
に
そ
の
販
売
を
開
始
し
て
お

り
、
両
者
の
販
売
開
始
時
期
に
大
差
が

な
い
か
ら
、
原
告
主
張
の
崩
明
、
原
告
商

品
を
利
用
す
る
需
南
京
者
・
取
引
業
者
に

お
い
て
商
品
出
所
が
問
題
に
な
る
ほ
ど

長
期
間

「
原
告
商
品
の
影
像
」
な
ど
が

継
続
し
て
排
他
的
に
使
用
さ
れ
た
こ
と

は
な
い
か
ら
、

『
原
告
商
品
の
彩
像」

な
ど
が
術
品
出
所
表
示
の
機
能
を
有
す

る
ま
で
に
は
歪
っ
て
い
な
か
っ
た
。

田

原
告
・
納
品
の
名
称
「
イ
ン
ベ

l

ダ
l
ゲ
l
ム
」
中
の「
イ
ン
ベ

l
ダ

|
』

の
文
ι
吉
田
は
、
昭
和
五
三
年

一
O
月
の
時

点
で
、
後
記
の
と
お
り
、

一
般
に
「
宇

宙
な
い
し
地
球
外
世
界
か
ら
の
侵
略
者
』

を
窓
味
す
る
と
解
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

ゲ
|
ム
の
種
類
を
示
す
程
度
の
意
味
し

か
な
く
、
右
文
雪
国
一自
体
出
所
表
示
の
機

能
を
称
す
る
も
の
で
は
な
い
。

2

保
管
商
品
の
周
知
性
の
不
存
在

前
記
1
口
の
事
実
及
び
友
記
各
事
実

を
あ
わ
せ
考
威
す
る
と
、
被
告
ワ
ー
ル

ド
ペ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
破
縁
者
フ
ジ
コ
ロ

ム
が
被
告
商
品
を
展
示
発
表
し
た
昭
和

五
三
年
一

O
月
ま
で
に
、
原
告
主
張
の

影
像
、
そ
の
変
化
、
遊
戯
方
法
が
原
告

の
商
品
た
る
こ
と
を
示
す
べ
き
表
示
と

し
て
、
周
知
と
な
っ
て
い
た
と
は
い
え

・!・、
A
V

J
haw
-
w
 
ハ
門
昭
和
五
三
年

一
O
月
の
時
点
で

は
、
原
告
商
品
に
関
す
る
紹
介
記
事

・

戸
伝
広
血
門
等
の
殆
ん
ど
が
ゲ

1
ム
機
の

販
売
賃
貸
業
者
を
対
拍
車
と
す
る
業
界
誌

(紙
)
に
掲
判
制
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
か

ら
、
後
日
イ
ン
ベ

i
ダ
l
ゲ
ー
ム
機
の

設
竃
さ
れ
た
多
数
の
喫
茶
応

・
経
飲
食

詰
の
経
営
者
及
び
遊
戯
者
ら
に
は
一風
告

商
品
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。口

業

界

誌

{
紙
)
の
原
告
世間口聞の

紹
介
記
事

・
宣
伝
広
告
に
お
い
て
も
、

そ
の
遊
戯
方
法
の
記
載
が
あ
る
も
の
は
、

コ
イ
ン
ジ

ャ
ー
ナ
ル
昭
和
五
三
年
八
月

号
、
ゲ
ー
ム
マ
シ
ン
昭
和
五
三
年
八
月

一
五
日
号
よ
り
後
に
発
売
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
記
事

・
広
告
中

の
遊
戯
方
法
の
記
載
は
簡
単
で
あ
っ
て
、

受
像
機
の
映
像
、
そ
の
変
化
の
態
線
及

び
具
体
的
な
遊
戯
方
法
に
つ
い
て
は
記

判
制
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
、

一
般

遊
戯
者
に
と
っ
て
は
、
ゲ
ー
ム
マ
シ
ン

で
遊
戯
し
て
初
め
て
ゲ

l
ム
マ
シ
ン
め

受
像
機
の
映
像
、
そ
の
変
化
の
態
様
及

び
遊
戯
+
刀
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
に

す
ぎ
な
い
。

白
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

彼
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
は
、
昭
和
五
三
年

-
O月
一
八

・
一
九
の
両
日
、
ホ
テ
ル

コ
デ
ン
筒
泌
」
に
お
い
て
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
行
い

、
被
告
商
品
を
公
表

・
展
示

し
、
そ
の
後
も
極
々
の
手
段
を
用
い
て

宣
伝
活
動
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
、
現

在
に
お
い
て
は
、
イ
ン
ベ
|
ダ

l
ゲ
ー

ム
が
人
気
を
梢
附
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

原
告
の
み
な
ら
ず
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
及
び

• ~ 

上
記
期
間
に
認
可

・
更
新
進
な
い
し
輸
入
事
業
者
名
と

さ
れ
た

A
M
機
の
電
気
用
品
そ
の
所
在
地
、
④
型
式
区
分

型
式
搭
号
な
ど
の
デ
ー
タ
で
の
う
ち
定
格
電
圧
、
消
費
電

あ
る
。
今
回
こ
の
期
間
中
に
カ
、
⑤
屋
内
用
と
屋
外
周
の

は

「光
掘
削
応
用
遊
戯
総
呉
」

区

分
、
⑥

「
電
気
遊
戯
悠
」

の
認
可
は
一
点
も
な
か
っ
た
「
電
気
釆
物
』
の
場
合
の
種
別
。

こ

と

に

な

る

。

一

電

気

用

品
取
締
法
に
よ
り

記
載
姿
領
は
、
電
気
朗
白
川
該
当
す
る
電
気
周
回
聞
は
‘
裂

に
お
け
る
「
表
示
」
の
方
法
造
な
い
し
紛
入
、
販
売
に
際

を
基
準
に
、
の
型
式
認
可
番

し
認
可
、
表
示
さ
れ
て
い
る

号
、
②
認
可
年
月
日
、
@
裂
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い

る
。

電
気
遊
戯
盤

多
数
の
他
の
業
者
ら
の
宣
伝

・
販
売
活

動
に
よ
り
、
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

内
喝
一
v

原
告
問
回
聞
と
被
告
商
品
の
泌
問

の
お
そ
れ
の
不
存
在

原
告
商
品
と
被
告
衡
問
聞
と
は
、
そ
の

名
称
が
そ
れ
ぞ
れ

「
イ
ン
ベ

1
ダ
l
」

の
上
に
「
ス
ペ

ー
ス」

と
『
ワ
ー
ル
ド
」

の
苦
楽
を
冠
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

明
硲
に
殺
別
さ
れ
る
こ
と
、
外
形
上
の

差
異
が
あ
る
こ
と
、
被
告
商
品
の
遊
戯

方
法
及
び
影
山
祢
の
変
化
と
原
告
商
品
の

そ
れ
ら
と
が
、
別
冊
口
説
明
書
上
段
に

記
滅
さ
れ
た
原
告
頑
固
聞
の
説
明
と
問
説

明
書
下
段
に
記
載
さ
れ
た
被
告
断
固
聞
の

説
明
と
の
対
比
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ

う
に
全
く
出
荷
な
っ
て
い
る
こ
と
、
原
告

商
品

・
被
告
商
品
の
直
接
め
需
要
者
が

専
門
的
知
織
を
有
す
る

γ
lム
場
経
営

者
等
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
阿
世
間

口
附
を
混
同
す
る
お
そ
れ
は
全
く
な
い
。

ニ

著
作
権
法
関
係

ー

イ
ン
ベ

i
ダ
i
は
原
告
の
創
作

に
か
か
る
も
の
で
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、

S
F
小
説
の
古
典
で
あ

る
H
-
G
ウ
エ
ル
ズ
若

刀
干
街
戦
争
』

を
始
め
、
最
近
で
は
ア
メ
リ
カ
テ
レ
ビ

映
商

『{
芝
由
大
作
戦
」

(我
が
国
で
の

放
映
開
始
は
昭
和
五

O
年
頃
)
な
ど
、

S
F小
説

・
映
画

・
滋
画
等
に
お
い
て
、

極
々
の
「
イ
ン
ベ

l
ダ
i
」
と
称
す
る

生
物
が
考
案
さ
れ
て
い
る
止
に
、
右
生

物
の
形
態
を
と
っ
て
み
て
も
、
ウ
エ
ル

ズ
が
そ
の
作
中
の
イ
ン
ベ

|
ダ

i
を
海

中
の
生
物
で
あ
る
蛸
機
の
も
の
と
表
現

し
て
以
来
、
「
原
告
商
品
の
原
岡
」
伺

様
の
生
物
類
似
の
も
の
は
、
原
告
出
向
ロ
聞

の
発
袋
以
前
か
ら
無
数
に
存
殺
し
て
い

'
J
』。の

4

た
も
の
)
、
及
び
そ
れ
を
映
像
化
し
た

『原
告
商
品
の
影
像
」
は
先
人
の
紋
倣

で
あ
り
、
か
つ
単
な
る
桜
綴

・
図
案
と

み
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
著
作
権
法
上

の
著
作
物
た
り
得
な
い
。

4

原
告
が
著
作
物
と
主
張
す
る
「
原

告
商
品
の
原
副
」
は
、

「
原
告
尚
口州の

彩
像
」
と
し
て
受
像
機
ト
J

に
映
し
出
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
第
三
者
に
公
表
さ
れ

て
い
る
「
イ
ン
ベ

l
ダ
l
L
は
、
受
像

機
に
映
し
山山さ
れ
て
い
る

『
原
告
商
品

の
影
像
」
で
あ
る
。
と
ニ
ろ
が
都
主
者

が
「
原
告
期
間
回
聞
の
影
品
開
」
か
ら

「
原
告

商
品
の
原
岡
」
を
想
像
す
る
こ
と
は
、

両
者
の
相
違
が
大
き
い
た
め
に
不
可
能

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
原
告
尚
白
川
の
叙

像
」
が
「
原
告
商
品
の
原
図
』
の
絞
製

物
と
は
い
え
な
い
し
、

「
原
告
商
品
の

原
岡
」
を
も
っ
て
者
作
権
法
上
保
設
さ

れ
る
著
作
物
に
当
た
る
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

四

原
告
の
反
論

(
時
間
)

一
被
告
ら
の
主
張
ニ
ー
に
つ
い
て

原
告
は
、

「イ
ン
ベ

l
ダ

i
」
を
釜

惣
上
の
生
物
で
あ
る
か
ら
創
作
的
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く、

宇
宙
笠
間
へ
侵
入
す
る
向
詳
細
心上
の
生
物

を

「
原
告
陶
品
の
原
岡
」
の
各
「
イ
ン

ベ
|
ダ
|
」
と
し
て
絵
固
化
し
て
創
作

的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
布

「イ
ン
ベ

l
ダ
l
」
は
著
作
権
法
上
の

著
作
物
で
あ
る
と
、主
張
し
て
い
る
の
で

金

m'o
。
被
告
ら
ま
恨
の
よ
う
に
過
去
に
蛸
様

の
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
た
波
面
等
が

存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
著
作
物
の

伺

一
一
伎
の
荷
加
燃
は
、

州
象
的
な
概
念
又

は
ア
イ
デ
ア
の
向

}
あ
る
い
は
類
似
性

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
こ
の
抽
象
的
概

念
等
が
具
体
的
に
表
現
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
判
断
決
定
が
な
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
か
ら
、

「
原
告
自
岡
田
聞
の
原
幽
」
が

創
作
的
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

〕一

同
二
2
に
つ
い
て

著
作
物
の
定
義
に
関
す
る
著
作
彬
法

二
条

一
一
項
一
号
の
「
文
芸

・
学
術

・
美

術
文
は
音
楽
の
純
聞
に
印刷
す
る
も
の
」

と
は
、
文
芸

・
学

術

美

術

・
音
楽
と

い
う
知
的
文
化
的
包
括
概
念
に
属
す
る

Jυ
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
人
間
社

(η
め
ん
に
続
く
)

原
告
は

『
原
告
出
向
口
剛
の
原
画
」

を
も
っ
て
絵
肉
と
し
て
の
著
作
物
に
当

た
る
と
、
主
張
す
る
け
れ
ど
も
、
著
作
物

た
る
絵
画
は
鑑
賞
の
対
象
た
り
う
る
ほ

ど
の
内
容
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、

「
イ
ン
ベ

l
ダ
!」

で
あ
る

「
原
此
口
商
品
の
原
岡
」
に
鐙
賞
の
対
象

た
り
う
る
ほ
ど
の
美
術
性
が
あ
る
と
は

い
え
な
い
。

3

し
た
が
っ
て
、

「
原
告
商
品
の

原
画
」
を
も
と
に
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

に
記
憶
せ
し
め
ら
れ
た
情
報
で
あ
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
別
紙
第

七
日
録
付
は
こ
れ
を
可
視
的
に
表
現
し
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マ
引

'
2
4
9
8
0
(二

胃

v
引

'
2
4
9
7
9
(J
二

月
五
日

)H
京
楽
産
業
側
(
愛

月
五
日

)H
京
楽
産
業
側
(愛

知

)
、

o
o
v、
ニ
O
W
、

知
)
、

一
O
O
v、
ニ
O
w、
田
庄
内
用
、

パ
チ
ン
コ
銭
。

電
子
応
用
器遊
具戯

(時
間
)

(十
二

月
二
十
二
日

)
H側
テ
l
カ

ン
(
東
京
)
、

-O
O
v、

一
一二
O
w、
屋
内
用
。

胃

V
M
N
'
2
2
8
4
(十
二

月
二
十
三
日

)
H附
三
旺
電

機

(神
大
川
川
)
、

一
O
O
V、

六
五
W
、
同居
内
則
。

冒

v
町田

'
2
2
9
4
(昭
和

五
十
七
年
一
月
十
四
日

)
H

側
ナ
ム

コ

(東
京
)
、

FO

O
V、
士

一五
W
、
屋
内
用
。

官

V出
ω
'
2
3
3
0
(三
月

十
五
日

)
H
側
ナ
ナ
オ
(
石

川
)
、

一
O
O
v
、
九

一
w
、

泌
内
用
。

官

v
m
m
'
2
3
3
3
(三
月

二
十
日

)
H附
コ
ロ
ナ
商
事

(大
阪
)
、

一
O
O
v
、

一

O
六
W
、
屋
内
問
。

V
M
W
・2
3
3
4
(三
月

ニ
イ
臼

)
1附
コ
ロ
ナ

-M市
中

(大
阪
)
、

-
O
O
V、
一

O
大
W
、
屋
内
問。

• ' 

〔 ホラ、子供達の笑顔が見えてくる.ゲ】

ちゃん
ミユ

ヲジSゃんステッパーミスヲーモワ・ラ

仕様 ・定員4名、寸法2mXO.8摘、会高I. 5偽
可V91-16321PAT. PEND 

仕縁。定員4名、寸港I.89 
'W91-19458 PAT. PEND. 

仕4量マ寸法0.85-X 1.2薦、識さ1.8""
コインシューター100円
可f91-26038PAT. PEND. 

仕様。寸法0.85凋 XI.I旬、高幸I.SS側
ヨインシ"'-~ -、 100円
可P91-26038

L.E.Drプラス lJの主な特徴。
・ワン少ソチ取付けOK。タイト一式iW本!i西日線不安

・当たりの確率、H重額。
x'・% ・.)i'xo.，l{，・.l(.・.l{.
・クレジット基板の機能も装備。

2QITI...1ゲーム、 30111'"'1ゲーム

401可叫lゲーム、 50円・.1ゲーム

ω内司lゲー人 100阿(50円・
10阿)→1ゲーム、 100PJ(50円・10問)....2ゲーム

・いたずら防止図路内歳。'jt:子ライタ一、針金等・DEMO中のL.E.D.袋示ON/OFF切換え可能。
実用新案鷲録〈出鰍涜〉

01.. 
TVゲー
ライバル・キラーも

当たりチャイムが鳴ったら

その場でCREDITがプラス・ワン

まずは、そのし〈みをご説明Lましょう。 TVゲーム

にコインを投入すると、 経tkなメロデ況に合せてL.E.D

(~ê光ダイオー ド}が~ります。そして、もしセンターグ

リーンのしE.Dで止まったら、当たりチャイムが的っ

てクレジットカ曾フ。ラス・ワン

される、心、うちの。ゲーム

マニアたちじはIlfJき逃せな
い↑古載です。 また、 コスト・

パフォーマンスは抜群。常条約にふ他1ぷtの差別化

や売上11'アップが|主lれます。 そして、さらに注目すべき
ことは陥j品川倣 としての半泳久情。ゲームの流行に

1.r.右されることなれ、つまでちご利用いたた'けます。

本
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会
の
制
的
に
関
す
る

mM川
情
動
た
る
思

忽

χ
は
感
情
を
創
作
的
に
郎
副
川
叫
す
る
も

の
で
あ
る
限
リ
、
文
芸

・
学
術

・
美
術

又
は
音
楽
の
い
ず
れ
か
の
範
闘
に
属
す

る
著
作
物
と
解
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ

れ
に
該
当
す
る
以
上
、
中
-
絞
殺
作
物
が

持
制
の
対
象
‘
あ
る
い
は
鑑
伐
の
対
象

と
な
リ
う
る
か
百
か
は
著
作
物
性
の
わ
仰

燃
を
決
定
す
る
後
件
と
な
る
も
の
で
は

わ跡、
。判

決

理

由

(
:
:
:
)
、

M
m
告
の
目
的
、
営

業
内
山
骨
、

M
m
h
n
商
品

{山間
同
州
私
ス
ペ
ー

ス
・
イ
ン
ベ

l
ダ

l
)
に
附
す
る
約
ボ

以
同

一
の
が
突
を
認
め
る
ニ
と
が
で
き

'o
。二

議
求
原
因
一

一ー
の
っ
ち
、
彼
告

ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
附
和
五
三

年
七
月
間
日
に
設
立
さ
れ
、
科
目
惜
娯
楽

機
械
の
製
芯

・
版
七
冗
・
貸
付
等
を
目
的

と
す
る
会
社
で
あ
る
こ
と
‘

川
被
血
円
が

附
利
五

七
年•. 

月
上
旬
以
か
ら
織
作

術
品
を
・
般
市
助
に
版
先

・
口
貸
し
、

似
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
と
の
共
制
で
あ
る

か
ど
う
か
は
し
ば
ら
く
お
き
、
被
告
商

品
を
製
造
し
て
き
た
こ
と
は
、
原
告
と

阿
被
告
と
の
附
に
争
い
が
な
く
.
般
車
出

お
フ
ジ

コ
ロ
ム
が
各
種
似
山
問
機
械
の
製

逃

・
阪
先

・
貸
付
制
寸
を

M
的
と
す
る
会

社
で
あ
リ
、

mh刊
五
:
.
年

.

月

上
旬

引
か
ら
被
告
商
品
を

↑
般
市
場
に
販
売

し
て

い
た
ζ

と
は
原
告
と
破
産
者
フ
ジ

コ
ロ
ム
と
の
聞
に
争
い
が
な
い
。

そ
し
て
、

(ei--)
に
よ
る
と
、
彼

北
口
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
日
的
、

被
符
商
品
の
裂
芯
に
つ
い
て
の
前
記
事

実
は
被
告
山
厄
奨
上
と
の
附
係
に
お
い

て
も
.昨

mmお
フ
ジ
コ
ロ
ム
の
門
的、

被
告
尚
口
仰
の
販
売
に
つ

い
て
の
前
記
事

実
は
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

の
関
係
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
、
ま
た
、

被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
破
産

者
フ
ジ
コ
ロ
ム

(昭
初
凶
七
年
，

O
月

J

L

ハ
日
設
伝
)
と
は
、
附
和
五
}六
年
九

川
，則
川
被
告
が
拙

Z
H商
品
を
製
造
し
て

フ
ジ
コ
ロ
ム
が
こ
れ
を
販
必
ず
る
品
川
の

A
H
怠
を
し
、
同
年

.
0
月

一
八
、

一
九

の
向
日
東
京
晴
海
に
お
い
て
、
お
両
者

が
共
同
で
剛
開
催
し
た
破
態
省
フ
ジ
コ
ロ

ム
の
顧
客
対
象
の
謝
恩
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

第三時郵便物認可ゲ ー ムマシン
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-
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麻雀とゲームが合体/ゲームしながら麻雀が楽

しめます。麻雀過の“アナタ"はもちろん、麻雀

を少ししか知らない“あなた"も存分に楽しめる

ゲーム/それがこの“ミスター・ジャン"です。

の

mLLで
似
品
川口
U

附
M

州
を
発
炎
し
、
同
年

一

.
Hか
ら
、
川
被
血H
が
彼
此
円
期
間
口
聞
を

割
高
治
し
て
破
旅
お
フ
ジ
コ
ロ
ム
に
先
波

し
、
叶
暇
熊
名
フ
ジ
コ
ロ
ム
が
こ
れ
を
全

国
各
地
の
業
者
に
販
売
又
は
賃
貸
し
た

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
右
認
定
を
左
布

す
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
.

}-
-
ま
ず
、
川
m
k
口
商
品
の
胤
隅
成
と
そ

の
周
知
怜
の
'川畑
却
に
つ
い
て
検
肘
す
る
・

前
記
.
で
認
・
V

庄
の
が
実
に
、

{
:
:
)

を
総
令
す
る
と
.
次
の
事
実
を
山
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

ー

訴
外
パ
シ
フ
イ

y

ク
工
業
は
、

原
告
及
び
そ
の
代
ぷ
取
締
役
の
全
額
山

資
に
か
か
る
ゲ

l
ム
マ
シ
ン
の
製
造
等

を
日
的
と
す
る
会
社
で
あ
る
が
‘

M
N

で
製
法
さ
れ
た
ら
の
は
.
す
べ
て
原
作

を
通
じ
て
以
作
の
製
品
と
し
て
販
売
さ

れ
て
い
る
。
町
立
判
所
回
聞
は
、
訴
外
パ
シ

フ
ィ

ッ
ク
工
業
に
お
い
て
昭
和
五
二
年

一
月
頃
そ
の
附
発
に
着
手
し
て
昭
和

五
よ
年
六
川

一
三
日
に
完
成
さ
れ
、
附

年
六
H
円
.
a
ハ
日
に
東
京
の
原
告
本
社
ピ

ル
(
川
郎
作
の
川
説
本
山
伯
品
川
住
地
)
‘
次

い
で
一同
川
-一

.
日
大
阪
市
中
之
島
の
間

際
貿
易
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
原
血
円
の

新
製
品
発
品
副
会
に
出
展
さ
れ
、
そ
の
後

同
年
七
月
以
降
、
会
問
に
所
在
す
る
ゲ

ー
ム
湯
施
設
.
喫
茶
病
そ
の
他
に
設
飽

き
れ
.
あ
る
い
は
原
告
の
直
営
ゲ

l
ム

織
に
お
い
て
使
則
さ
れ
て
き
た
@

似
品
川
は
、
附
仰
丘
:
・
年
ヒ
月
41

・

u

訴
外
パ
シ
フ
ィ

ッ
ク
-L
業
と
の
聞
で
、

原
告
尚
u
附
の
製
泣
に
関
し
て
訴
外
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
工
業
の
占
制
す
る
す
べ
て
の
ノ

ウ
ハ
ウ

{イ
ン
ペ

l
ダ
l
の
絵
商
と
し

て
の
著
作
権
を
含
む
)
を
譲
り
受
け
、

国
体
化
口
問
白
川
の
販
売
他
を
原
告
が
専
有
し
、

こ
れ
を
版
併
の
商
品
と
し
て
阪
光
す
る

旨
の
契
約
を
し
た
・

2

似
L
m
H
訓川口川
は
.
マ
イ
ク
ロ

・
コ

ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
-
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
影
像
再
生
装
中
市
に
よ
っ
て
.
そ
の
受

像
機
に
映
し
出
さ
れ
る

「原
告
商
品
の

影
像
」
を
、モ
休
と
し
て
遊
厳
者
が
一
定

の
操
作
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遊
験
す

る
テ
レ
ビ
惚
と
林
せ
ら
れ
る
ゲ

l
ム
マ

シ
ン
の
a

M

州
で
、
別
紙
第
・

U
H附
記
載

の
テ
ー
ブ
ル
憎
の
も
の
と
.
別
紙
約
一
-

目
録
花
械
の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
砲
の
も
の

と
の
ご
級
制
酬
が
あ
る
。

原
告
出
間
口
州
受
像
機
に
映
し
出
さ
れ
る

イ
ン
ベ

l
ダ
ー
を
主
体
と
す
る
各
級
影

• • 

"ミスター・ジャン"を操作し、"ノーテン君"

を退治しながら手騰に麻雀役を完成させて

下さい。麻雀の初心者の方も、存分に楽し

めます。

点数がスコア一、タイムに

加算されるタイマー方式。

2人康面・ロンn.を生んだ、ザン
リツの_.:1ーザーム.孟隆義量五司E

.ジャンドy・が置に畳喝グ位の

al.iIiピデ本ゲームとl;比類寧き量主

力を絡め、本物のもつフィーリン

グ聖心力、も様わえます.

九種流れがて)(，、てます。

品開
と
ゲ
|
ム
の
近
行
に
応
じ
た
こ
れ
ら

の
影
山
怖
の
変
化
の
態
織
は
、
別
附
け
泌

明
歌
川上
段
記
載
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、

従
来
の
テ
レ
ビ
型
ゲ
ー
ム
険
に
は
み
ら

れ
な
い
特
殊
性
と
新
規
性
を
布
、す
る
む

の
で
あ
っ
た
。
柏
村
に
、
従
米
の
ゲ

i
ム

機
が
遊
戯
お
か
ら
の
，

十
月
的
攻
撃
に
よ

り
仰
内
…
を
銭
っ
て

い
た
の
に
対
し
‘
川町

此リ
M
n川
に
お
い
て
は
‘

「
原
作
山
間
同
州
の

M
W
伶
」
を
主
体
と
す
る
イ
ン
ベ

l
ダ

l

併
を
、
遊
戯
お
が
パ

リ
ヤ
後
方
に
位
波

す
る
ビ
ー
ム
砲
に
よ
り
射
輸
相

・
消
滅
さ

せ
る
の
み
な
ら
ず
、
十
江
省
に
ω
仲
動
す
る

イ
ン
ベ

l
ダ

l
鮮
か
ら
も
遊
戯
者
の
ビ

ー
ム
抱

・
パ
リ
ヤ
に
対
す
る
ミ
サ
イ
ル

攻
懲
を
仕
働
け
て
く
る
の
で
、
滋
戯
お

に
は
拘
跡
地
抽
叩
叫
汁
が
桜
ボ
さ
れ
る
、
と
い

う
対
戦
形
式
が
ぱ
ら
れ
て
い
る
こ
と
.

得
点
が

mす
に
つ
れ
て
イ
ン
ベ

|
ダ
ー

の
左
布
へ
の
移
動
速
度
、

イ
ン
ベ

l
ダ

ー
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
頻
度
b
m

し
て
く
る
こ
と
な
ど
の
点
に
新
規
性
と

特
係
伎
が
み
ら
れ
た
。

3

山
削
必
M
m
h
口
の
新
製
品
発
表
会
の

際
.
点
以
会
均
に
は
・h
O
O名
似
の‘

大
阪
会
場
に
は
阿

O
O私
的
凡
の
同
業
者
・

卸
売
業
活

・
遊
戯
場
経
営
者
等
の
来
場

者
が
あ
リ
、
原
告
商
品
が
会
場
で
直
ち

に
か
な
リ
の
注
文
を
受
け
る
ほ
ど
の
注

円
を
浴
び
た
。
阪
告
は
、
訴
外
パ
シ
フ

ィ
ッ

ク
工
業
の
製
造
す
る
似
此
円
商
品
を
、

A
K
同
約
七

O
館
所
あ
る
似
作
狩
業
所

・

山
川
似
品
川
を
通
じ
て
.
間
附
加
刊
五
... 年
・
じ
月

か
ら
販
売

・
賃
貸
を
開
始
し
た
が
.
そ

の
数
回
M
は
附
年
九
月
末
H
ま
で
に
合
計

約
-一

O
O
O台
、
附
年

O
月
末
日
ま

で
に
合
計
約
七

O
O
O
A
n
(テ
ー
ブ
ル

型
と
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト
型
の
比
率
は
わ
ね
わ
ね

よ
そ
二
対
.
)
‘
例
年

一
て
川
末
日
ま

で
に
合
計
・
・
万

J
.
0
0
0品川
(
テ
ー
ブ

ル
盟
と
ア
y
プ
ラ
イ
ト
酬
ー
の
比
中
は
お

い
ね
よ
そ
:一
対

こ

に
述
し
、
そ
の
後
昭

如
刊
ド
凡
阿
年
七
月
ま
で
に
泌
次
附
加
し
.

ほ
か
に
、
原
告
は
、
昭
和
五
=一
年
-
二

月
頃
か
ら
昭
和
五
四
年
八
月
頃
ま
で
、

対
価
を
得
て
他
社
に
対
し
て
原
告
商
品

と
同
.
の
イ
ン
ベ
|
ダ
|
ゲ
l
ム
機
の

製
泣
訴
ぷ
を
し
た
が
‘
そ
の
数
は
約
・

0
.h
ム
H

に
込
し
た
・

以
告
は
、
お
販
売

・
れ
貸
開
始
以
後

間
初
五
・
七
年

.
O
月
末
円
ま
で
の
附
に
‘

原
告
酪
口
聞
の
外
形
的
特
徴
、
イ
ン
ベ

l

ダ
ー
の
終
像

(「原
告
商
品
の
影
像
」
)、

開発元サンリツ電気株式会社
干229神奈川県相機原市干代図2-6-23tt 0427(52) n01代表

製造発売元 株式会社キ ワ コ
干229神奈川県相模原市劃j野辺1092-3tt0427(59)2131代表

塁側涼宣ー

影
品
川
の
変
化
め
柑
邸
側
‘
遊
戯
万
法
の
慨

略
に
開
し
、
パ
ン
フ
レ
ア
ト
を
全
一
川
の

遊
戯
機
続
安
品
引
等
に
配
布
し
、
別
紙
(け
.

伝
雑
誌
等
一
覧
表
記
載
の
と
お
り
雑
誌

等
に
古
伝
広
告
を
掲
載
し
て
宣
伝
に
努

め
た
が
、
業
界
誌
等
で
も
ニ
れ
ら
の
紹

介
伊
山
市
や
が
仰
向
峨
さ
れ
.
テ
レ
ビ
密
飢
で

も
原
作
尚
u
川
の
人
気
の
隙

''r地
ず
が
紛
介

さ
れ
た
.

4

収
竹
山
間
M

山
は
、

ゲ
l
ム
胤
切
に
山川

え
つ
け
ら
れ
る
や
前
況
の
将
像
作
及
び

新
規
性
か
‘
旬
、
東
京

・
大
阪
等
の
大
都

市
を
中
心
に
遊
戯
者
の
人
気
を
集
め
、

昭
和
五

一年

一
O
H月
嗣
明
か
ら
は
大
流
行

と
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
に
前
必

3
の
と

ね
り
の
附
利
・ム
7

・年・

O
M
ぶ
ま
で
の

販
必

・
代
行
輸
干
の
悠
Hm及
び
数
民
.
業

界
誌
等
に
よ
る
叙
介
、
原
作
に
よ
る
1
・

伝
活
動
等
も
加
わ
っ
て
、
遅
く
と
も
附

和
五
三
年

O
月
末
日
に
は
、
日
本
会

闘
に
わ
た
っ
て
ゲ

i
ム
場

・
喫
茶
山
の

経
営
者

・
遊
戯
者
等
の
需
要
者
に
、
原

告
商
品
の
受
像
機
に
映
し
出
さ
れ
る
別

紙
第
六
H

U
M
け

・
八
日
及
び
別
冊
円
必
明

A
K段
必
械
の
イ
ン
ベ

i
ダ

1
を
主
体

と
す
る
作
抑
制
脚
品
開
と
、
ゲ
ー
ム
の
進
行

に
応
じ
た
ニ
れ
ら
影
像
の
変
化
の
態
附
慨

は
、
原
告
の
出
向
白
川
で
あ
る
こ
と
を
示
す

む
の
と
し
て
、
広
〈
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

以
上
の
いや
突
が
認
め
ら
札
、
布
認
定

を
左
れ
す
る
に
足
リ
る
証
拠
は
な
い
。

布
市
け
災
に
よ
る
と
、
似
合
高
川
口
聞
の
受

像
機
に
映
し
山
さ
れ
る
前
記
イ
ン
ベ

l

ダ
ー
を
主
休
と
す
る
各
禄
影
像
と
ゲ
ー

ム
の
進
行
に
応
じ
た
こ
れ
ら
影
像
の
変

化
の
態
様
は
、
そ
れ
自
体
商
品
の
出
所

を
炎
示
す
る
・}
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
は
な
い
け
れ
ど
ら
、
遅
く
と
も
昭
如
刊

五
ぺ
年
・

0
川
米

H
に
は
、
取
引
ト
一三

次
的
に
以
作
山
間
口
川
の
山
刷
所
災
.. 小
の
出
川
抽
出

を
備
、
え
る
に
至
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
不
正
俊
争
防
止
法
一

条
-
項

}
号
の
規
定
に
い
う

「他
人
ノ

商
品
タ
ル
コ
ト
ヲ
一
不
ス
表
示
」
と
し
て
、

そ
の
頃
殺
が
同
に
お
い
て
周
知
に
な
っ

た
ら
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

開
次
に
、
被
告
商
品
の
凶
桝
成
法
び

原
告
間
同
州
と
の
川
山
川
の
わ
ね
そ
れ
の
わ引幅削

に
つ

い
て
判
断
す
る
。

被
止
門
商
品
の
外
形
的
形
態
が
原
告
主

張
の
と
お
り
{
請
求
原
因
:
一
3
)
で
あ

(
M
H

め
ん
に
続
く
)

野原にはくだものがいっぱい…

ディンゴにじゃまされないうちに

くだものをたくさん取っちゃあ、う!
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る
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
い
が
な
く
、

彼
告
商
品
の
織
成
が
そ
の
受
像
機
に
映

し
出
さ
れ
る
「
被
告
商
品
の
影
像
」
を

主
体
と
し
て
い
る
こ
と
は
版
告
と
被
合

ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
の
聞
で
争

い
が
な
く
‘
原
告
と
純
血
H

山
元
奴
ふ
し
と

の
附
で
は
弁
治
の
ん
上
回
芝
山
に
よ
り
ニ
れ

を
認
め
る
ニ
と
が
で
き
る
と
ニ
ろ
、
(
:
・

)
に
よ
る
と
、

被
管
雌
門
川
の
会
抽
出
機

に
映
し
出
さ
れ
る
作
M
m
影
像
と
ゲ
|
ム

の
進
行
に
昨
附
し
た
・
』
れ
ら
影
山
聞
の
変
化

の
曲
邸
機
は
‘
別
冊
け
必
附
明
山
内
ド
帥
は
U
山山
酬

の
と
わ
O

リ
で
ゐ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

ト
伯
の
各
締
影
像
と
彩
像
の
変
化
の
仙
脇

陣
慨
を
前
記
円
一
で
認
定
の
原
作
商
品
の
そ

れ
と
対
比
す
る
と
、
プ
レ
イ
オ
フ
時
に

お
い
て
、
原
告
商
品
は
、
「
T
A
I
T

O
C
O
R
P
O
R
A
T
I
O
N
¥
S
 

P
A
C
E
I
N
V
A
D
E
R
S
」
と

表
示
さ
れ
る
の
に
対
し
、
被
告
陶
白
聞
は
、

『

W
O
R
L
D
V
E
N
D
I
N
G

C
O
R
P-」
「
W
O
R
L
D

I
N
V

A
D
E
R
』
と
表
示
さ
れ
る
点
が
棉
途

す
る
ほ
か
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

の
内
容
、
向
…
敏
表
一
不
等
に
多
少
の
相
逃

が
み
ら
れ
る
。

記
に
、
フ
レ
イ
時
に
お
い
て
、
被
告

商
品
で
は
向
得
点
と
な
る
に
従
っ
て
ミ

サ
イ
ル
の
速
度
が
酬
明
す
よ
う
に
設
定
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、
川
郎
作
商
品
の
ミ

サ
イ
ル
に
は
、
こ
の
よ
う
な
設
定
が
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
、
川
相
山
山
円
商
品
で
は
、

令
部
の
イ
ン
ベ

i
ダ
ー
が
消
滅
す
る
と

続
た
に
前
と
M
形

・
川
徹
の
一

mmが
山
川

よ
り
一
段
w
培
地
帯
リ
の
位
低
に
山
山
川叫
し

て
戦
闘
が
続
行
さ
れ
、
そ
の
た
め
イ
ン

ベ
l
ダ
!
の
隊
列
が
再
出
現
す
る
皮
に

ビ
i
ム
砲
基
地
と
の
間
隔
が
狭
ま
り
、

ゲ
l
ム
の
進
行
に
伴
い
次
第
に
高
度
の

校
最
が
要
求
さ
れ
る
設
定
と
な
っ
て
い

る
の
に
対

L
.
被
告
商
品
で
は
、
全
部

の
イ
ン
ベ

l
ダ
ー
が
消
滅
す
る
と
、

段
差
地
寄
り
の
位
置
に
イ
ン
ベ

i
ダ
l

群
が
出
現
し
(
再
プ
レ
イ
)
ゲ

l
ム
が

H

続
行
さ
れ
る
こ
と
は
原
告
商
品
と
同
じ

で
あ
る
が
、
そ
れ
を
消
滅
さ
せ
て
も
原

告
商
品
の
よ
う
に
更
に

一
段
築
地
寄
り

の
位
置
に
イ
ン
ベ

l
ダ

l
群
が
出
現
す

る
の
で
は
な
く
、
碍
プ
レ
イ
時
と
同
位

置
に
出
現
す
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
被
告
商
品
の
万
が
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
速
度
の
ば
ら
つ
き
が
目
立
つ
こ
と
.

そ
の
他
両
市
川
n
聞
に
は
、

U
F
O
の
出
現

E車摩連主連25躍翻
E 

' • 
ゲーム環境の

ホットなカラーコンビ‘ネーションが

プレーヤーを熱くする。
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快なおいらは

“販制

方
向
、
そ
の
撃
墜
叫
刊
の
点
数
.
ビ
ー
ム

砲
追
加
の
た
め
の
得
点
、
ビ

i
ム
砲
の

移
動
範
問
等
に
つ
い
て
恭
子
の
相
違
が

認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
被
告
間
品
の
受
品
問

機
に
映
し
山
さ
れ
る
影
像
は
、
そ
の
主

体
を
な
す
:
・
M

刊
の
イ
ン
ベ

l
ダ
ー
を
は

じ
め
、

U
F
O
-
J.
M刊
の
ミ
サ
イ
ル

・

ピ
|
ム
他

・
パ
リ
ヤ
等
の
終
的
彬
仰
が

す
べ
て
以
作
商
品
の
そ
れ
と
同

一
で
あ

る
か
、

V

入
は
航
似
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
の
み
な
ら
ず
、
被
告
商
品
に
む
け

る
こ
れ
ら
イ
ン
ベ
|
ダ
ー
が
、
-
列
一

二
例
の

h
，
列
横
隊
で
だ
布
に
移
動
し
つ

各
様
影
像
と
ゲ
|
ム
の
進
行
に
応
じ
た

こ
れ
ら
影
像
の
変
化
の
態
同
時
と
同
一
文

は
陥
似
の
‘
ゐ
什
M
m
影
品
開
と
影
品
聞
の
変
化

の
態
帥
慨
を
そ
の
受
像
機
に
映
し
出
す
も

の
で
あ
っ
て
、
祉
岡
山
山
口
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ

ィ
ン
グ
が
彼
合
商
品
を
製
造

・
似
b
M
し
、

破
節
約
ヴ
ジ
コ
ロ
ム
が
織
作
ワ
ー
ル
ド

ベ
ン
デ
4
ン
グ
か
ら
こ
れ
守
口
入
れ
版

先
-
w
H
貸
し
た
行
為
は
、
被
作
ぃ
州
H

州
を

脈
血
円
商
品
と
・
引
m
Mさ
せ
る
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
・

.h

巡
ん
で
、
被
告
ワ
ー
ル
ド
ペ

ン

デ
ィ
ン
グ
及
び
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
に

不
正
銃
争
防
止
法
に
穆
づ
く
狐
害
賠
償

• 

ン
ベ
!
ダ
!
の
映
像
及
び
際
化
日
前
回
聞
の

機
械
的
動
作
が
原
作
尚
日
仰
の
特
徴
を
・不

し
て
お
り
、
十
削
映
出
陣
の
形
態
肉
体
が
版

何
点
間
口
聞
の
山
一
州
災
ぷ
の
機
能
を
叫
ば
ん
で

い
る
こ
と
、
し
た
が

っ
て
、
原
作
尚
円
山

に
矧
似
す
る
ぶ
映
像
を
、
正
体
と
す
る
術

品
の
製
泣
似
必
行
為
は
不
正
帥
闘
争
防
此

出
問
。
弘
制
。
酬
明
ひ
い
ψ
ー
た
る
の
で
.
ト
引

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
い
仙
出
帆
さ
れ
た
術
品
の

製
込

・
似
必
を
し
な
い
よ
う
に
と
の
り

作
を
発
し
て
い
る
こ
と
.
川
m
h
u
は
.
M

じ
く
υ
川
川
阿
川
剣
述
の
内
科
証
明
郎
使
に

よ
る
H
H
ぶ川
で
被
作
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
対
し
て
、
破
品
開
お
フ
ジ
コ
ロ
ム

， 

、
• 

• 

.， 

-ゴ、'J.
』・』

J-hgf昇、デ
ヱマ了 、
.ノ1宅宍fru

くお

、， 

， 
、

つ
ビ

l
ム
砲
等
に
対
し
て
ミ
サ
イ
ル
攻

慾
を
仕
掛
け
て
く
る
の
を
、
遊
験
者
が

回
避
し
つ
つ
ピ
|
ム
砲
で
イ
ン
ベ
|
ダ

|
群
及
び
イ
ン
ベ

i
ダ
ー
の
後
方
に
時

折
出
現
す
る

U
F
Oを
敵
小
破
す
る
と
い

う
対
戦
形
式
も
含
め
て
‘
ゲ
ー
ム
の
進

行
に
応
じ
て
攻
わ
れ
る
各
種
影
像
の
変

化
の
削
除
機
は
、
原
告
商
品
に
お
け
る
そ

れ
と
謀
本
的
に
同

一
で
あ
る
、
と
認
め

ら
れ
る
。

お
事
笑
に
よ
れ
ば
、
被
告
商
品
は
、

前
記
阪
台
出
問
n
州
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表

示
と
し
て
の
、
そ
の
受
像
機
に
映
し
出

さ
れ
る
イ
ン
ベ

l
ダ

l
を
主
体
と
す
る

義
務
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
み
る
。

(
:
:
:
)
に
よ
る
と
、
阪
告
は
、
昭

和
五
三
年
一

O
月
一
六
日
到
達
の
内
符

証
明
郵
便
に
よ
る
禽
日
間
で
破
産
者
フ
ジ

コ
ロ
ム
に
対
し
て
、
原
告
商
品
が
原
告

の
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
・
}
と
は
ア
ミ

ュ
ー
ズ
j

ン
ト
(
鋲
楽
)
業
界
等
に
閃

知
で
あ
る
ニ
と
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム

を
製
造
発
売
・
厄
と
印
刷
し
て
あ
る
「
フ

ジ

・
ス
タ

l
・
イ
ン
ベ
|
ダ
|
」
の
・
断

品
名
の
記
載
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

入
手
し
た
が
、
ト
相
パ
ン
フ
レ
ヴ
ト
か
ら

刊
現
わ
れ
る
商
品
は
原
告
商
品
と
出
閉
め
て

頬
似
し
て
い
る
ニ
と
、
川
町
止
H

ぃ
附
内
川
の
イ

に
対
し
て
な
し
た
の
と
同
-
内
山
谷
の
も

の
に
加
え
て
、
同
被
告
が
「
ワ
ー
ル
ド

イ
ン
ベ

l
ダ
l
」
の
名
称
で
「
フ
ジ

・

ス
タ
|
-
イ
ン
ベ
|
ダ

i
」
と
同
.
の

間
間
聞
を
発
表
し
よ
う
と
し
て
い
る
情
報

を
得
て
い
る
が
.
同
被
告
が
七
商
品
の

裂
泣

・
級
公
に
関
与
す
る
と
不
冗
談
争

防
止
法
途
以
と
な
る
品
目
の
鵬
首
位
を
車
止
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

十
個
で
認
定
の
と
わ
ね
り
、
被
特
ワ
ー
ル

ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
及
び
破
産
お
7
ジ
コ

ロ
ム
は
、
脈
血
円
か
ら
併
合
代
け
の
送
付
を

受
け
な
が
ら
、
附
利
.
札
:
.
年

一
.
月
以

降
微
行
ワ
ー
ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
被

• 

• 

• 

• 
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合
点
附
白
叩
を
製
造
し
、
破
産
相
引フ

ジ

コ

ロ

た

符
べ
か
リ
し
利
数
は
、
許
諾
料
相
当

ム
が
こ
れ
を
賞
受
け
た
上
金
問
に
わ
た
の
・
」
万
五

0
0
0円
に
お
製
造

・
販
売

っ
て
飯
先

・
賃
貸
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

台
数
ご

.
一
を
釆
じ
て
得
ら
れ
る
五
て

少
な
く
と

L
過
失
に
よ
り
‘
前
記
の
と
し
万

-
h
O
O
O門
と
な
る
。
{
な
わ
ね
仮

お
リ
・
保
山
官
邸
間
口
川
と
の
泌
同
を
生
ぜ
し
め
.
に
本
件
以
同
等
の
級
制
副
総
n
M
山
川
刊
の
事
実

る
行
ゐ
を
し
た
も
の
と

d
め
ら
れ
る
。
が
泌
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
被
告
商
品

し
た
が
っ
て
微
行
ワ
ー
ル
ド
ベ
ン
デ
の
製
治
版
必
台
数
は
的
認
a

川止め
と
お
り

ィ
ン
グ
及
び
破
派
お
っ
ジ
コ
ロ
ム
は
田
町
で
あ
り
、
織
作
ワ
ー
ル
ド
ベ
ン
デ
ィ
ン

作
に
対
し
‘
述
m
m
し
て
.
原
告
の
鋭
勺
グ
、
破
出
向
お
フ
ジ
コ
ロ
ム
が
わ
れ
削
双
山

・

た
後
必
似
将
を
附
俄
す
べ
き
お
務
が
あ

版
必
又
は
版
h

ハ
ル
い
よ
リ
州
吋
た
利
時
凪
が
.

る

ム

げ
:
力

h
O
O
O川
で
あ
る
ニ
と
は
勺

原
告
は
.

h

聞
記
の
と
お
り
、
第
・
4

・

将

怖

い
引
間
に
争
い
が
な
い
の
で
、
総
局
似

に
対
し
付
価
を
得
て
版
作
・品川
n
聞
の
制
点
泣
此
円
の
淡
っ
た
仰山市
M
M
m
は
前
必
定
の
献
を

を
忠
則
ぶ
し
て
わ
ね
リ
、
被
告
ワ
ー
ル
ド
ベ
越
え
る
こ
と
は
な
い
。)

ン
デ
4
ン
グ
‘
破
車
問
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
の

破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
が
大
阪
地
方
裁

ト
削
行
為
に
よ
リ
ト
削
許
諾
料
相
当
額
の
利

判

所
昭
利
五
七
年
同
第
七
五
号
破
斥
事

経
を
喪
失

L
た
--u
の
と
い
う
こ
と
が
で

件
に

つ
い
て
、
同
裁
判
所
に
お
い
て
制

き
る
。
そ
し
て
、
(
:
:
:
)
被
行
ワ

1

年
竺
月
一
五
円
午
後
-
時
破
漆
山
u
一
告
を

ル
ド
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
昭
和
五
一-一

年

受
け
、
被
告
山
・
花
氏
士
が
そ
の
岐
阜
血
管

一一

月
六
日
か
ら
同
月
二
四
日
ま
で
九

財
人
に
選
任
さ
れ
た
よ
と
、
原
告
が
伺

回
に
わ
た
り
、
そ
の
製
造
に
か
か
る
合

破
産
事
件
に
お
い
て
級
害
賠
償
令
一
必
本

計
予
}
一
一

台
の
被
告
商
品
を
破
産
者
フ
と
し
て
一
億
必

O
O
O
万
円
、
遅
延
回
線

ジ
コ
ロ
ム
に
売
渡
し
、
破
姥
名
フ
ジ
コ
害
金
と
し
て
お
金
U
H
に
対
す
る
昭
和
五

ロ
ム
は
、
こ
れ
ら
を
.
大
部
分
は
全
同
同
年
六
月

一
円
か
ら
昭
和
五
七
年
三
月

の
遊
般
機
需
婆
者
に
販
必
し
、

一
部
は

二
川
H
ま
で
年
ガ
分
の
割
A
H
に
よ
る
余

ゲ
i
ム
機
か
ら
あ
が
る
収
入
を
設
置
場
只
を
破
産
山
山
総
と
し
て
漏
出
を
し
、
伺

掛
川
の
提
供
者
と
折
半
す
る
約
定
で
遊
戯
作
T

H
H
月
三
一

円
の
俄
俗
調
伐
則
日
に
お

冷
唱
す
に
設
置
し
た
こ
と
‘
原
告
が
郁
夫
い
て
川
被
止
円
が
布
印
刷
出
の
破
斥
償
掛
川
全

お
に
付
し
て
原
告
商
品
の
製
造
を
也
川お
傾
い
っ
き
筑
波
を
述
べ
た
こ
と
は
、

M
m

す
る
際
の
通
常
の
併
諸
料
は
-
-
万

eho
hnと
川
被
代
の
問
で
争
い
が
な
い
.

0
0円
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
・

六

以

上

の

と
お
り
と
す
る
と
、

前

証
人

O
の
E
3中
に
は
、

儀
作
尚
品
川
政
品
川
市
ド
件
に
お
い
て
、
以
作
の
破
滅

の
似
品
町
ム

n激
が
川
経

-ooohで
あ

お
フ
ジ
コ
ロ
ム
に
対
す
る
叶
昭
和
川
山
山
総
は
、

る
、
と
す
る
部
分
が
あ
る
け
れ
ど
む
、
州
市
川
賠
償
令
.
瓜
本
と
し
て
a
九

一じ
万
戸
九

同
証

3
に
よ
る
と
、
府
生
原
台
数
は
‘

0
0
0内
、
及
び
巡
抵
剣
山
川
口
令
と
し
て

・
旅
行
の
依
創
制
し
た
興
け
M
所
の
制
川
公
紡
米
石
心
本
に
対
す
る
府
不
法
行
為
の
日
の

と
し
て
、
破
産
者
フ
ジ
コ
ロ
ム
の
実
質

後
で
あ
る
附
初
五
例
年
六
H
円
一
日
か
ら

上
の
経
営
者
で
あ
る
問
中
見
の
発
言
で

破
産
お
フ
ジ
コ
ロ
ム
に
対
す
る
前
足
破

は
昭
和
五
二
年

一
O
月
末
の
昨
吋
均
一
で
被

-M
山H
.
品目
H

円
の
前
日
で
あ
る
附
和
五
ヒ
年

止
口
世
間
口
聞
の
月
車
問
一
-
億
円
な
い
し
二
億
五
三
月
二
四
日
ま
で
民
法
所
定
年
五
分
の

0
0
0万
円
の
売
上
げ
を
予
定
し
て
い
剣
A
n
に
よ
る
金
只
が
あ
る
と
総
定
す
べ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
、
と
の
報
管
が
あ
き
で
あ
り
、
被
告
ワ
ー
ル
ド
ベ
ン
デ
イ

リ
、
こ
れ
に
纂
づ
き
原
告
側
が
そ
の
単
ン
グ
は
原
告
に
対
し
、
右
同
百
二
七
万

簡
を
・
}
O万
円
か
ら
ニ
五
万
肉
と
仮
定
五

0
0
0問
及
び
こ
れ
に
対
す
る
右
伺

し
て
算
出
し
た
台
数
で
あ
る
、
と
い
う
昭
和

h
F四
年
六
月
一
日
か
ら
支
払
ず
み

の
で
あ
る
が
、
右
調
査
結
栄
を
裏
付
け
ま
で
民
法
所
定
年
有
分
の
割
合
に
よ
る

る
資
料
が
な
く
そ
の
根
拠
が
薄
弱
で
あ
遅
延
損
害
金
を
支
払
う
義
務
が
あ
る
‘

る
か
ら
、
布
証
言
部
分
を
た
や
す
く
採
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

則
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
他
に
、
前
認
定
よ
っ
て
‘
本
訴
繍
ポ
は
、
布
の
限
度

の
台
数
を
超
え
て
被
告
商
品
を
製
造

・

で
則
一凶
が
あ
る
の
で
認
申
什
し
、
こ
れ
を

版
k

記
し
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
リ
る
託
超
え
る
部
分
は
列
闘
が
な
い
の
で
楽
却

拠

は

な

い

す

る

ニ

と

と

し

、

(

;
)
主
文
の
と

そ

う

だ

と

す

る

と

、

お

リ

判
決
す
る
・

駅
舎
が
拠
失
し

• • 
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紙

当
世
風
徒
然
草

女
ら
自
身
の
言
に
よ
れ
ば
み

な
鈍
色
で
出
来
れ
ば
結
婚
し

た
い
と
必
も
い
な
が
ら
紙
婚

で
き
す
自
慰
に
励
ん
で
い

た

リ
或
い
は
そ
れ
も
雨
例
く
さ

く
て
酒
を
飲
ん
で
フ
テ
目泌
を

し
て
し
ま
っ
た
リ
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
‘
そ
の
叫
骨
組
の

中
で
れ
+
n
肢
の
パ

ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
が
点
京
の
パ

ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
に
孫
し
か
け
て
い
ま
し

''~ 
砂
れ

若
葉
桜
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
を
む
か
え
て
、
漸
〈

白私、

中
貫
泌
に

「
ま
る
ち

か
め

ら

あ

い

ず

』
の
順
徐

が
ま
わ
っ
て
き
ま
し
た
・

俳
日
b
h
に
つ
い
て
は
一一
.月
L
4
.

問
中
角
栄
と
い
う
小
学
中
.
が

改
れ
を
双
制
刊
で
必
め
ら
れ
る

と
い
う
が
件
が
あ
リ
ま
し
た
.

本
が
中
学
生
の
附
引
に
は
マ

セ
チ
と
い
う
女
の
チ
や
サ
セ

下
と
い
う

k
の
子
の
改
名
が

同
じ
よ
う
に
二
面
記
事
に
山
山

て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
如
刊

}十

年
代
の
こ
と
で
あ
り
‘
今
は

む
し
ろ
喜
ば
れ
、」そ
す
れ
忌

避
さ
れ
る
名
前
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
気
が
し

ま
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ

む、

つ
い
せ
ん
だ
っ
て
徒
然

な
る
ま
ま
に
午
前
=
時
か
ら

の
「
走
れ
歌
話
陶
」
と
い
う

の
で
あ
っ
た
か
、
大
阪
の
ホ

テ
ル
で
き
い
た
の
は
ラ
ジ
オ

大
阪
か
ら
流
し
て
い
た
の
で

す
が
、
こ
れ
に
山
山
て
い
る
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
次
伎
は
彼

1'. *名東

『あ
の
ね
そ
ニ
に

ボ
ー
ル
ペ
ン
か
な
に
か

あ
り
ま
す
ち
ょ

っ
と

j

モ
を
と
っ
て
ト
さ

い
」

「
は
|
い」

『
で
は
い
い
ま
す
よ
」

『
は
|
い
ど
う
ぞ
」

『
な
い
た
め
は

い
た

み
む
い
た
し

と
つ
ぐ

あ
き
」
「
泣
い
た
闘
は

傷
み

も
痛
し

嫁
ぐ
朝

ま

あ

き

れ
い
な
句
で

す
ね
」
「分
る
で
し
ょ
う

甲

〈
こ
う
な
る
と
い
い
わ

ね

お
花
い
に
」

『
ま
あ
な
か
な
か

無
瑚
じ
ゃ
な
い
』

『と
ニ
ろ
で
そ
の
ノ

耳Z才'・
市
恥1' . 

• • 

• 

• 

• 

• 

• 
• 

• 

• 

食モ
を
逆
に
抗
叫
ん
で
み
て

下
さ
い
」

「
は
l
い

き
あ

ぐ

っ
と

ま
あ
」

'
f

「、、、

4
4

ノ

ノ

〆

」

米

「
ハ
ハ
ハ

ひ
ど
い
わ
』

と
い
う
時
代
な
の
だ
か
ら
。

H
T川
は
れ
で
は
な
く
て
般
主

の
で
、
小
付
制
泊
、

ナ
カ
こ
れ

は
か
つ
て
の
小
川
の
名
選
手
'

{攻
守
心
... M
m
F
撤
い
し
か

も
ク
ー
ル
ヘ
ッ

ド
と
ウ

8
l

ム
ハ

ー
ト
の
持
セ
)
で
あ
リ

名
監
併
で
あ
リ‘

あ
の
し
ぶ

い
災
戸
で
貯
牒
の
級
山
山
崎
楓
訴

を
机
山
る
名
批
川
町
家
ナ
カ
氏
と

判
じ
だ
か
ら
州
述
、え
ら
れ
る

よ
と
は
滅
多
に
な
い
の
で
す

が
、
ナ
カ
に
は
鎌
先
ゃん
K
A
m

め
よ
、7
に

n
が
必
い
叩
慨
が
い

て
態
と
チ
ュ

ン
と
呼
ん
だ
り

し
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
は
知

っ
て
い
て
や
る
必
戯
で
す
。

貫
通
は
ヌ
キ
ミ
チ
と
い
う

の
が
正
解
で
す
。
し
か
し
こ

れ
を
ヌ
キ
ミ
チ
と旭
川
む
人
は

寡
く
ふ
つ
う
は
カ
ン
ツ
ウ
と

い
う
の
が
泌
リ
が
い
い
よ
・7

で
す
。
親
父
は
小
不
通
で
あ

り
ま
し
た
。
父
は
れ
の
せ
い

で
は
な
か
っ
た
と
お
も
い
ま

す
が
晩
絡
で
あ
リ
、

.h
卜
附

市
民

• 

• 
操作I~簡単です。占い内容I~ 1人占いか椙娃占いを選び
さらに頂e53IJ(.こ選択レてください。
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川賞

歳
で
一
.1
四
歳
の
単
位
を
め
と

り
父
が
五
十
五
歳
の
と
き
広

中
貫
通
が
産
れ
ま
し
た
。

訟
は
ニ
れ
む
名
の
せ
い
で

は
決
し
て
な
い
と
お
も
い
ま

す
が
大
字
入
学
の
年
‘
卜
八

歳
で
ニ
ト
阿
歳
の
駐
を
め
と

り
、
ぷ
が
卜
九
歳
の
叫
吋
に
長

男
が
で
き
て
符
労
を
し
ま
し

た
.自
払
は
作
の
名
を
符
泌
に
し

ま
し
た
・
山T
符
泊

.
A
t
・卜

問
地
凧
に
な
リ
上
す
が
.
伯
仲
も

わね
じ
い
さ
ん
や
お
と
う
さ
ん

の
よ
う
に
極
鴻
な
れ
で
は
な

く
て
フ
ツ
ウ
で
よ
か

っ
た
と

昔話
一
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
.

ち
な
み
に
息
干
は
米
年
二

十
五
歳
で
-
-卜
阿
緩
め
女
性

と
結
婚
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ど
‘
ヲ
や
ら
わ
が

家
で
は
s

一十
凶
歳
の
女
性
と

い
、7
の
が
過
を
窓
味
し
て
い

る
よ
-ヲ
で
す
。
ま
あ
政
治
家

と
り
7
か
政
治
尽
き
ん
の
数

名
と
は
幸
か
不
幸
か
無
関
係

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

政
治
尿
さ
ん
と
い
え
ば
こ

う
い
・
ヲ
ぷ
も
あ
り
ま
し
た
.

l
i印刷句
-
1八
千
酔
町

阜
市
で
補
導
さ
れ
た
・
家
出
少

年
一
.人
の
お
を
肺
門
前

mwが
開

• • 

• 

く
と

一
人
は
「
嶋
山

一
郎
」

向
必
'U
の
食
が
を

一
人
は

「
池
凶
場
人
¥

と

る

|

|

ウ
ソ
つ
け
/
と
訓
べ
て
見

|

|
保
似
小
必
で
も
、
日

る
と
、
こ
れ
が
本
名
だ
っ
た

川
市
中
治
を
丹
念
に
揃
い
て
い

池
町
一弥
人
材
は

「
ポ
ク
は
ウ

て
、
そ
の

H
常
生
活
の
わ
ず

ソ
は
『
け
い
ま
せ
ん
』
と
汁
つ
か
な
山川
れ
か
ら
サ
ス
ペ
ン
ス

た
と
い
う
す
チ
ま
で
つ

い
て

を

織
り
あ
げ
て
い
く
と
い
つ

い
た

1
1

た
作
品
が
、
以
は
川町
き
だ
・

〈流
必
紙

.札
卜
八
相
T
e--
川

U
AW
の
身
辺
の
唱
』主
ご
ま
し

'a
.

十

日

夕

刊
V

た
よ
と
を
L

〈
が
に
品川口い

て
い

ま
あ
、

〈
ま

る

ち

か

め

る

エ

ッ

セ
ー
の
は
う
が
、
政

ら

あ

い

ず

〉
初
由牧
場
な
の

治
や
が
仰
や
正
災
を
常
々
と

で
.
い
つ
む
欠
飛
‘
鎌
光

か

治

じ

允
も
の
よ
り
、
必
に
は

ら
般
名
の
こ
と
で
助
成
に
し

いい川
で
き
る
の
で
あ
る

l
i

た
よ
う
な
U
を
き
か
さ
れ
て

吋

グ
ラ
ス
の
中
の
街
ゐ

い
る
せ
い
か
、
つ
い
な
謙

治

と

ゆ
け
ば
絡
灯
は
い
い
か

剰
公
味
に
な
り
前
口
上
が
な
ら
し
れ
な
い
。
本
も
常
盤
新

が
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
干
の
本
に
は
姉
き
な
も
の
が

自払
た
ち
シ

ョ
ミ
ン
が
花

に

多

い
。
だ
が
と
言
わ
ね
ば
な

う
か
れ
て
は
飲
み
、
お
カ
ミ
ら
な
い
の
は
非
常
に
残
念
だ

の
方
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

が
、
だ
が
し
か
し
で
あ
る‘

1
7
に
も
う
ひ
と
つ
お
ま
け
常
盤
よ
、
新
平
よ
、
政
治
や

を
つ
け
て
五
月
一
日
も

〈花

平

仰

や

正
義
は
い
つ
も
だ
れ

と
緩
め
日
〉
と
い
う
祝
H
に
に
よ
っ
て
も

q
qと
命
じ
ら

し
よ
う
と
配
慮
さ
れ
つ
つ
あ
れ
て
い
る
訴
で
は
な
い
え
常

る
よ
う
で
す
が
.
そ
の
ゴ

l

継
と
同
じ
よ
う
に
ソ
ッ

ト
・

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
う
か
れ

ヴ

44
1チ
ェ
で
テ
ィ
ミ
イ
ツ

て
は
飲
み
し
て

い
る
う
ち
に
.
ド
に
政
治
や
平
仰
や
TH.
凝
に

恨
の
中
で
は
・
万
で
Jγ
如刊
を

つ

い
て
日
常
の
身
辺
の
ニ
ま

渇
歌
す
る
ふ
り
を
し
な
が
ら
ご
占
し
た
よ
と
の
よ
う
に
品川

ま
す
ま
す

『市
恨
化
」
「
μ
引

け
る
ご
く
少
数
の
人
た
ち
が

傾
化
」

『例

Hm化
』
を
品
川
刈

ま
だ
わ
が
川
に
ら
い
る
の
で

に
す
す
め
て
い
る
奴
滞
が
い
め
る
。

る
.

叫
相
手
よ
、
ニ
れ
で
は
ま
っ

そ
リ
ゃ
.

A
V

巾
徹
新
平
め
よ

た
く
新
干
の
政
治
氏
仰
や
sr

う
に

如
刊
行
編
を
正
当
化
す
る
た
め

き
ち
ん
と
し
た
、
千

に
な
さ
れ
た
レ
ッ
テ
ル
貼
リ

凡
な
日
常
生
活
が

M
き
だ
。
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
.

そ
れ
は
.
た
と
え
ば
つ
ぎ
の

治
問
宏
に
ア
ー
ウ
ィ
ン

・

よ
う
な
ル
ι活
で
あ
る
。
早
川
刷
シ

ョ
ー
の
翻
沢
の
ミ
ス
を
指

に
起
き
て
‘
稽
古
し
た
服
を
同
刑
さ
れ
た
の
も
原
因
は
協
銭

務
て
、
散
歩
に
出
か
け
、
途
新
平
の
係
論
な
政
治
脊
痢
し

中
で
レ

ン
ギ

ョ
ウ
や
ハ
ナ
ミ
か
も

↑
層
激
い

が
た
い

の
は

ズ
キ
の
花
が
咲
い
て
い
る
ニ
そ
れ
に
た
い
す
る
民
間
直
り
に

と
に
ふ
と
気
づ
い
て
、
あ

あ

あ

る
。
新
一千
の
た
め
に
絡
し

い
い
な
と
思
う
。
白
眼
目
の
い

と
思
う
。
残
念
で
あ
る
。

朝
盆
兼
用

(
ブ
ラ
ン
チ

で

す

前

世

き
は
こ
の
く
ら
い
に

ね
)
の
食
事
は
き
ま
っ
て
わ
ね
し
て
次
副
か
ら
は
新
平
の
よ

み
お
つ
け
に
滋
婚
と
桃
山
海
兵
う
に
な
ら
ぬ
よ
・
ヲ
に
政
治
、

と
御
飯
.
そ
れ
に
納
一一弘
か
生
宇
和
、
正
義
、

「軍
事
化」

卵
が
つ
く
。
あ
る
い

は
、
夜
六
引
傾
化
」

『肺
門
瑚
化
」
に

は
晩
酌
を
し
な
が
ら
、
T

V
つ
い
て
ふ
れ
て
ゆ
く
つ
も
リ

の
野
球
放
送
を
凡
て
、
低
カ

で
あ
る
。
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回暫

時代

肩車扇]電子セレクター810四 E

あらゆる角度から研究しつくしました.

イタズラ・不良疑貨から商事叙されます。

コインセレクター!こE買を痛める事Jel:無くなりました。

.~電気的媛続住織厚さ (mm)

湧-司
、EE
E

‘，EE
E

，

V

V

 

E3

a

u

 

+
 

OUT I 
}出力

GND J 

〈外部議干〉

E
Z
3
z
a
--

1.8 

コインの種類

￥500 

1.7 

外径(mm)

26.5o 
←一一ーーーーー-

2竺E
企よ包の樋湖町硬貨を選択しτ下害、、.

-特長

従来のセレクターとの互換住も確保してあります。

メカ微構では限界のあった選別後織を思いきって電

子化。

従来のイタヅラ(1¥リガネ、糸ツリ)を完全シャット

フコウト。

〈セレ?ター内鼠〉

溝手番号 名 称 入出力別 電源状態釘よぴ入出力信号条件

+~V 
{電源問満干)

入力
DC 4. 7~V以上5.25V以下町電圧を IA供給する ζ と .

2 {電源o用v端手)
(実測では、主貨受入時330mA、待機時4mA)

トー
正貨が通過した喝合、内部 トフンジスタが導通状態と

(織~I)f冒O骨UT府端干)3 出力 なる.(IOOms土SOms問、1.5V以下}ぞれ以外{草、カ y
トオフ状態である.

a {隙>>1)慣G骨ND周端子LLー 内部にてOV(電源周端子)に犠観されている.

-錦子説明

2. 

3. 

尚onami①

メカ+

平100

• ， 
-詳細は本社また

は、曾機所宛に

カタログ4-ご鵬

業下さい。

信頼と技術のふれあい

糸JII~定夫熔主と そのクループガ開発し芝大型コンピユー
タ!こよる星占いJ7ストロクラフトをミニサイズ化。だか
らスリム!Jifてディ!こ鐙怠で総r1!!Jr5い内容です。

前量販*し、dl:!la:、111入使舟しと曹に同して回、
t~出掛巴曲る尭明事獲8出回虫告さ=離に法

lこ畢づく暗闇童を訓捜し.dl:!活に聖づき使用を

蓋し広められることに'I;Idりま写のでか刀るコピ

-liIの旬入使用を~ðら晶ょう置吉聖し80'1.
笥l{57年7月

実部代理殴雌安

謹告
回直"l1~!iI"御霊IA.lIPOO酬に015り刀とうご6
い11''1.電事官レヲ9-81()-E陣‘主体畠ぶU畠
田の般燭巳つI!! . 情酔、 震局"'.. .I!E・~ER腕
しており、その-8li<1、鼠に由旬昂ぶU公開さn、
工飛ili旬曙CよってQII邑目ておOOd-l1.
これと同じ蝿置のコピー!ilt'iE昌敏帽凧Jも~(，..C
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ber of vis.itors was an unexpecledly 
low 10，000. 
Tokyo Disneyland features a num-
ber of attractions nOl seen at Disney 
parks in the U S. One is“Pinocchio's 
Masic J ourneyぺadark ride in Fanta-
syland. This attraction is under con-
struction in Disneyland -Tokyo was 
the first to complete it. The second is 
“The Eternal Seas"， a 200-degree 
theater screen， ¥¥Ihich was specifically 
developed for Tokyo Disneyland. The 
lhird is“Meet the World"， an attrac-

Tokyo Disneyland Opens 

The First Disne y Pork Outsicle Of The U.S. 
.ì"C志望~.::二K:ItO会~_j豆..... 

打ったボールを烏ガいたずらしたり，風向き!と影響され

たり，芝自によりフックやスライス怠どの微妙ts.タイミ

ングガ楽しめる18ホールの本俗的ゴルフゲームです。

On April 15， 1983， Tokyo Disney-
land opened il】 UrayasuCity， Chiba 
Prefecture. A joint project between 
Walt Disney Produclions 01' Burbank， 
CA.， U.S.A. (president， Ronald W 
MilIer) and Oriental Land Company of 
Tokyo (president， Masatomo 
Takahashi)， it is the first Disney park 
oulside of the U.S. Tokyo Disneyland 
was constructed with a host of innova-
tive concepts and ideas and is expected 
10 significantly influence the future 
ωurse of Japanese amusement parks 
as ¥¥Iell as affecting the average cilizens 
vie¥¥l of leisure. 
The basic groundwork for Tokyo. 
Disneyland dates back tO agreemenls 
made in Dccember 1974 between Mr 
Walker， then president and now 
chairman of Walt Disney Productions. 
Mr. Walker visiled Japan and began 
formulating arrangements with Orien-
tal Land al that timc. In January 
J 975， Phase 1 started， and an agree-
ment on Phase " was signed in J uly 
1976. In March 1977， the official pro-
jcct name was determined， al】d in 
November 1978， a basic agreemenl 
between WDP and OrientaJ Land was 
entered into. Finally， in April 1979， a 
fjnal agreement was signed. Ground 
breaking took place in Deιember 
1980， and 15 official sponsors were 
decided in October J 98J. In April 
1982， constrllction of attractions was 
commenced， and completed on March 
18， J 983. The grand opening ¥¥Ias， as 

mentioned， on April 15. 111 1955， 
Disneyland opened in California， and 
in 1971 WaJt Disl1ey World (incl. the 
Magic Kingdom) opened in Florida 
Thus， Tokyo Disneyland is the world's 
third Disney park， with a total area of 
some 82.6 he山町 (ha).Out of lhat 
total of 82.6 ha， the park itself ac-
count for 46.2 ha， 25.6 ha for parking 
al1d J 0.8 ha for related facilities. This 
makes the park larger than the two in 
the U.S. 
In July 1960， Mitsui Real Estate 
Development Co. and Kcisei Electric 
Railway Co. formed Oriental Land， 
capitaJized at 3，000 million yen 
Oriental Land has 1，985 full-time and 
4，700 part til11e workers. Tokyo 
Disneyland is Jocated within the 
Tokyo Metropolitan area， about 10 km 
from the center of Tokyo. OrientaJ 
Land expects about J 2 million people 
to visit Tokyo Disneyland in 1983. 
One of the primary reasons for such a 
large projected attendance figure is 
that Japanese are quite familiar with 
Disneyland， and Tokyo Disneyland 
will be quitc an attraction. By com・
parison， Disneyland attracted some 
10.5 million people， while the Magic 
Kingdom drew J 2.6 million last year 
Tokyo Disneyland， 3 million advance 
tickets had aJready been soJd， prior to 
the grand opening. Thus， althollgh 
there wiJJ be a few tickets availabJe 
each day， reserve tickets are needed 10 
avoid queuing on weekends 01' on 

holidays. Orielllal Land projecls abollt 
80，000 visitors a day -quite a large 
number. Visitors， however， are pro・割問

u、イウヱイ・レースE
ハイウェイを走りts.ガら給油したり、他~や障害物をジ

ャンブして飛び越え、大ジャンブ1こより対岸にパラシユ

ートで着飽するなど奇想天外怠ハイウェイ ・レースです。

-タイト ーのマザーボー ドをロム交換により、新綬品に生まれ変らせます。

I I ・

， ， 

• 
-• . 

-スターンエレクトロニクス社より軒路 The abOY8 photo shoW$ a bird's'.oye view of Tokyo Oisney Land which opened April 15. 。1983Walt Disney Productions 
hibited from bringing lheir own 
lunches which Japan'ese liJ<e to do 
Moreove人 thereare no vending ma-
chincs nor alcohol. Thus， many arc 
puzzJed by the culturaJ differences 
belween Japan and the U.S 
Surrounded by Mickey Mouse and 
other D附leycharaclers， Oriental Land 
president Takahashi and chairman 
Walker of WDP cut the opening tape 
on April J 5. (See page 3 for photo， in 
May 1， No. 211). UnfortunateJy， on 
that day， it was raining and the num-

lion depicting the history of Japal1 and 
its impact on the world. The Jatter two 
are wilhin Tomorrowland. Additional-
Jy， since it is rainy il1 Japan， the main 
strcct calJed “World Bazaar" has an all-
weather cover. FrontierJand is re-
named “Westernland" _ Additionally， 
Tokyo DisneyJand has all the all凶c-
tions found in Disney parks in the U.S. 
Oriental Land invested J 50 bi1lion 
yen，肌 thismammoth project unpre-
cedentcd in the history of Japan's 
amusement business 
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【ス~・オービ砂川l金筑で働かされている囚人ガ、霊長視人、トロッコ、エレ

ベータ一広どに気を付け怠がら、金袋を盗み出し、量主主

に持ち出すさまでのストーリーをゲーム化したTVゲーム

です。

VARIターゲットガ点灯している跨に、ターゲツト

深部までヒットすると、スペシャルガ与えられ、最終ホ -

ールの持l<tボーナスガ2倍になる怠ど楽しさいっぱい//‘.:1100:11.0 Taito Wins Cases 
Against Video Game Copiers 

In Osaka & Yokohama 

Dcnshi Kogyosha and its president 
Kumao Takahashi， manufactured and 
sold “Super Invaders" by Ulilizing 
without Taito's permission the ROM 
copied from a software program in 
Taito's“Space Invaders"， and thereby 
violated the pJaint.iff's copyright. The 
court ruled that each defendant pay 
2，125，563 yen in damages to the 
plaintiff. Makoto Denshi had manllfac-
tllred and soJd unauthorized copies 
since January J 979， and 507 units 
were proved to be manufaιtured be-
tween March and December of that 
year. Thus， the profit obtained by 
deducting the expenses from their 
sales was recognized as lhe amount of 
damages. The defendant Takahashi 
was dissatisfied with the judgcmcnt， 
and said that he wouJd appeal. Thus， 
this case wiJl be brought before a high. 
er court. In the wake of the jud意ement
handed down on December 6 last year 
by the Tokyo Dislrict Court， however， 
the current judgement also acknowl-
edged that game‘$oft' ware in video 
game machines be protected as lilerary 
works according to the Copyright 
Law. Thus， the legal judgemenl in lhis 
regard has become decisive. 
Taito Corp. appreciates all these 
court rulings， from the Tokyo Dislrict 
Court， to the recent decisions in Osaka 
and Yokohama District Courts and 

frol11 now on， Taito will proceed with 
legal steps so that video games thcm-
seJves will ultimately be regarded as 
audio-visuaJ works that can be pro-
tected by the Copyright Law. Taito's 
spokesman said that， if copyrights of 
video games as audio.visual ¥¥Iorks are 
estabJished， unau thorized copies can 
be eliminated with more swiftness and 
efficiency， with penalties on the 
copwrs . 

• 

In the wake of the judgeme川sin 
favor of Taito on September 27 and 
December 26， last year， at the Tokyo 
District Court， Taito Corp. of Tokyo 
(president， Michael Kogan) won addi-
tional cases against unauthorized cop. 
iers on March 30， in Osaka and 
Yokohan旧 Therecenl judgements did 
not go beyond last year's two rulings 
Already， however， based on the results 
of the previous cases， PoJice has set 
about cr口Imtn】旧a討1inv問es斜ti培gationsof un仔-
a剖制utけ}削附dcωop戸le町rs(from a釘r打川r陀e郎側s針ttωop的
secution】).This has caused considerabJe 
the consteration among manufac-
turers， dealers and the many operators 
of pirated copies. On the Olher hand， 
manufacturers endeavoring to develop 
original video games are gradually be. 

ginning to be encouraged. 
On March 30， chief judge Ikuzo 
Kaneda， Osaka District Court， ac-
knowledged in Iight of Taito's case 
brought in June J 979， that the de-
fendants， Fuji Colo的 Co.(which went 
bankrupl in March 1982)， World 
Vending， sold copies of Taito's video 
game“Space lnvadersヘtherebyviolat-
ing the Unfair Competition Prevention 
Law. The court rllJed that Fuji Colom 
owed Taito some 5，275，000 yen， and 
that WorJd V叩 ding，along with the 
others pay the same amount of dam-
ages. Allegedly， these defendants had 
manufactu日d and sold ‘吋，VorldIn-
vadersぺacopy of“Space Invaders" 
between November 1978 and the 
spring of 1979. Of lhese， 211 units 
were proved to be manufactured and 
sold by lhe defendants， leading 10 Ihe 
total al110unt above. 
On the same day (March 30)， in 
light of Taito's case of August 1979， 
the ιhief judge Takahisa SlIgano， 
Yokohama District Court， acknowl-
edged that the defendants Makoto 

Orca Apologizes 

To Sega For Copies 

OflPengo" Also 

On Man;h 25， Sega Enterprises Ltd. 
of Tokyo came to an agreement direct-
ly with Orca Corporation (president， 
Takeshi Tozu) who Sega had brought 
suit against concerning unauthorized 
copied video games. 
Sega had taken legal steps against 
Orca last December， for Orca dealt the 
unauthorized copies“Penla ' of Scga's 
video game“Pengo". As with apolo-
gized to Sega， and promised that Orca 
will also make efforts 10 eliminate 
copies. Orca is a company known for 
its aggresive development of soft video 
games， such as that for “River PatroJ". 

竃寂，.:1J曙~‘司~i'~・

1人-4人まで同時!こプレイすることが出来，従来のつ
レーンに比べ，花形を雪量った量襲撃是正デザインで，2度景
おが狙えるダブルチャンス方式のクレーンです。-~~官~.1IPÞ.J町=時聖({・I.l ;Y;.

コースI~平地コースと山岳コースガあり、 主主り坂にさし

かかると、ベタルガ霊<怠る怠どの本格的サイクリング

ガ気軽に楽しめ、体力づてりにも役立つサイクリングレ

ースです。
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ミ
ュ
ー
キ
ー
ス
。

ニ
ャ
ー
ム
コ
の
子
ど
も
た
も
の
総
称
.

む
じ
ゃ
き
で
、
い
た
ず
ら
好
毒
。

灘 間 芯 由 叩
1
1
 

か
S

=ャ
-l
，a
コ

マ
ッ
ピ
-

Z
機
感
に
憾
え
る

フ
レ
ッ
y
.
:
>
.
ポ
リ
ス
。

正
義
感
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ポ
リ
ス
、
マ
ッ
ピ
ー
/

盗
昂
さ
が
し
て
、
行
っ
た
り
来
た
り
、
追
い
か
け
っ
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取
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操
作
か
ん
た
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女
の
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も
エ
ン
ジ
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イ
/

マ
ッ
ピ
ー
は
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2
方
向
レ
バ
ー
と
ボ
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で
録
作
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か
わ
い
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勘
き
ガ
女
の
子
に
も
大
評
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。

在
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近
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ボ
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車
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ほ
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と
う
は
憶
病
者
。
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